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第一章【運命の悪戯いたずら】

神など、人間を超越した存在による悪戯。

科学では決して説明することのできない巡り合わせ。









　事実は小説よりも奇なり。

　後にも先にもこのことわざがこれほど身に沁しみた日はないと思う。

　なんと僕、小こ森もり翔しよう太たは学園一の美少女、夏なつ川かわ雫しずくさんから告白されていた。

　それもラブホテルで。彼氏がいるはずにも拘かかわらず。




　……一体いつから──夢オチじゃないと錯覚していた？




　もしかしてどこぞの隊長に卍ばんを解かいされていた？

　告白に対する僕の心境こそが「……なん……だと……」なんだけど。

　もうぶっちゃけていいかな？

　ほんっっっっとにビックリした!!　いやもう頭の整理がまったく追いつかないよ！　だってあの夏川さんから告白されたんだよ!?　取り乱して当然だよ！

　おっ、落ち着け僕！　まずは深呼吸だ！

「すーはー」

　…………お風呂上がりのいい匂いがするんですけどおおおおおおおおおおっっ!!

　ちらりと横目で確認すると水も滴るいい女、夏川さんのバスローブが大胆にはだけていた。

　いぎゃああああああああああああああああああああああああああああっっ!!

　もうなんか色々とこぼれそう、というか、こぼれてない!?

　目に毒過ぎる！　いや、眼福だけど！　眼福過ぎて昇天してしまいそうだけれども！

　でもあまりに刺激が強過ぎる！

「……小森くん？」

　狼ろう狽ばいを隠しきれない僕。きっと挙動不審に映っているに違いない。

　とっ、とりあえず何か言わなきゃ！

「我が生涯に一片の悔いなし！」

「小森くん!?」

　いや本当に大往生してどうするのさ！　天高く拳を挙げて言い放ったもんだから、夏川さんが動揺しているじゃないか！

　冷静に……クールになれよ僕！

　大丈夫。さっきの告白が気の迷いから発せられたものだってことは理解しているつもり。

　やっぱり一度は終わってしまった関係。修復するのだって一筋縄じゃ行かないよね。

　──よし。場所を変えて相談に腰を据えよう。ラブホテルここじゃ、居心地が悪過ぎて話が入ってこないし！

「もし良かったら僕と（喫茶店かどこかに）付き合ってもらえませんか！」

「えっ!?」

　場所を移したい旨を伝えた僕に対して夏川さんは目を丸くしていた。

　うん、あれ……なんか言葉足らずだったような気が──いや、細かいことはどうでもいいや！　とにかくこの場を立ち去ろう！　最優先事項です！

　話し合えばなんとかなると思っていた時期が僕にもありました。まさかラブホテルを出てすぐに──。




　　　　＊　夏川雫　＊




　いやあああああああああああああああああああああああああああっっ!!

　なに勢いに任せて告白しているのよ私!?　バカなの？　死ぬの？

　ほんっっっっと何考えているのかしら!?

　彼氏持ちの女がラブホテルで「好きです」とかやっぱり地雷女じゃない!?

　いや、たしかに作戦通りだけれども！　健けん吾ごと上手うまく行っていないアピールは成功したけれども！

　流れに身を任せて行くところまで行ってしまった私は、ようやく冷静になれていた。

　突然、告白されて翔太くんも戸惑っているわよね？　当然だわ。

　さっきから妙にそわそわしているし。

　あまりに落ち着きがないから「……小森くん？」なんて怪け訝げんな表情で確認しちゃったじゃない！

　もしかして幻滅されたんじゃ──、

「我が生涯に一片の悔いなし！」

「小森くん!?」

　なんの前触れもなく世紀末覇者にならないでもらえるかしら!?

　ここまででも十分驚きの連続だったわけだけど。

　これ以上に衝撃的な展開が待っているなんて思いもよらなかった。

　なんと翔太くんの「僕と付き合ってもらえませんか！」という告白返し！

　ええええええええええええええええええええっっ!?

　まっ、まさか、まさか!?　乗り換えウェルカム宣言!?

　いや、嬉うれしいわよ!?　嬉し過ぎて私も秘孔を突いて大往生してしまいそうだもの！

　この後、どこかに連れて行こうとしている翔太くんに気付いた私は急いで下着を身につける。

　ハッ。そういうこと。分かったわ！

　たぶん、翔太くんは私と付き合うことになったことを高たか嶺みねさんに打ち明けるつもりね？　でも一人じゃ心細いから付いて来て欲しい、と。

　ええ、ええ、承知しましたとも。

　たとえこの先に待っているのが泥沼の愛憎劇だとしても、翔太くんになら地獄の果てまで付いて行くわ。だってすごく、すっっっっごく大好きなんだもの！

　……そうと分かれば、場所を移して仕切り直しよ。

　勇気が出ずにずっと踏み出せなかった告白がようやくできたの。それだけじゃない。まさかのお付き合いしませんか、とのお誘い。

　やった！　やった！　雫大勝利ぃぃぃぃっ！

　でも安心しきっちゃったらダメよ。ちゃんと翔太くんの真意を確認するの。

　もしかして高嶺さんに別れを告げる作戦会議でも開くつもりかしら？

　いずれにしても絶対にこのチャンスをモノにしてやるわ！

　そんな意気込みはラブホテルを出てすぐに潰ついえることになる。




　　　　＊　砂すな川がわ健吾　＊




「小森と姉さんがラブホテルから出て来ただと!?　マジかよ！」

　姉さんから応答がなくなった俺は居ても立っても居られなくなっていた。アプリが停止する寸前の位置情報を頼りに周辺を捜索していた。

　小森とのデートを遠隔からサポートするためダウンロードしたアプリでは位置情報が確認できるようになっている。

　心配になって探しに来たら、これだ。

　まさか姉さんが小森と一緒にラブホテルから退出するところを目撃しちまうとはな。奇想天外にもほどがあるだろ！

　まさか小森のやろう……酔っ払った姉さんを食っちまったってのか!?

　……うっ、うおおおおおお！　よっっっっしゃああああッー!!

　来た、来た、来た！　遂ついに作戦成功だぜ！

　嬉しさのあまりシャドーボクシングをする俺。明らかに不審者だ。周囲の目が痛いてえ！　けど、構うもんかよ！

　姉さんにアルコール入りのモンブランロールを口にさせたときから、こうなるんじゃねえかと思っていたけどよ！　まさかここまで上手く行くとは……天才かっての！

　バカ騒ぎしたくなるほど気分が高揚する。これでお役ごめん、小森から天てん使しを引き剥はがせると思ったら嬉しくて、嬉しくて。

　最高のサプライズプレゼントだぜ！　ヒャッハー！

　いや、待て。落ち着け……！　ひょっとしてこれ、千載一遇のチャンスなんじゃねえのか？

　姉さんには俺が悪者になるよう言い含めておいた。彼氏と上手く行っていないアピールは済んでいるはず。ラブホテルから出て来たってことが何よりの証拠だ。きっと事後に違いねえ。

　となればここで俺が彼氏面して偽物の修羅場を作ってやれば──。

　俺は次なる一手を練り始めていた。

　まずは、

「俺の彼女に手を出しやがったな！」と乱入だ。

　俺という恋人がいることを知った上で事に及んだわけだ。小森も肉食系の本性を露あらわにしてくるはず。化けの皮が剥がれる瞬間だな。

　さらに俺は姉さんに視線で合図を送る。

　台詞せりふはそうだな……、

「ごめんなさい健吾。私はもう身も心も小森くんのモノになってしまったの。別れてもらえるかしら」あたりがいいな。まさに修羅場だ。

　それを聞いた俺はキレた振りをして小森に襲いかかる、と。

　もちろん手加減はする。あくまで振りだからな。

　取っ組み合いの後は、俺がやられた振りをすればいい。

　寝取られた男になりきるってのは、抵抗あるが、これで姉さんたちがくっ付いてくれるなら安いってもんよ！　どうってことねえ！

　独占欲の強い姉のことだ。きっと小森の首輪を掴つかんで放さないことだろうよ。他の女にうつつをぬかさないよう、きっちり管理してもらうぜ？

　うし！　こうなりゃ道化ピエロになろうが、気に食わない役だろうが何だってやってやるさ！

「ふぅー。全集中。寝取られの呼吸だ」

　深く息を吸って神経を集中させる。姦かん柱ばしらとは俺のことだ。

　正直に言えばこのときの俺はどうかしていたと言わざるを得ない。

　まさか乱入後に──。




　　　　＊　泉いずみ天使　＊




　たしか最後に見た翔太さんの位置情報はこの辺のはず……無事に介抱できていればいいんだけど。

　翔太さんを遠隔からオペレートするために導入したアプリは位置情報が把握できるようになっていた。

　さすがに翔太さんで遊び過ぎちゃったよね。反省しなきゃ。

　彼を隠かくれ蓑みのに使った夏川さんに『良い男がこんなに近くにいた』と思わせるためとはいえ、指令がどんどんエスカレートしちゃった気がする。いくら親しい仲だからって礼儀を忘れちゃいけないのに。

　ちゃんと会って翔太さんに謝らないと。

　でも突然、応答がなくなって……たぶん、転こけたのかな？

　私が最後に聞いたのは衝撃と水没していく音だった。無事だといいんだけど。

　……ん？　ちょっ、ちょっと待って！

　えっ、ええええええええええっっ!?　翔太さんが夏川さんとラブホテルから出て来た!?　どういうこと？　連絡が取れなくなった間に何が──って、うそ!?

　周囲を捜索していた私は咄とつ嗟さに電柱の陰に息を潜める。目をゴシゴシとこすりながら見間違いじゃないことを確認する。

　友人と恋人の浮気相手がラブホテルから出て来た決定的瞬間に驚きを隠せない私。

　ここまででも十分、信じられない光景。けどこれから繰り広げられる光景と比べればこんなのはただの序盤だったことを身を以もつて知ることになる。




　──翔太さんたちの間に割って入るように健吾さんが乱入したからだ。




　どどど、どうしてこんなところに健吾さんが!?　というか、これって想像以上にヤバい状況なんじゃ……！

　ぶっちゃけ私って『お前はもう死んでいる』と告げられたも同然のような……。

　だって──、

「小森……てめえ、どういうことだ！　俺の彼女に手を出しやがったな！」

　……あべし!!




　　　　＊　なぜしゅら　＊




（うぎゃああああああああああああっっ!!　なんでこんなところに砂川くんが!?　よりにもよってラブホテルから出た最悪のタイミングで！　当然と言えば当然だけどめちゃくちゃ怒ってるじゃん！　そりゃブチギレるよね？　僕は夏川さんにとって偽装カップルフエイクに過ぎない存在。そんな間男と恋人がラブホテルから出て来れば堪忍袋の緒も切れるでしょうよ！　たとえそれが最近上手く行っていないカップルだったとしても！　でもこれは誤解なんだって！　僕はただびしょ濡ぬれになった夏川さんが風邪を引かないようにやむを得ずこの施設で暖を取っていただけで……って、マズいな！　これが真相なのにめちゃくちゃ苦しい言い訳に聞こえない？　大丈夫なのこれ!?　とっ、とにかくまずは砂川くんに落ち着いてもらってきちんと説明を──）

　赤鬼のような砂川健吾が小森たちの間に割って入る。

　擬似修羅場、もとい茶番の開始である。

　もちろん砂川の言動は全て嘘うそ。迫真の演技である。整った容姿に天才的な頭脳、抜群の運動神経、天は二物どころか三物を与えたが、運は与えなかった。

　よもや砂川もこの状況を本物の恋人に覗のぞかれていることなど知るよしもない。

　彼の乱入によりこの場に居合わせた全員の胸中が荒れ狂うことになる。

「（姉弟きようだいで恋人カツプルを演じているこのふざけた状況を）ぶっ殺す！」

　小森の胸ぐらを掴みながら言い放つ砂川健吾。

　彼は色々と鬱憤が溜たまっていた。

　姉に振り回されるようになってからというもの、歯車が噛かみ合わなくなったように色んなことが上手うまく行かなくなっている。フラストレーションも相当のものだろう。

　だからこそ怒りの演技に熱が入った。『怒』の感情が自然にできてしまう。

　むろん、その矛先を向けられている方はたまったものではないが。

（殺されるううううううううううっっ！　砂川くんの目、バキバキじゃん！　本気で僕のことを殺す気だよね!?　やましいことは何もしていないのにどうしてこんな目に!?　何が理不尽って、寝取られる側ならいざ知らず、寝取った側として勘違いされている点だよね！　なんだこれ!?）

　凄すさまじい感情をぶつけられた小森はハムスターのように萎縮。

　震える身体からだを隠すことで精いっぱいの様子。

　小森翔太という人間は普通・平凡・凡庸を体現しており、砂川のような異世界の住人から怒りを買うことに耐性などあろうはずもない。

　続いて泉天使。

（いやああああああああああああああああああっっ!!　健吾さんが、健吾さんが本気でキレてる！　あんなに怒りを露わにした彼氏さんを初めて見たんですけどおおおおおおおおおおおおおおおおおおっっ！　そっ、そんなに夏川さんのことが大切なんですか？　そもそも夏川さんは健吾さんへのプレゼントを選ぶために翔太さんを誘って……うわああああああああっっん、美男美女、相思相愛のカップルじゃないですか！）

　砂川健吾と夏川雫が姉弟きようだいであること、恋人の怒りは演技であることなど知らない彼女が勘違いしてしまうのも無理はない。

　最後に夏川雫。

（愚弟いいいいいいいいいいいいいい！　タイミング！　タイミングってものを考えなさいよ！　対外的には恋人関係であるあんたが乱入してきたらどう考えたって修羅場じゃない！　そりゃ翔太くんと既成事実があれば、まだやりようはあるわよ？　あんたの狙い通り、毒牙にかかった女を演じることだってできる。「ごめんなさい健吾。私はもう身も心も小森くんのモノになってしまったの。別れてもらえるかしら」なんて台詞が良いかしら？　けど、残念なことに、それはもう本当に残念なことにラブホテルでは服を乾かしただけ。肌を重ねて暖を取る展開なんて見事に裏切られたわよ！　そんな状況で健吾が出てきたら──）
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　修羅場はいよいよ佳境に入る。

　小森の胸ぐらを掴んでいる砂川が拳を握りしめたのだ。

「人の女に手を出したんだ。覚悟はできてんだろうな？　歯をくいしばれ」

「ちょっ、ちょっと待ってよ砂川くん！」

「まっ、待って健吾。違うの！　小森くんはただ──」

　彼らの事情を知るものからすればとんだ茶番である現況。

　しかし第三者にとってどう映るかと言えば、

「君たち！　ケンカはやめなさい！　詳しい話は署で聞くから！」

　新たな乱入者は見回りをしていた警察官。

　ラブホテルから出てきたカップルが未成年ではないかと目を光らせていたところに砂川の乱入。一連の言動から痴情のもつれと判断した。

　よもや砂川が演技であることなど想像もしていない警察官は取っ組み合いを制止するため奔走する。

「ちょっ、えっ、ちょっ……！」

　焦る砂川。

「おっ、落ち着いて砂川くん。ちゃんと話せばわかるから！」

　必死に説得を試みようとする小森。

（……最悪だわ）

　絶望する夏川。

　やがて三人はパトカーに乗せられて連行されることになる。




　──ファン、ファン、ファン……！




　パトカーのサイレン。ドップラー効果を耳にする泉。

　一部始終を電柱の陰から覗いていた彼女は、

（えっ、ええええええええええええええええっっ!?　うっ、嘘でしょ!?　翔太さんと健吾さん、それに夏川さんまで警察に連行されちゃった！　どっ、どどど、どうしよう!?）

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすことしかできなかった。




　　　　＊　警察官　＊




　山やま田だ淳じゆん一いちは砂川たちがケンカをしていた区を所管する署の警察官である。

　警部補の山田は若い男女が連行されて来るや否いなや、部下の引き継ぎに耳を傾けず、事情を聴取することに。長年の経験から例の件と判断した様子。

　彼らの名前を確認した後、鋭い眼めで小森、砂川を見つめ、最後にワンピースドレスの夏川を睨ねめ付ける。

（……美人局つつもたせか）

　恋愛偏差値こそ小学生の夏川だが、顔面偏差値に関しては天元突破である。

　しかも男を惑わさずにはいられない露出が多いドレス。

　山田は夏川が悪徳な美人局つつもたせだと思い込んでいた。

（ははーん。さては隣の砂川イケメンが共犯だな？　肉体関係を持った──もしくは持とうした小森チー牛に金銭を要求しようと暴力を振るった、と）

「こんなことをして恥ずかしくないのか！」

　山田は机をバンッと叩たたき、激げき昂こうする。彼はこういった取り調べに憧れて警察官になった男である。

「「「!?」」」

　アクセル全開の警察官に気圧けおされる三人。

　おもわず肩をビクッとさせる。

（ひいいいいいいいいいいっっ！　めちゃくちゃ怒ってるじゃん！　ドラマや映画で見るようなシーンって本物だったんだ！　見るからにベテランだし僕たちの関係を即座に見破ったのかもしれない。だとしたら──）

　夏川雫に砂川健吾という恋人がいるにも拘かかわらず、いかがわしい施設に案内してしまったことに負い目を感じていた小森は、

「ごめんなさい！」

「なんでチー牛が謝っているんだ！」

「「「チー牛!?」」」

　警察官の罵倒に全員が驚きを隠せない。

　口を滑らせてしまった山田は「やばい！」と思ったのだろう。見るからにバツの悪そうな顔をする。

　しかし、警察官の失言を最も許せなかったのは意中の相手を罵倒された夏川である。

　彼女は表情に絶対零度を貼りつけて、

「小森くんがチー牛？　ふざけたことを抜かさないでもらえるかしら」

「なに？　悪事を働いてなんだその口の利き方は！」

「彼に謝りなさい」

「（美人局つつもたせをするような女の言いなりになるのは）死んでも嫌だね！」

　どこぞの常務のごとく、顔芸を披露しながら拒否する山田。

　彼らの視線が交わる先でバチバチと火花が散る。

　その光景を見せつけられている砂川はこの世の終わりを見たように、

（うおおおおおおおおおおおおおおおおい!?　なんで署に連行されたあげく姉が警察官と揉もめてんだよ!?　そもそも俺は演じていただけで、本気で小森を襲うつもりなんざなかったってのに！　なんでマジの修羅場になってんだよ！　もうわけわかんねえよ！）

「そもそも小森かれを弄んだのはお前だろ！　盗みまで働いて開き直るな！」

　もちろん身に覚えのない小森は首を傾かしげながら、

「盗み？　いえ、お巡りさん、夏川さんはなにも──」

「──いいや。ヤツはとんでもないものを盗んだ。君の心だ！」

（（突然のカリオストロ!?　人生の大先輩だけど、どうした!?））

　驚きを隠せない小森と砂川。両目がこぼれ落ちそうになっている。

　一方、夏川は、

「……（ポッ）」

　小森の心を盗んでしまった発言に頬ほおを赤らめて俯うつむいていた。

　ラブホテルでの一件もあったことで意識せずにはいられない様子。

　それは誰がどう見ても照れているのだが、興奮状態かつ彼女を美人局つつもたせだと思い込んでいる山田の目には、都合が悪くなり目を逸そらしたように映っていた。

　ほら見たことか、と内心でほくそ笑み、

「どちらが彼に謝らなければいけないのか、よく考えることだな」

「あの僕、どちらかと言えばお巡りさんに謝って欲しいんですけど？」

「純情を弄び、他人を騙だますような人間を許すつもりか!?」

　山田は両目をカッと開き小森を睨め付ける。

「ええ……」

　むろん、小森は何が何だか理解できていない様子で、

（純情を弄び、他人を騙すような人間を許すつもりか？　うん？　誰のことを言っているんだろう……夏川さんは他人を騙すような悪い女の子じゃないし……ハッ！　まさか砂川くんが二股していることを見透かして──！　すっ、すごい本物だ！　たしか一流の警察官って通行人を見ただけで麻薬の所持を見破れるって特番でやってたし！　痴情のもつれを腐るほど見て来たお巡りさんならすぐに分かるものなのかもしれない！）

　ごくり。

　唾を飲み込む小森。やがて重たい口を開くように、

「たしかに。おっしゃる通りです。犯した罪を白状し、誠心誠意謝った方がいいと思います──砂川くんが」

「俺!?　なんで俺!?　いや、たしかに襲いかかったことに非はあるけどよ！　でもこのタイミングじゃないだろ!?」

　突然の飛び火に驚きを隠しきれない砂川。

　しかし、その発言は正義感ある山田にとって許せないものだった。

　砂川のことを美人局つつもたせの共犯者だと思い込んでいるがゆえ、

「貴様！　まさかこの期に及んでまだ言い逃れをするつもりか！　土下座しろおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉっっ、すながわああああああああああああああああああああ!!」

　突然の日曜劇場。感情の起伏が激しくなっていた。

（（（えっ、なにこの警察官。怖いんですけど！）））

「ちょっ、うるさいですって山さん。なにキレてんすか？　事情聴取は別の先輩に頼みますから雑務してください」

「いや、しかしだな……本件は悪質な美人局つつもたせだぞ？　純情を弄んだ女から詫わびの言葉を聞くまでは彼も悔しいだろ！　だから詫びろ、詫びろ、詫びろ──夏川ああああああああああああああああああああああああ!!」

「……はぁ。だから山さんに事情聴取させるのは嫌だったんすよ。ちゃんと引き継ぎ聞いてました？　彼らは美人局つつもたせなんかじゃありませんって。ただの痴情のもつれです」

「はっ？」

　山田淳一。

　彼は若手の警察官から陰でバカにされているポンコツ警察官だった。




　　　　☆




　仕切り直し。

　ヒートアップした山田は雑務に戻り、別の警察官が事情聴取を再開する。

　改めて詳細の確認が始まるや否や、

（もっ、もしかしてこれを機に全部吐いちまった方がいいんじゃねえか？　俺と夏川雫は姉弟きようだいだって……いや、そうなると小森に襲いかかった説明が複雑過ぎるか。なんで姉がラブホテルから出て来て弟が激昂してんだよ。シスコンか！　クソッ。さすがの俺でも上手うまく説明するのは困難だ。まずは時間を稼いで──）

　砂川は複雑に絡み合った状況を紐ひも解とくため、手順を組み立てていた。

　しかし、

「──というわけなんです」

　その意に反して小森は早口で経緯を話し終えてしまう。

（うおい！　こっちが脳をフル回転させている間に説明しきってんじゃねえよ！　対外的な関係のまま事情聴取することになっちまうじゃねえか！　俺たちが姉弟きようだいだって誤解を解くためにはここしかなかったんだぞ!?　それをお前……あっさり捨てやがって！　くそっ、やられた！）

　まるで名探偵にしてやられた青年のように頭を両手で抱える砂川。

　悲しいかな、これは小森なりの思いやりであった。

（さっきまで興奮状態だった砂川くんが頭を抱え込んで……はっ、まさか署に連行された現実をようやく実感したんじゃ！　きっと僕が夏川さんを寝取ったように見える現実に打ちのめされているんだ……！　こっ、こうしちゃいられない！　一秒でも早く誤解を解いてあげないと！　このままじゃ砂川くんの精神が壊れちゃう！）

「話をまとめると小森と夏川は砂川へのプレゼントを買うために出かけていたと。介抱しているときに水みず溜たまりに転倒し、暖を取るためにラブホテルへ。服を乾かして、外に出たところで偶然砂川に目撃されてしまったわけか？」

「「はい」」

　息ぴったりで答える小森と夏川。

　彼らの思惑は一秒でも早く収束させることで一致していた。

　このときの夏川の心情は、

（……ほんっっっっっっとに余計なことをしてくれたわね健吾。あんたさえ乱入しなければ今ごろ翔太くんと二人きりでいられたのに！　既成事実があるならともかく、一線も越えられていない状況で恋人役の登場って……本当に何を考えているのかしら。あんたには絶望したわ）

「クラスメイトとはいえ、年頃の男女が夜に二人きりだぞ？　砂川が勘違いするのも仕方ないだろ。そもそも小森に下心はなかったのか？」

　小森に疑惑の眼まな差ざしを向ける警察官。

　真っ当な指摘である。

（下心はなかったのかだって？　いやいやいや！　仮にあったとしても「はい。ありました」なんて口が滑っても言えないから！　となると、この場における最適解は──）

「──そんなのあるわけないじゃないですか！」

　小森らしくない強い口調。真っ向から否定する。

（えっ、ないの!?　嘘うそよね、翔太くん!?）

　きっぱりと言い切った小森に内心でショックを受ける夏川。

「えっと、証拠！　証拠があるんです！」

　そう言って小森が取り出したのはスマホ。

「水没してショートしてしまっていますけど、メッセのやり取りを復旧してもらえれば分かると思います！　今だから言いますけど僕は夏川さんと二人きりで出かけるのは反対だったんです！」

「ひゃぅっ！」

　好きな異性の口から『二人きりで出かけるのは反対だった』と耳にした夏川は一瞬で涙目になっていた。

　しかし、小森は無罪を熱く主張しているため、彼女の異変に気付かない！

「プレゼント選びに付き合って欲しいってメッセが来たんですけど、僕はちゃんと伝えたんです。『夏川さん以外の女の子もいた方が良い』って！」

「いぎゃぁっ……！」

　次々にナイフを投とう擲てきする小森。もちろん無意識である。誰かを傷付けるつもりなど微み塵じんもない。

「夏川さんからは『女友達はいない』と返信されました」

「ううっ……！」

「だから『僕の方で見繕いましょうか』って聞いたんですけど、なぜか『女たらし』だと言われてしまって──それで渋々、二人きりで出かけることになったんです！　そうですよね夏川さん!?」

（よし！　ナイスアシスト！　我ながら絶妙なパスじゃないかな？　あとは華麗なシュートを──）

「──ええ、そうね！　その通りよ、ぐすっ……！」

「夏川さん!?」

（──ええっ!?　ちょっ、どうして鼻声なのさ！　心なしか目も潤んでない!?　言っておきますけどここ大事な場面ですからね？　僕に下心があったなんてお巡りさんが勘違いしたらそれこそ争いが再熱しかねない！　ちゃんと断言してもらわないと！）

「そうですよね夏川さん!?」

「そうだって言ってるじゃない！　ううっ、うぅっ……！」

　夏川が小森をデートに誘うとき、砂川は傍そばにいた。

　メッセの一部始終を目撃していた彼は姉に首を締め付けられ意識を失った過去がある。そのときの恐怖が蘇よみがえってきたのだろう。

「わかった！　わかったよ小森！　お前と雫は何もなかった！　だからもうやめて差し上げろ！」

「でも言葉だけじゃ信じられないでしょ？　だからデータを復旧してもらおうよ？　そしたら僕の言っていることを信じてもらえるだろうし！　お巡りさんと砂川くんの疑念も晴れると思うんだ！」

「わかったって言ってんだろ！　このまま俺たちを拷問する気か!?」

「ええっ!?　なんでキレられたの僕!?　だって砂川くんも気になるでしょ!?　というか、痛めつける気なんて微塵もないよ!?」

（どうしてこの状況で『拷問する気』なんて言葉が出て来るんだろう……やっぱり僕って二人の仲を引き裂く間男だと思われているってことだよね？　事実無根だよ！）

　小森は砂川の発言がいまいちピンと来ていない様子。

　一方、夏川は、

（いやああああああああああああああああー!!　翔太くんが突然突き放しに来たんだけど！　さっきまであんなに良い雰囲気だったのに！　でもそりゃそうよね。暴力的な彼氏持ちの女なんて嫌に決まっているわ！　寝取ったら身の危険があるものね！　逆の立場で考えてみてもごめんだわ！）

　砂川の足を死角から踏みつける夏川。

（いい？　これは最悪の状況よ？　あなたのせいで翔太くんの私に対する評価はガタ落ち。なにせ真実も確認せずに襲いかかるような男を恋人に選んだのは私なんだから。これじゃ男を見る目がないと自供したのも同然じゃない。翔太くんもさぞ失望しているに違いないわ。プレゼント選びに付き合ってもらった恩を警察の世話になるという仇あだで返してしまうなんて……死にたいわ）

「彼氏へのプレゼントを選ぶためにクラスメイトと出かけた。それは理解した。だがラブホテルはマズいだろ。一線を越えていない証拠でもあるのか？」

　警察官は三人全員が納得できるよう慎重に話を進めていた。

　解放した途端、また取っ組み合いをしないための配慮である。

　どうやら小森と夏川の間に何もなかったことを砂川に納得してもらいたい様子であった。

　この質問に恋愛偏差値小学生の夏川がポンコツを発揮する。

（私と小森くんの間に何もなかったことを証明？　ふっ、ちょうどいいわ。予期せぬ愛憎劇であばずれの印象になっているでしょうし、ここで身持ちが固いことをアピールしておこうかしら）

「小森くんは本当に体調を崩した私を介抱してくれていただけよ。それに──」

　夏川は警察官、砂川、そして最後に小森の顔を見て告げる。

「──私は処女よ！　それが何よりの証拠じゃないかしら！」

「「「なっ！」」」

　警察署は凍いてついた。




　　　　☆




「今日はなんだその……悪かったな小森。俺の勘違いで警察の世話になっちまってよ」

　警察署に連行されてから一時間。解放された一同は帰途を歩いていた。

　砂川は姉の言動から小森と一線を越えていないことを察知。

　己の迂う闊かつさを猛省している様子。

（それにしても小森のやろう──めちゃくちゃいいやつじゃねえか！）

　砂川の小森に対する評価は変わり始めていた。

　襲いかかったにも拘かかわらず擁護をしてくれたからである。

「違うんですお巡りさん！　砂川くんは全然悪くないんです。僕が軽率な行動を取ってしまったばかりに……」

「暴行罪？　何言っているんですか！　砂川くんから暴力なんて振るわれていませんよ！　そもそも勘違いさせるようなことをしたのは僕なんですから！」

（小森だってパニックだっただろうに。普通は身の潔白を証明して俺を非難するところだろうが。必死に庇かばってきやがって）

　警察官は小森、砂川、夏川全員にしこりを残さないよう、それぞれの軽率な行動について自覚するよう戒めていた。

　特に砂川に関しては暴行未遂。警察官から最も鋭い眼光を飛ばされることになった。

　それを必死に庇ったのが小森である。

（にしても、どういうことだ？　てっきり小森は肉食系だと思っていたが、やっぱり草食系……なのか？　視線をウロウロさせたり、気遣う様子を見せたり……まさかこれも演技だってのか？　ダメだ。俺には小森翔太という人間が分からなくなってきた！）

（見るからに砂川くんに元気がないけど……やっぱり庇うなんて、出過ぎたマネだったかな？　けど夏川さんに手を出していないことを知ってもらいたかったし……いずれにせよ、今回でよくわかったよ。砂川くんと夏川さんは──）




　──倦けん怠たい期きだ！




　小森は的外れな確信をする。

（夏川さんは砂川くんの愛を感じなくなりつつあった。でも砂川くんはちゃんと夏川さんのことを想おもっていた、と。少なくとも愛が冷めていたら間男になんか襲いかからないもんね。あれ？　ちょっと待って。もしかして僕の軽率な行動のせいで泉さんにトドメを刺しちゃった!?　いや、だって夏川さんは砂川くんの愛情を感じ取れなくて落ち込んでいたんだよね？　そんな状況で彼氏が怒髪天をつく姿を見たらどう思う？　ちゃんと愛されていたんだって思わないかな？　これはひょっとすると──）

　恐る恐る夏川に視線を向ける小森。

　そこには大変満足そうな彼女の姿が。

「ごめんなさいね小森くん。私のせいで大変なことになってしまって」

「あっ、いえ。僕の方こそすみませんでした」

「小森くんが謝ることはないわ。それより付き合ってくれてありがとう。色々と確認できて良かったわ」

（うわああああああああああああああああ!!　夏川さんがめちゃくちゃ幸せそうな笑みを浮かべてるんですけどおおおおおおおおおおおおおお!?　そりゃそうだよね！　無関心だと思っていた恋人が実は大切に想っていたんだもん。冷めきっていた恋が燃え上がって当然だよ！　色々と確認できて良かったわってそういうことだよね!?　どっ、どどどどうしよう!?　カップルってケンカして仲直りしたあとがものすごく燃え上がるんだよね？　このままじゃ泉さんが──！）

　一方、夏川雫。

（ありがとう小森くん。貴方あなたのことを好きだと再認識させてくれて。愚弟の失態こそあれど楽しいデートだったわ。私に対する好感度は下がってしまっただろうけれど、ここから猛アピールして必ず巻き返してみせるわ）

「それじゃ小森くん。私たちはこっちだから。また学校で」

「あっ、はい。また」

　砂川に肩を貸しながら闇に消えていく夏川。

　それを見た小森は、

（結論だけ、告げる。失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した失敗した）

　絶望の淵ふちに落とされていた。




　　　　＊　小森翔太　＊




　怒ど涛とうの一日を終えた深夜。

「翔ちゃんをイジメないでよ！」

　僕の目の前に広がる幼き日の記憶。どうやら夢を見ているようだった。

　視線の先には両手を広げて僕を庇う繭まゆ姉の姿。

　──僕には記憶から消し去りたい過去がある。

　忘れもしない。小学校三年生のときだ。

　幼い頃から平凡だった僕は何をやらせてもパッとしない、面白みに欠ける子どもだった。

　クラスのリーダー格である男子から目をつけられた僕は『面白くない』という理由だけで嫌がらせを受けるようになったんだ。

　皮肉なことに嫌がる言動がツボにハマったらしい。

　物が失なくなることなんてざら。ノートや机の落書きなんてしょっちゅうだ。

　こういうとき、本当は大人のチカラを借りるべきなんだけど、悲しいかな、僕には両親に打ち明ける勇気もなく、いつも一人で泣いていた。

　そんなある日。

　僕は無理やり公園に連れて来られ暴力を受けることになった。

　しかもタチが悪いことに上級生まで付いて来た。

　小学生にとって年上なんて恐怖の対象でしかないよね。

　四、五人の男子生徒に囲まれたあの光景は今でも鮮明に覚えている。

　もはやトラウマ以外の何物でもない。本当に怖かった。

　サシでさえまともに戦えない僕が数の暴力に抗あらがえるわけもなく、一方的にやられる展開。

　服は砂さ塵じんで汚れ、口の中は血の味が広がり、目には大粒の涙。

　地獄だった。

　正直なことを言えばもう学校には行きたくないと思った。

　ううん。死にたいとさえ思った。

　でも当時の僕にはそれを踏みとどまらせてくれる人がいたんだ。

　そう。繭姉だ。

　僕と幼おさな馴な染じみだった彼女だけは見て見ぬ振りをしなかった。

　繭姉は僕が暴力を受けているところに遭遇するや否いなや、すぐに僕のところに駆け寄り庇ってくれた。

　ボロボロの僕の前に立ち両手を広げてこう言ってくれた。

「翔ちゃんをイジメないでよ！」

　普通こういうのって男女の立場が逆だよね。本当に恥ずかしい。

　さすがの彼らも女の子に手を出すのはマズいと思ったのか、そこで集団リンチはお開きに。

　情けないだろうけれど僕はこの一件で繭姉のことが好きになってしまった。

　そう。初恋だね。だからこそ再会したときは本当に嬉しかった。
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　当時の繭姉も十分可愛かわいかったけれど、今やその比じゃない。すごく磨きがかかっている。まさしく高たか嶺ねの花だ。

　ストーカーがいるってのも頷うなずけるぐらい。

　あのときの勇ましい後ろ姿が焼き付いているからこそ繭姉に恩を返したいと思っていて。

　偽装恋人フエイクを引き受けたのもそういう経緯があったからだ。

　──だって僕はまだ彼女にあの日のお礼を言えていないんだから。




　　　　＊　高嶺繭まゆ香か　＊




　うわぁ……ずいぶんと昔のことを思い出しちまったぜ。

　寝ぼけまなこをこすりながら身体からだを起こす。

　さっきまで見ていた夢が鮮明に残っていた。

　あの日たまたま小森がイジメられているところに遭遇した私は考えるよりも早くあいつの前に立っていた。

　あれはまだ自分を磨き上げることに目覚めていなかった頃だな。

　小森は知らねえだろうが、あの事件には続きがある。

　むしろあれから大変だったのは私だ。

　小森とは別のクラスである私が助けに入ったという噂うわさは瞬く間に広まり、イジメの標的に私まで加わった。

　忘れもしねえ。クラス内ヒエラルキートップに君臨する女が私のことを嫌っていたんだ。

　当時は私も小森に引けを取らない芋女。嫌がらせの標的になるタイプだったわけさ。

　ぶっちゃけ最初は理解に苦しんだよ。正しいことをしたはずの人間がどうして理不尽な目に遭っているのか。悔しくなかったと言えば嘘うそになる。

　けど答えは簡単だった。

　どんなに綺き麗れい事ごとを並べたところで教室には必ずヒエラルキーが存在する。

　クラス全員が仲良し、なんてのは嘘っぱちだ。

　教室を支配するのはリア充。彼らが教室の空気を決める。

　だから私はそこに登りつめるために必死に自分を磨いた。

　まったく興味のなかった服装、声の出し方や思わせぶりな言動を学び、化粧や美容にだって気を配った。

　気が付けば私はトップ陣営にいた。上から見る景色は想像以上に絶景だったよ。

　だからこそなんの努力もせずに才能と美貌だけでチヤホヤされている女が許せなかった。

　そんな過去があったから夏川のことが気に食わなかったんだろうな。ひでえ逆恨みだ。

　けれど今はそんなことはどうでもいい。私も小森に惚ほれちまった以上、どちらにしたって恋敵だからだ。

　私が気になって仕方ねえのは──昨夜に小森と夏川がなんでラブホテルに行ったのかってことだ！

　あれから小森と連絡を取ろうとしても繋つながらねえしよ。

　あーもう、むしゃくしゃする！

　苛いら立だちを抑えられない私は部屋にある枕を壁に投げて八つ当たりしてしまう。

　おいおい、落ち着けって……！

　とはいえ、夏川も手段を選ばなくなってきたみてえだし、うかうかはしていられない、か。

　早いとこ覚悟を決めて私も動き出さねえと。

　やっぱり私のアドバンテージは対外的には恋人関係であることだよな……。

　小森に迫るためにはストーカーという嘘をどれだけうまく利用するかが鍵だろう。

　上手うまく使えば泥棒猫にラブラブの恋人っぷりを見せつけることもできる。牽けん制せいとしても十分働くはず。

　……待てよ。

　脳内に妙案が浮かぶ。

　ストーカーを小学生ということにすれば都合良くねえか？

　現状、小森はストーカーの存在を信じきってしまっている状態だ。

　ましてや高校生のそれだ。付きまとっている男は同年代、もしくは年上だと思い込んでいることだろう。すなわち危険を孕はらんでいるわけだ。

　牽制のために恋人役を引き受けてくれたであろう小森もこれ以上イチャつこうとすれば、さすがに警戒するだろう。

　ストーカーを逆上させちゃうかもしれない、とな。

　男を落とすために磨き上げた言動で意識させるつもりが『こんなところをストーカーに見られていたら襲われるんじゃ……？』と怯おびえさせちまったら効果が薄い。それじゃ意味がねえ。

　かといってすぐに偽装恋人フエイクの関係を解くのも愚の骨頂。今の夏川ならハイエナのごとく奪い取りに来るだろう。

　せっかくの恋人関係。にも拘かかわらずボディタッチすらままならない。これはどう考えたってまずい。

　だが、もしもここでストーカーを小学生に引き下げてしまえば──私に付きまとう理由は……そうだな、さっきの夢にしよう。公園でイジメられていた子を助けるために注意したところ惚ほれられてしまった、と。

　お姉さんへの憧れ。男の通過儀礼とも言える淡い恋心。

　だから翔ちゃんとの高校生おとなの恋愛を見せつけることで健全に諦めさせたいの、と。

　うん。悪くねえ。いつまでも偽物のストーカーで小森をビクビクさせるのも本望じゃねえしな。

　よし。そうと決まれば善は急げだ。

　週明けにあいつの好きなオカズなんかが入った手づくり弁当でも振る舞ってやるかね。どの道、夏川と休日に何をしていたのかを問い詰める必要もあるしな。

　覚悟しておけよ夏川。こっちも負ける気はさらさらねえからな！








第二章【一度あることは二度ある】

よくないことがまた起こること。









　週明けの昼休み。

「小こ森もりくん──」「翔しようちゃん──」

「「──お弁当はどう（かしら）？」」

「「はっ？」」

　まさしく一触即発。

（いや、僕が「はっ？」なんですけど!?）

　バチバチと視線の火花を飛ばし合う夏なつ川かわと高たか嶺みね。

　この状況に小森は既視感を覚えていた。

　高嶺が転校してきてすぐ手づくり弁当を持参した記憶があるからだ。

　しかし、前回と似た状況でありながら決定的に違う点が一つ。

　高嶺の恋愛感情である。

　先日まで小森を脇役モブだと認識していたが、見事に落とされていた。

（まさか私が小森に惚れちまうとは……ミイラ取りがミイラになった気分だぜ。だが好きになっちまった以上、絶対に渡さないからな）

　その気に当てられた小森は、

（だからなんで今カノと元カノの修羅場みたいになるのさ!?　違うよね？　僕たちそういう関係じゃないよね？　何これ!?　夏川さんには砂すな川がわくんがいるし、繭まゆ姉との関係はストーカーを牽制するためのフェイク。えっ、もしかして夏川さんと繭姉って仲が悪かったりする？　喧けん嘩かするために僕がかまされているってこと？　もしそうなら僕を経由しないでやってもらいたい！）

　よもや二人の美少女から惚れられていることなど知るよしもない。

　空気がピリつく中、最初に仕掛けたのは夏川。

「一昨日おとといは助かったわ。付き合ってくれてありがとう」

「ううん。気にしないでよ」

（な、つ、か、わ～！　てめえ、マジでいい加減にしろよ！　電話でお前らが出かけていたことは知ってんだよ。それを恋人である私の目の前で言って来やがるか！　挑発も大概にしろ。いくら宣戦布告したからってやっていいことと悪いことがあるだろうが。下手すりゃ殺傷事件に発展するレベルだからな!?　何がタチ悪いって小森を好きになってしまったせいで、この挑発が凄すさまじく不快だってことだよ！　本性が出ちまいそうになるじゃねえか！）

「どっ、どういうこと翔ちゃん？」

　頬ほおを引きつらせながら小森に視線を向ける高嶺。

　表情筋だけで笑顔を作り出す神業に教室が震える。しかし、手のチカラまでは気が回らなかったのだろう。箸がパキッと真っ二つに割れていた。

（ひぃっ……！　なんかよく分からないけど繭姉がお怒りだ。でっ、でも怒られる道理はないよね？　だって僕たちはフェイク──はっ！　そういうことか。これは繭姉の演技！　夏川さんから一緒に出かけたことを匂わせる発言があれば、本物の彼女なら怒って当然だもん！　それにしては迫真の……すごいや。女優さんになれるレベルだよ。とっ、とりあえず正直に答えておこう）

「実は砂川くんに贈るプレゼントを一緒に選んで欲しいって頼まれてさ」

（違う！　夏川はお前を攻略するためにデートに誘ったんだよ。こっちは二人がラブホテルで何をしていたのかが気になって仕方がねえってのに……！　とはいえ、これだけの面前でバカ正直に聞くわけにもいかねえし）

「ふーん。じゃあさ──」




　──私が電話したとき二人はどこにいたの？




　核心に迫る高嶺。

　小森は動揺を隠せず内心で慌てふためいていた。話せば長くなる上に警察署に連行された事実もあるからだ。

（桜さくらノの宮みや高校一番の美少女とラブホテルにいたんだもん。やっぱり気になるよね。ちょうど夏川さんも隣にいることだし、ここで誤解を──）

「そのことだけれど放課後に時間はあるかしら？」

　夏川は小森の目配せをスルーし、高嶺に予定を確認する。

「「えっ？」」

（えーと、クラスメイトに注目されている状況で説明するのは嫌ってこと？　砂川くんとも仲直りしているだろうし、僕とラブホテルに入った事実が漏れたら大変だもんね。何もなかったことを繭姉に説明するつもりなのかもしれない。ここは出しゃばらず、夏川さんに任せようかな？）

　一方、高嶺。

（あアん？　放課後だと？　わざわざ時間を指定したってことは周りの連中には聞かれたくない話ってことか……）

「高嶺さんへの説明は私からしておくわ小森くん。ちょうど屋上で話したいこともあるし」

（また屋上かよ!?　まさか今度こそ突き落とされるんじゃねえだろうな!?）

　悪い予感ほどよく当たる。

　数時間後、高嶺は叩たたき落とされることになる。

　──地面に、ではなく〝絶望〟に。




　　　　＊　高嶺繭まゆ香か　＊




「また屋上に呼び出して悪いわね高嶺さん」

「……一体どういうつもりなの？　いい加減にして欲しいんだけど」

　屋上に呼び出された私は頬を痙けい攣れんさせながら真意を確認する。

　なんでよりにもよってまた屋上なんだよ！　この後の展開次第じゃマジで突き落とすぞ!?

「単刀直入に言うわ」

　おっと、展開が早はええ!?　やっべ！　聞いといて何だが耳をふさぎたくなってきた！

「ちょっ、ちょっと待って！　心の準備を──」

「──翔しよう太たくんとラブホテルに行ったわ」

　いい加減にしろって忠告しただろうがああああああああああああああああーッッ!!

　お前耳ついてんのか!?

　いいか？　私と小森は（対外的には）恋仲なの！　で、お前は全国トップクラスの美少女様！　そんな奴やつが寝取った発言だぞ!?

　私が相手じゃなかったらとっくにメンヘラ一直線だからな!?　その辺分かってんのか！　マジで刺されてえみたいだな!?

「……やっぱり行ったんだね」

「ええ。本当ならそこで一線を越えるはずだったわ」




　──ブチッ！




　……おい。血管が一本破裂しちまったじゃねえか！

「──その言い方だと何もなかったと解釈していいのかな？」

「残念だけれどね」

　お前の頭がな！

「それで？　私を屋上に呼んでまで言いたかったことはそれなの？」

「そんなわけないでしょう」

　髪をかき上げながら妖艶な笑みを浮かべる夏川。

　もうやだ！　流石さすがの私も怖くなってきたんだけど！

　最初はただの遊びだったのに、小森に惚ほれちまったせいで引くに引けねえし、どうしてこうなった!?　ぶっちゃけ泣きそうだわ！

「翔太くんとのデートで一つわかったことがあるの」

　それ以上しゃべるんじゃねえ！　こっちはわからないことだらけなんだよ!!

「私は翔太くんのことが好き。ううん大好き。愛していると言ってもいいわ！」

　これが漫画なら背後に『ドドン!!』と効果音が書き加えられていたことだろう。

　さっきから何言ってるか全然分からねえし、なぞなぞの実の能力者だろお前。

　ひとつなぎの大秘宝でも探しに航海してろ！　そして二度と私の前に戻ってくるんじゃねえよ！

　ギリギリのところで、本当にギリギリのところで不満を飲み込んだ私は、

「それで？」

　本性さながらの圧を放って先を促す。

　もちろんそれに化け物である夏川が気圧けおされるわけもなく、

「ずっと疑問に思っていたことがあるのよ。私が高嶺さんに宣戦布告したことや健けん吾ごと偽装カップルフエイクしていることをどうして小森くんに打ち明けていないのか。でもようやく分かったの。それは──」

　真相に迫ろうとする夏川。

　私の額から一筋の汗が滑り落ちる。

　やべえ！　これはマジでやべえぞ！　夏川はいつまで経たってもポンコツだと思っていたが、とうとう気が付きやがった！　私がなんで小森に真実を伝えないのかを！

　断崖絶壁に追い込まれる私。

　夏川の次の言葉は衝撃的なものだった。




　　　　＊　小森翔太　＊




　放課後。

　夏川さん曰いわく「高嶺さんへの説明は私からしておくわ」とのことで、僕は喫茶店に来ていた。

　修理が完了したスマホに泉いずみさんから連絡があったからだ。

　うん。不吉な予感しかしない。彼女から呼び出されて良い話だったためしがない。

　喫茶店の扉を開けると、悪霊にでも取り憑つかれたような重たい空気になっていた。

　禍まが々まがしいオーラを放ちながら座っているのは泉さんだ。後ろ姿が怖過ぎる。

　……帰ろうかな。

　割と本気で思うんだけど、ここで引き返すのは友人として失格な気がして。話だけでもと思って席に近付いた次の瞬間。

　机に置いてある泉さんのスマホでは動画──夏川さんと僕がラブホテルから出て来たところに砂川くんが乱入している場面──が再生されていた。

　言葉を失う僕。

　あまりの衝撃にブラックアウトしてしまいそうだ。気絶するわけにはいかない僕はふざけ倒すことで気を紛らす。

　やめて！　恋人である砂川くんが夏川さんを大切に想おもっていたことを知ってしまったらギリギリのところで耐えていた泉さんの精神まで燃え尽きちゃう！

　お願い、死なないで泉さん！

　貴女あなたが今ここで倒れたら僕と結んだ協定はどうなっちゃうの？　ライフはまだ残ってる。ここを耐えれば残酷な現実に勝てるんだから！

「あっ、翔太さん。来てくださったんですね。これから樹海に遊びに行きませんか？」

　次回「泉さん死す」デュエルスタンバイ！

　──って、バカ言っている場合じゃなくて!!

　あまりの絶望にパロディで現実逃避しちゃったじゃないか！

　ちょっ、ちょっと待ってよ!?　どうして泉さんがあの夜の映像を!?　それは僕が墓場まで持っていくはずだった残酷な現実だよ!?

　まさか騒ぎが洒落しやれにならなかっただけにＳＮＳで拡散されたんじゃ……！

「飛び降りって気持ち良いらしいですよ？　一緒に気持ち良くなりませんか？」

「ひぃッ！」

　泉さんの瞳から光が！　光が消えている！　病んでるよ！　間違いなく病んじゃってる！

　どどど、どうしよう!?　こういう場合はやっぱり精神科の病院に連れて行ってあげるべきだよね？　さすがにこれ以上は扱いきれないよ!?




（飲み物が入っていないコップをストローでかき混ぜる泉さん）




　ひぃええええええええええええええええーっ!!

　こっ、これは原作ファンを驚愕させた伝説の空鍋──じゃなくて空コップ！　悪夢の象徴だ！

「おっ、おおお、落ち着いて、泉さん」

　あまりの恐怖から声が震えてしまう。

「落ち着いて？　彼氏が浮気相手を愛していた光景を目の前にして落ち着いて？　ふふっ、面白い冗談を言えるようになりましたね」

　きゃああああああああああああああああああああああああああああ!!

　もうどうしろと!?　僕にどうしろと！

　えっ、なにこれ!?　もしかして心中ルートに入っちゃった？




　──カチャ、カチャ。




　なんか泉さんの制服から金属が擦こすれる音が響いているんですけどおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーっっ!?

　ガチじゃん！　これもうガチじゃん！　聞いたらわかる、マジのやつやん！

「ナイスボート」

「泉さん!?」

「私たちの未来を象徴している単語です」

「闇が深過ぎる！」

　急いで泉さんの対面に座り、店員さんを呼ぶ僕。

「超特大デラツクスパフェを二つ！　急いで！」

「あの、お客さま……？」

「女の子の命がかかっているんです！　早く！」

「かっ、かしこまりました！」

　僕の必死さが伝わったのか、店員さんは慌てて厨ちゆう房ぼうへ。

　おそらく今日は財布が空になりそうだ。

　けど懐が寒くなるぐらいどうってことないよね。身体からだが冷たくなって動かなくなることに比べれば。

「「…………」」

　空気が重いよ！

「転生するためにはトラックにぶつかれば良かったんでしたっけ？」

「あまりの絶望から異世界に転生しようとしてる!?　気をしっかり持ってください！」

「『異世界転生。トラックに転生した僕は時速百キロで通行人を轢ひきまくる。信号無視ボーナスでモテモテに!?』ですね」

「なにが!?　なにが『ですね』なの!?　というか、僕が転生するんですか!?　信号無視ボーナスでモテモテって、それただのサイコパス！」

「という小森であったが、内心は満更でもなかった」

「なんだ今のタチが悪いナレーション！　全力で結構です！」

「お後がよろしいようで」

「濁りまくってますけど!?」

　お腹なかを抱えて肩で笑う泉さん。目尻に涙をためていた。

　……少しは元気付けられただろうか。

　状況が状況だけにデッドエンドを匂わせる言動は心臓に悪過ぎる。

「あまり聞きたくないですが、この動画は──」

「──私が撮影しました」

「うえばでおゆだどふぃあ!?」

　あまりの衝撃に意味のない語の羅列が漏れる。

　えっ、ちょっと待ってよ！　まさかあの場に泉さんも居合わせた？　そんなバカな！

「翔太さんをオペレートするためにインストールしたアプリは位置情報が共有できるものだったんです。それで発信源が消えた近くまで探しに行ったところ、たまたまあの決定的な場面に遭遇してしまったんです」

「……なっ、なるほど。経緯はなんとなく察しました」

　それから夏川さんとラブホテルから出て来ることになった流れを根掘り葉掘り聞かれる僕。

　あの夜、途中まで会話を耳にしていた分、泉さんの理解は早かった。

　中でも驚きだったのが警察に連行されたところまで目撃されていたこと。

　とりあえず一言だけ。心中お察しします。

　やがて話題はお互い避け続けて来た砂川くんのことに。

　僕は意を決して聞いてみることにした。

「──ずっと気になっていたんですけど、砂川くんはどうして遭遇することができたんでしょうか？」

　それを彼の恋人である泉さんに聞くというのも酷な話なんだけど。

　いやもう本当にどういう状況なの？

「それを私に聞きますか？」

　やめて。瞳から光を消すのはやめてください。

「……でも、言われてみたらそうですね。いくらなんでもタイミングが良過ぎるような……」

「泉さんが例の場面に出くわすことができたのは僕たちの位置情報が共有されていたからです。さらに夏川さんは砂川くんへプレゼントを贈ることを秘密にしていました。つまり、彼が僕たちの行き先を予あらかじめ知っていた線は薄いわけです」

「なるほど。続けたまえワトソンくん」

　顎に手をやって先を促す泉さん。

　あっ、僕が助手なんですね。てっきりホームズ側かと思ってたのに。

「考えられるとすれば──」

　ゴクリと唾を飲み込む泉さん。

　僕たちの間に変な緊張感が走る。

「砂川くんは泉さんと同じように位置情報を把握していたんじゃないかと思うんです」

　泉さんは僕の推理を頭の中で反はん芻すうしてから、

「いやいやいや！」

　ありえないと判断したんだろう。手を振って否定する。

「いくらなんでもその推理は穴が多過ぎますよ」

「では泉さんの穴を教えてください」

「えっ、翔太さんお得意のセクハラですか？」

「いやいやいや！」

　今度は僕が手を振って否定する。

　泉さんは超特大パフェの生クリームを食してから、

「健吾さんが夏川さんと位置情報を共有していたなら、ラブホテルに入る前に乱入しますよ。一体どこの世界に大切な彼女が毒牙にかけられようとしているのに黙って見過ごす彼氏がいるんですか……」

「あの夜、僕は泉さんにオペレートしてもらっていたわけですが、途中で行方が分からなくなったはずです。水みず溜たまりに転倒したせいでスマホがショートしたからなんですけど」
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「……なるほど！　夏川さんの位置情報の発信源であるスマホが水没して、離れた場所にいた健吾さんが追跡できなくなったわけですか！　それもラブホ街を歩いているところで。そこで私と同じように駆けつけたところ遭遇してしまったと。位置情報まで共有させているなんてずいぶんお熱いですね！　私のことなんて全然放ほったらかしなのに……ぐすっ……！」

　さっきまで美味おいしそうに頬ほお張ばっていたパフェを「うぐっ」と喉に詰まらせる泉さん。

　酸欠で顔がみるみる真っ青になっていく。

「ナズェミテルンディス!!」

「!?」

　泉さんは涙目ながら訴えかけてくる。

　急いで立ち上がり、背中をさする僕。

「……ぐすッ」

「あの……今日はこの辺にしておきますか？　精神衛生上、これ以上は──」

「──オンドゥルルラギッタンディスカー！」

「オンドゥル語!?」

　ちなみに最初が「なぜ見てるんです!!」次が「本当に裏切ったんですか！」だ。

　実を言えば僕はもう一つ大きな疑惑を抱いている。

　砂川くんと夏川さんは寝取らせをやっていたんじゃないか、というとんでも疑惑だ。

　いや、わかってるよ？　二人がそんなことをしそうにない人たちだってことぐらい。

　けどこの疑惑が真実だとしたら色々と辻つじ褄つまも合うわけで。

　たとえば、ラブホテルで夏川さんが口にした「彼とは上手うまく行っていないの」や「だってこんなにもあなたのことが好きなんだから」という告白。

　砂川くんが絶妙なタイミングで現れたこと。

　さらには夏川さんの「色々と確認できて良かったわ」とか。

　一度は別れかけた仲だし、パートナーに対して慣れや飽きが来てしまったのかもしれない。いわゆる倦けん怠たい期きだね。

　普通の恋人関係では刺激が足りなくなって、それを解消するために新たなプレイに挑戦した、みたいな？

　ただ、倦怠期を含めた砂川くんと夏川さんの関係を事細かく泉さんに伝えるわけにもいかないし。どうしたものだろう。

　僕が頭を悩ませているときだった。

「どうやらまだ何か言い足りないことがあるようですね」

　泉さんは充血した目で睨にらんでくる。

　うげっ、勘弁してよもう……。

「……きょっ、今日はいい天気ですね！」

「下手くそか！　お見合いじゃないんですから！」

「いや、そんなこと言われましても……」

「隠し通すつもりならせめて察知されないようにしてくださいよ。これじゃ逆に気になって聞かずにはいられなくなるじゃないですか。生殺しです！」

　どっ、どうしよう。泉さんってすぐに見破ってくるから嘘うそもつけないし。

　なら詳細は伏せたまま、疑惑だけ伝えておこうかな？

　どうせ「なにバカなこと言ってるんですか」って一蹴されるのがオチだし。

「もしかしたら砂川くんは寝取られで興奮するのかもしれないなー、なんて」

「はっ？　なんですかそれ？　一体何がどうなればそんな疑惑が頭によぎるんですか？　それとも間接的に口説いてます？　詳しく話してください！」

「ちょっ、痛い！　痛いです！　落ち着いてくださいって！」

　僕の胸ぐらを掴つかんでくる泉さん。目が血走っていた。

　うぐっ。やっぱり口にするんじゃなかったよ！

　覆水盆に返らず。もはや詳細を説明するしかないのか。

　そんな思考がよぎった次の瞬間、机に置いていた僕のスマホが振動した。

　そのおかげで胸ぐらを掴んでいた手が離れて一命を取り留める僕。

　うげ……死ぬかと思った。

　僕はすぐさまスマホを手に取り福音の主を確認する。




【夏川さん】

『私も健吾も小森くんにお詫わびがしたいの。もし良かったら高嶺さんと一緒にダブルデートでもどうかしら。返信待っているわ』




【繭姉】

『夏川さんからダブルデートのお誘いがあったんだけど、どうかな？　せっかくだからみんなで遊びに行かない？』




「……はっ？」

　メッセを視認した僕は素っ頓狂な声を漏らしてしまっていた。

　なんだこれ？

　とっ、とにかく泉さんにだけは絶対にバレちゃいけない。

　そう思えば思うほど顔に出るらしく。

「どうしたんですか翔太さん!?　教えてください。わたし、気になります！」

「いや、あの……」

　追及され続けた結果、例のごとく押し切られてしまう僕。

　どうして人は触れない方が幸せなパンドラの箱を開けてしまうのか。

　それは好奇心が中身を見てはいけないという恐怖に勝っているからだ。

　ただし、できる限りの抵抗はしたことは声を大にして主張しておきたい。

　メッセを見た泉さんは、

「ブンベイア、ザゲラレナイノガ！」

　運命は避けられないのか！　とおっしゃられていた。




　　　　＊　高嶺繭香　＊




「──私が翔太くんと付き合うようになってから全てを打ち明けるつもりね？」

　はっ？

　全く予想していない夏川の推理に素っ頓狂な声が漏れそうになる私。

　いやもう本当に何言ってんだこいつ？

「私と健吾が偽装カップルフエイクであることを高嶺さんに打ち明けたのにも拘かかわらず、翔太くんは本当の恋人関係だと思い込んでいたわ。つまり、高嶺さんは彼に真相を伝えていないということ。どうして翔太くんを略奪する宣戦布告を彼に教えなかったのかしら」

　どうしてもこうしても夏川に恋人がいると勘違いさせておかねえと勝ち目がねえからだよ！

　てっきりそれがバレちまったのかと思ったが「私が翔太くんと付き合うようになってから全てを打ち明けるつもりね」だと？　お前、美少女の皮を被かぶったエイリアンか何かなのか？　発想が突飛過ぎるだろうが。

　夏川の得意げな態度に疲弊する私。

「その答えは私を道連れにするため。付き合うようになってから全てを打ち明ければ、翔太くんは私に幻滅するに違いない。なにせ今カノに略奪宣言するような人間だもの。嫌な女よね？　ふふっ、さすがね高嶺さん。転んでもただで起き上がらないとはこのことかしら。貴女あなたは私が性悪の女だと植え付けることで別れさせ、またよりを戻す魂胆でしょう？　カップル成立という天国の直後に破局という地獄へ叩たたき落とす。差し詰めジェットコースター作戦ってところかしら。さすがだわ」

　はっ、はぁー？　得意げに的外れなことを言ってんじゃねえぞ！

　ポンコツが推理を披露するならせめて眠ってからにしやがれ。誰か麻酔銃！　腕時計型麻酔銃を持って来い！　今すぐ目の前の女を黙らせてやるからよ！

　なんならキック力増強シューズでも構わねえぞ！　あの憎たらしい女の頭にサッカーボールをぶつけてやる！

「けれどそれに気付かないほど私もバカじゃないの」

　大バカ野郎だよ!!

「高嶺さんには申し訳ないけれど、翔太くんには健吾と上手く行っていないことをアピールしておいたわ。それで彼、なんて言ってくれたと思う？」

　ポッと頬を紅潮させる夏川。

　おいおいなんだその恋する乙女感は！

「『僕と友達になりませんか』よ？」

　だから何だよ!?　至ってまともな提案じゃねえか！

　つーか、そこで『僕に乗り換えませんか』じゃなくて本当に良かったぜ！　やっぱり小森は小森だな。

　夏川とラブホテルに行った疑惑を耳にしてから生きた心地がしなかったが、これでようやく安あん堵どしたぜ。

「私はもう翔太くんの元カノじゃないの。友達なの。だからこれから一緒にお弁当も食べられるし、どこかに出かけることもできる。どう、悔しいかしら？」

　ああ悔しいよ！　それを堂々と打ち明けられる化け物とヒロインレースをしなくちゃいけないことがな！

　あーもう、クソッ、どうすりゃいいんだよ！　なんで有利な立場であるはずの私の方が追い込まれてんだ！

　おかしい、こんなの絶対おかしいだろ！

　私のソウルジェムが濁り始めた次の瞬間、

「というわけで高嶺さん。貴女に挑戦状を叩きつけていいかしら？」

　まるで『ファイナルイベント』と電子音が聞こえてきそうな切り出し。

　私は死刑宣告を受けたように身構える。

「……挑戦状？」

　ここまでだけでも怒ど涛とうだってのにまだ何かあんのかよ！　クソがッ！　こちとら小森に惚ほれてさえいなければ『どうぞ、どうぞ』なんだよ！　どこで選択を間違った!?　これが惚れた弱みってやつか？　なんか違くねえか!?

「これから私は健吾と上手く行っていないアピールをトコトンさせてもらうわ。その上で翔太くんに気持ちが傾きつつあることもそれとなく伝えるつもりよ」

「さっきから勝手に話を進めているけど、夏川さんのやろうとしていることは最低だよ？　彼女持ちの男の子を誘惑するってことだよね？」

　むろん小森をおもちゃにして接触した私に怒る資格がないのは百も承知。

　もしも世界を外側から監視している神々がいたら総ツッコミしていることだろう。

「お前が言うな」ってな。

　小森と私が本当のカップルだったら、今ごろドロドロの愛憎劇に発展しただろうが、生あい憎にく私たちはただの偽装カップルフエイク。

　小森を夏川に渡さないよう、ストーカー対策のために結ばれた関係だ。

　現在の私にとってそれは負い目であると同時に弱みにもなりつつある。

　まさしく身から出たさび。

　このことわざをこれほどまで痛感した日はない。

　夏川は小森の気を引くためにわざわざ偽物の彼氏を用意してくる女だ。しかも今カノ相手に堂々と略奪宣言をしてくる肝っ玉もある。

　もしも何かの弾みであのハートの強さが小森への告白に繋つながっちまったら──ましてや私たちが偽りの恋人だとバレちまったら……やべえ、やべえ、やべえ！

　いつの間にか追い詰められているのは私じゃねえか！　デジャブかよ！

　この絶体絶命を乗り越えるにはやっぱり本物の恋人関係になるしかない。そのためには当然、告白つう段階を踏まなきゃならんわけだが……いや、いきなりは無理つうか……恥ずかしいというか……ああもう、いつから私はビッチ風純情女に成り下がったんだっての！

　けど小森に断られちまったらとか想像したら──ああ、だめだ。泣ける。泣く自信がある。

「高嶺さんのおっしゃる通りだわ。けれど私たちは学生よ？　もちろん翔太くんが貴女と家庭を持っていたら諦めるわ。生涯を添い遂げるパートナーを見つけた人を誘惑するのは禁忌タブーだもの。でも恋愛は女の戦。そんなことは私に言われるまでもなく高嶺さんがよく理解しているでしょう？　それにいずれ私は翔太くんにプロポーズするつもりだもの」

「なっ!?」

　はい出ました！　まさかの逆プロポーズ宣言！

　どうやら夏川の小森に対する想おもいは本物だ。これはいよいよ私も覚悟を決めないといけない。

「もちろん裏でコソコソするつもりはないわ。正々堂々、正面からぶつかるつもり。差し当たってはダブルデートなんてどうかしら？」

　ダブルデートだと？　そんなもん誰が承諾──いや、待てよ。

　私は内心で確認する。

　女ってのは一つの判断を下すまでにしたたかな計算をしているもんだ。私も例に漏れずな。

　たとえここで私が断っても夏川は止まらねえだろう。わざわざ小森と友達になりました宣言をして来たんだ。休日に遊びに誘う気満々。

　これ以上私のいないところで好き勝手にやられるのは御免だ。

　それに今の私には小学生のガキからストーカーされている（嘘うそ）という手札がある。ガキを諦めさせるという建前で小森とイチャつくことも可能なわけだ。

　ダブルデート中に熱々カップルを見せつけられるってのは気分が良い。

　あまり褒められた感情じゃねえが、優越感に浸れるってのはやっぱり気持ちがいいからな。それにやられっぱなしってのも癪しやくだ。

　なにより砂川と接触できるってのも大きいだろう。

　これだけ混こん沌とんと化した状況で未いまだ情報量の少ない人物。

　鬼が出るか蛇じやが出るか。

　……上等じゃねえか！　私も小森に告白する絶好のチャンスだ！

「いいよ。売られたケンカは買ってあげる。受けて立つよ夏川さん」

「決まりね」




　　　　＊　砂川健吾　＊




　俺はダブルデートの作戦会議をするため、姉さんの家に来ていた。

「翔太くんと高嶺さんをダブルデートに誘ったわ」

「よくやった姉さん。あとは当日のシナリオだな」

「……それより本当に大丈夫なんでしょうね？」

　小森と高嶺をダブルデートに誘うよう提案したのは何を隠そう俺だった。

　作戦を次の段階フエイズに移行させるつもりだ。

「別れよう姉さん」

「はいっ？」

　俺の突然の切り出しに声が喉を突いて出る姉さん。頭の理解が追いついていないようだな。

「元々、偽装カップルフエイクをしていたのは小森に嫉妬を覚えさせつつ姉さんはいい女だと植え付けるためだ。それは俺が桜ノ宮高校に乱入したときに達成した。それに俺と姉さんが上手うまくいっていないアピールはラブホテルでできてたって言うじゃねえか。まあ、付き合ってくださいってのはファミレスかどこかにって意味だったんだろうが、友達としてのお誘いはあったわけだ。このままズルズルとフェイクを続けても愚策にしかならねえよ」

「でっ、でも……」

「姉さんが参考にしている少女漫画でもよくある展開さ。恋人と別れて傷心しているところに相談に乗って励ましてくれる異性の登場。いつの間にか恋愛へと発展していく。この王道パターンに乗るためには今しかない」

「なるほど。言われてみれば絶好のタイミングかもしれないわね。逆にこのチャンスを逃せばあまり良い展開が想像できないわ」

「だろ？　だからダブルデート中に俺たちの不仲を匂わせる。展開次第じゃ別れてもいい」

　と言ったものの、これは姉さんにダブルデートさせるための建前。本音はもっと別のところにある。それもたくさんな。

　警察署から解放された後で姉さんから聞いた話じゃ「だってこんなにもあなたのことが好きなんだから」と小森に告白したとのことだった。

　さすがの俺もこれにはビビったぜ。最もハードルが高い試練を終えていたんだからな。

　とはいえ、状況が状況だ。小森の解釈が不透明すぎる。まずはここを押さえるために俺自らが接触を試みる。間接的に関与するのは混乱を招く要因だからな。今になってようやく理解した。

　なにより小森翔太という人間像が俺には全然見えて来なくなっていた。

　てっきり肉食系だと確信していたが、酔っ払った姉さんとラブホテルに入っておきながら、介抱に徹してやがった。

　この事実によっていくつか考えられることがあるわけよ。

　たとえばアウトオブ眼中とかな。

　もちろん姉さんの前じゃ口が裂けても言えねえけど。失神で逝っちまうかもしれねえからな。いや、マジで。

　あとは高嶺にゾッコン、骨抜きにされているなんかも十分あり得そうだ。

　それで言えば高嶺の小森に対する本気度も気になるところ。

　さらに小森と天使の関係を本人に直接確認することもできるわけで。これは俺史上、最も勇気が必要だが、腹をくくるしかない。

　もしも小森が姉さんに脈アリだって確信できたら、その場で別れてもいい。ダブルデート中に傍そばのカップルが修羅場ってのは地獄絵図だが、小森から天使を引き剥がすためなら背に腹は代えられない。

　これらの目的を果たすために俺がしなくちゃいけないこと──もちろんそれは暗躍だ。

　今回はこれまでと違って俺が現場に入る。間接的なサポートはここまでだ。

　俺が介入すればこの停滞から必ず前に進むはず。

　俺たちの恋愛は上手くいかない？　その幻想は俺がぶち壊す！

　イマジンブレイカー砂川とは俺のことだ！




　　　　＊　泉天使　＊




　翔太さんのスマホにダブルデートのお誘いメッセ。

　それを視認した私は絶望に追いやられながらも健吾さんと話し合う決意を固めていた。

　夏川さんには負けたくない。不思議とその気持ちは今でも変わってなかった。

　でもそれと同じぐらい納得できる説明をしてもらいたくて。

　もちろん翔太さんが口にした『健吾さん、寝取られで興奮する』説もよく分からない。

　もしそれが事実なら翔太さんとこうしてお茶しているのも変な意味を持ってしまうじゃないですか。もう意味が分かりませんよ！

　だからこそ、それらも含めた真意をダブルデートではっきりさせたくて。気持ちの踏ん切りをつけたくて。

　なんなら気持ちを整理するためには乱入も厭いとわなくて。

　だから、

「翔太さん!!　まだ貴方あなたの口から聞いてません。（ダブルデートに）『行きたい』と、言ってください!!」




　　　　＊　小森翔太　＊




　ダブルデートに行く？　望んではいけないことだと思ってた……

　他らならぬ泉さんが許してくれないと……！

　もし、本当に少しだけ、望みを言っていいのなら、僕は……。




「行ぎたくないっ!!!!」




　　　　☆




　泉さんと別れた僕は今度は違う喫茶店で繭姉と合流。

　どうやら大切な話があるそうで直接話したいとのこと。

　僕としてもダブルデートについて色々と聞きたいことがあるから集合に応じたわけだけれど、

「ごめんね翔ちゃん。突然呼び出しちゃって」

「ううん。それは別に構わないけどさ。さすがにいきなりダブルデートのお誘いはびっくりしたよ？」

「実はね──」

　着席するや否いなや繭姉から告げられたのは衝撃的な事実だった。

　まさかストーカーの正体が──。

「えっと……話をまとめるとストーキングしていたのは小学生で繭姉を諦めさせるためにダブルデートに参加したいってこと？」

「もちろんダブルデートだけじゃなくてね？　これから翔ちゃんと遊びに行く度に高校生の恋愛を目にしたらきっと私のことなんかすぐに興味をなくしてくれると思うの。決して悪い子じゃなさそうだしさ。本当はその子の親御さんに直接相談するべきかなとも思ったんだけど……でも自分で諦めるのと他人から諦めさせられるのってこれから異性を好きになっていく上で違うかな、って思ってさ」

「そっか……」

　繭姉曰いわく、小学生にストーキングされるようになったのは、近所の公園でその子をイジメている男の子たちに注意してからとのこと。

　ストーカーが危険を孕はらんだそれじゃなくて安あん堵どする一方、嬉しくもあって。

　だって繭姉はやっぱり繭姉だったから。

　幼い頃に誰かさんに手を差し伸べてくれたように優しい心を持っていて。

　あんな昔の話、たぶん繭姉は覚えていないんだろうけどさ。

　でもあの日のお礼を伝えられていない僕の答えなんて考えるまでもなく決まっていて。

「──その子にとって成長するきっかけになればいいね。僕なんかで良かったら全然協力するよ」

「ありがとう翔ちゃん！」

　こうして僕はダブルデートに参加し、さらには大人の恋愛を見せつけて男の子の淡い恋心を健全な形で諦めさせることになった。

　さて、それじゃ泉さんにメッセを入れておかないと。

　ダブルデートに行くことにします、って。




　　　　＊　夏川雫しずく　＊




　ダブルデート前日。

　入念なメイクで磨き上げた己の姿を視認した夏川が勝利を確信する。

「高嶺さん、私の勝ちだ」

　果たして彼女は新世界こもりの女神になれるのか。








第三章【ダブルデート】

二組のカップルがデートすること。

四人の本音と建前が交錯し、拷問のような時間を過ごすこと。









　小こ森もり翔しよう太たを取り巻く環境はまさにそれだった。

　舞台は巨大アミューズメントパーク。

　年頃の男女が楽しい時間を過ごすのに申し分のない場所。

　にも拘かかわらず、不穏な空気が漂っていた。

　集合してすぐ探りあいに突入したからである。

（なんだかんだ繭まゆ姉に押し切られてダブルデートすることになっちゃった。まあ相手は小学生の男の子だし、周りの人たちにも危険はないだろうけど。でも砂すな川がわくんたちと一緒に過ごすのはやっぱり気まずいよ。警察署に連行されたばかりなんだから。どういう顔をして会話すればいいのさ！）

　小森はまだ覚悟が固まっていない様子。

　高たか嶺みねを追い回す小学生にダブルデートを見せつけ、諦めさせる作戦があるからこそこの場に立っていた。

（つっ、ついにこのときが来たか。落ち着け。緊張なんて俺らしくねえだろ。時間はたっぷりあるんだ。大丈夫。俺たちは今日、大きく前進する！）

　緊張の面持ちで己を鼓舞する砂川。

　このダブルデートでいくつかの目的がある彼はやる気十分である。

（まずは挑戦を受けてくれたことに敬意を示すわ高嶺さん。略奪すると宣言した女とダブルデートなんてよほど自信があるのかしら。けれど今日の私は一味違うわよ。たとえ刺し違えてでも翔太くんに魅力をアピールするつもりだから。覚悟しておくことね）

　メラメラと闘志を燃え上がらせる夏なつ川かわ。

　すっぴんでも男を惹ひきつけずにはいられない顔には入念なメイクが施されていた。さらにボディラインが強調されるニットを着用。

（おいおいおい！　ガチで小森を奪い取る気かよ！　ただでさえ整っている容姿をさらに磨き上げてきただと!?　上等じゃねえか。こっちは小学生を諦めさせるためにイチャつき放題なんだ。誰を敵に回したか思い知らせてやる！）

　もちろん高嶺も気合では負けていない。
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　男受けする服装、化粧、言動において百戦錬磨。これまでの経験値をフル動員して仕上げて来ていた。

　さらにこの場にはもう一人。

（今日で白黒はっきりさせてもらいますよ健けん吾ごさん！）

（ええっ……グラサンにマスク、それにカツラまで!?　変装はできてますけどただの変質者ですよ、泉いずみさん!?）

　このダブルデートに泉天てん使しも潜入していることを知っているのは小森一人だけである。

　緊張感が走る中、最初に動いたのは砂川。

　彼は流れるような動きで小森の肩に腕を回す。

「この前はその……本当に悪かったな小森。この通りだ」

「ううん。こっちこそごめん。勘違いさせるようなことをしてしまってさ」

（えっ、ちょっ……！　いきなり砂川くんから腕を回されたんだけど!?　何この距離感！　仮にも僕は彼の恋人をラブホテルで介抱した男だよ？　やっ、やっぱり推理が的中してるんじゃ……！）

　小森の中で砂川の特殊な性癖──寝取られで興奮する説が強くなる。

　妙に近い距離感に戸惑わずにはいられない様子。

（というか砂川くん、やっぱりめちゃくちゃカッコ良いな！　確実にジャニーズに入れるレベルだよ！　それに男なのに良い匂いがする！）

「今日はお詫わびに来たんだ」

「別に砂川くんに謝ってもらう必要は……」

「いいや、それじゃ俺の気が済まねえ。よし、決めた！　今日から俺は翔太と呼ばせてもらうぜ」

「なぜ!?」

　突然の申し出に両目がこぼれ落ちそうになる小森。

（ええっ!?　なんか砂川くんがグイグイ来るんだけど！　でも翔太、か。そんな親しげに呼ばれると……やっぱり嬉うれしいかも！　いや、僕たちの関係を考えたら手放しで喜べないんだけどさ。けど、さすが誰とでも打ち解けることができるスキル【リア充】恐るべき能力だ！）

「だから翔太も健吾って呼んでくれ。俺はお前と腹を割って話せる仲になりてえんだ」

「うん、分かったよ。けっ、健吾くんがそれでいいなら僕が断る理由なんてないけど」

　と承諾する小森だが、何かが引っかかっていた。

（でもどうしたんだろう？　言動がおかしい気がする。妙にテンションが高いというか。うーん、でも彼ほどのミュータントが僕なんかに緊張するかな？　あれ、ちょっと待って。あまりに自然だったから聞き流してしまいそうだったけど、今さらりと、とんでもないことを口走ってなかった？　『俺はお前と腹を割って話せる仲になりてえんだ』だって？　それってまさか……まっ、待って、待って！　まさかとは思うけれど性癖を打ち明けて僕を間男として特殊プレイに参加させようとしているんじゃ……！）

　小森翔太の推測はとんでもない方向にぶっ飛び始めていた。

　しかし、一体誰が彼だけを責めることができようか。いいや、できない。

　他人の言動を信じやすい性格であると共に自己評価が低いことが仇あだとなっていた。

（ありえる！　十分考えられるよこれ！　だって突然の名前呼びっておかしいもんね!?　うわぁ、すごい！　いま僕の中で、全ての点が一つの線になっちゃった。つまりあの夜、闇に消えた二人はこれまで以上に激しく燃え上がったに違いない！　怒りと嫉妬が入り混じり、これ以上なく興奮したんじゃないかな!?　ということは、また刺激を求めて──）

　チラリと砂川に視線をやる小森。

　当然、砂川たちに特殊な性癖はない。なにせただの姉弟きようだいである。

　しかし、この姉弟きようだいはとんでもなく運が悪い。的外れな思考の裏付けを取るような言動をしてしまう。

（外見にあまり気を使わないあの姉さんが男のために化粧とファッションに夢中になってんだ。ちっとぐらいは報われてもいいよな？）

　なんだかんだ姉想おもいの砂川は、

「しっ、雫しずくの彼氏である俺からこんなことを頼むのはおかしいんだが、その……もし良かったら感想を言ってやってくれねえか？　ほらっ、見てみろよ。めちゃくちゃ気合入ってんだろ？　いや分かっている！　おかしなことを口走っているのは百も承知なんだよ。けどやっぱりいい女だろ？　お前の口から褒められたらあいつも喜ぶと思うんだよ」

（ぎぃやああああああああああああああああああああっ!!　思った通りだったああああああああああああああああああっ！　やっぱり寝取らせに付き合わされようとしてるうううううううううう！　どっ、どどどどうしよう!?　やっぱりここは丁重にお断りするべきだよね？　僕に寝取りの趣味はありませんって！　腹を割るつもりってことは今日のダブルデートでそういう癖に目覚めてしまったことを打ち明ける気なんだ！　全力でご勘弁いただきたいんですけどおおおおおおおおおおっ！）

　今日の夏川雫は百パーセント、否、百二十パーセントの自分を見て欲しくて気合を入れていた。

　昨日、姿見の前で「高嶺さん、私の勝ちだ」と、新世界の神になり損ねた青年のような笑みを浮かべていたのは、化粧で磨き上げた己の姿を視認したからである。

　故に、夏川も期待のこもった視線がどうしても小森に向いてしまう。

　女子の視線に鈍感な小森も今は違う意味で敏感になっているため、その視線を感じ取っていた。

（うぎゃああああああああああっ！　なんかめちゃくちゃ夏川さんがこっち見てくるんですけどおおおおおおおおっ！　えっ、なんで？　どうして？　おめかしした姿を一番褒めて欲しいのってふつう恋人である砂川くんからじゃない!?　なのにどうしてそんな『気に入ってくれているかしら』みたいな目でこっちを見てくるのさ！　まっ、まさかすでにプレイは始まっていた!?　なん……だと……）

　一方、夏川の真意に気が付いている高嶺は額に血管を浮かび上がらせていた。

（てめえ……！　さっきから小森に色目使ってんじゃねえぞ！　気合バリバリで挑みやがって！　マジで腸はらわたが煮え繰り返るわ！）

　頬ほおをピクピクさせていた。

　隣にいる今カノの堪忍袋の緒が切れそうなことなど知るよしもない小森。

（どっ、どうすればいいんだ……！　寝取らせのことは気が付いていないふりをして正直な感想を伝えればいいのかな？　というかそれ以外選択肢なんてないよね!?　向こうにも打ち明けるタイミングってものがあるだろうし、ここで癖のことを問い詰めるのは酷かもしれない。……ええい、ままよ！）

「夏川さん」

「なっ、何かしら？」

　視線を向けていたことがバレてしまったのではないかと焦る夏川。

　何度も何度も髪を触れながら耳にかける。緊張した面持ちは次の言葉を期待していた。

（頑張れ！　勇気を振り絞るんだ僕！　まさか寝取らせに付き合わされるなんて夢にも思ってなかった。僕は長男だから我慢できたけど次男だったら我慢できなかったよ）

　意を決して、

「すごく可愛かわいいですよ」

　小森がそう告げた瞬間、夏川雫は嬉しさのあまり口から魂が抜けていた。

　思い残すことなどないのだろう。天にも昇る心地である。

　一方、その光景に怒りが爆発する女が一人。もちろん高嶺である。

（ふざけんじゃねえぞ……よくも小森の恋人である私の前でそんな大福がとろけたような笑みを浮かべられるな！　ああっ、もうクソッ！　少し前の私なら腹を抱えて笑える光景だったのにマジ笑えねえ！　いい気になるんじゃねえぞ夏川。私だってな──）

「ねえ翔ちゃん」

「どうしたの繭姉？」

「私はどうかな？」

　恥ずかしそうに質問する高嶺。

　その質問に小森は戸惑わずにはいられない！

（ええっ!?　また!?　また私服の感想を言わされるの!?）

　ダブルデートの待ち合わせは、各カップルによる現地集合。

　小森は高嶺と落ち合った際に、私服の感想をしつこく求められていた。

　にも拘らず、まさかの再確認である。

　彼が戸惑うのも無理はなかった。

（まっ、まさか僕が夏川さんを褒めたことに嫉妬して──いや、それはないな。僕たちは偽装カップルフエイクだし、惚ほれているなんて億に一つもないはず。非モテのくせに思い上がるんじゃない！　ということは、やっぱり男の子に繭姉を諦めさせるために……それと恋愛感情は抜きにして夏川さんとはライバル関係にあるんだっけ？　この前のお弁当のときも敵意剥むき出しだったし……やっぱり仲が悪いんだ……ここは本能が正解だと告げてくる──）

　小森は深呼吸し、笑みを浮かべながら、

「繭姉が可愛いのは昔からでしょ？　今日も似合ってるけど？」

　偽らざる本音を告げる。

　これが三人に刺さる。

　まずは夏川。

（いやああああああああああああ！　天国から地獄！　天国から地獄ぅぅぅぅ!!　昔からって、私と翔太くんが出会っていない頃からってことよね!?　幼おさな馴な染じみって本当に卑ひ怯きよう過ぎないかしら！）

　続いて高嶺。

（うっわ、やっべ。なんだこれ。幼馴染つう優越感と夏川の前で褒められた嬉しさが重なってめちゃくちゃ心地良い！　だっ、ダメだ……どうしても顔がニヤけちまう。みっ、見られないよう視線を逸そらさねえと……！）

　高嶺はいつの間にか骨抜きにされていた。

　照れる姿はまさしく乙女そのもの。誰がどう見ても幸せそうである。

　そしてその光景を目の当たりにしている砂川は、

（おいおいおいおいっ！　てっきり小森がゾッコンだと思っていたが、高嶺の方が惚れ込んでんのか!?　マジで恐るべき男じゃねえか！　うおう、なんか急に怖くなってきたわ！　まさか天使もこいつに骨抜きにされているんじゃ……!?）

　全身に鳥肌が立つ。

　一方、高嶺と夏川の不仲説に目を背けたい小森は空を見上げて現実逃避していた。

（あっ、あの雲……ソフトクリームにそっくりかも！）

「ねえ小森くん。私と高嶺さん、どちらのコーディネートが好みかしら？」

「もちろん今カノである私だよね？」

　小森の腕に抱きつきながら、上目遣いの高嶺。

　あざとい仕草はお手の物だが、心なしか恥ずかしそうである。

　その証拠に彼女の心臓はバクバクしていた。音がバレていないか照れている様子も窺うかがえる。

「いいえ。元カノである私よね？」

「「夏川さん!?」」

　なんと夏川も小森の腕に抱きつきながら感想を促してくる。

（えっ、ちょっ……なにこれ!?　また元カノと今カノの修羅場みたいになってるんだけど!?　というか、砂川くんの前で僕に抱きついたりなんかしたら──）

　ラブホテルの前で鉢合わせた場面を思い出した小森の顔から血の気が引いていく。

（おっ、今日はずいぶんと積極的じゃねえか！　いいぞ、やっちまえ！　発育の良い身体からだを押し付けて今度こそ小森を狼おおかみにするんだ姉さん！）

　黒い笑みを浮かべる砂川。彼の背景にゾクリと擬音が書かれているようにも見える。姉の積極的な言動に鼻息が荒くなっていた。

（禁断の性癖に目覚めたかのような笑みを浮かべているんですけどおおおおおおおお!!　ええっ!?　ラブホテルから一緒に出てきた間男に抱きついているんだよ！　そんな状況で彼氏の砂川くんが笑みを浮かべて全身を震わせているって……やっちゃった！　完全にやっちゃったよ！　小森翔太という脇役モブのせいで十代には早すぎる特殊な性癖寝取らせを砂川くんに開花させちゃった！　国宝に落書きしたような罪悪感だ！　もう首を吊つって償うしかない！）

　目に渦を巻きながら、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさいと呟つぶやく小森。

「どっちが好みかしら!?」

「どっちが好みなの!?」

　答えを導き出すことができない小森に痺しびれを切らした元カノ＆今カノが抱きつくチカラを強める。

　まさしく両手に花、否いや、両手に薔薇ばらの棘とげ。

　小森は色んな意味で血まみれになっていた。

（すっ、すごい！　二人とも本気だ……繭姉は対抗心剥き出しで、夏川さんも寝取らせプレイがあるからこれ見よがしと言わんばかり。なにこの嫌すぎる板挟み！　もしかして僕は前世で殺人を犯したのか!?）

　小森は一いち縷るの望みをかけて砂川に視線を送る。

　助け舟の出港を期待していたのだが、

「おいおい聞かれてるぜ翔太。答えてやったらどうだ？」

「女の子に順位なんて付けられないよ！」

　小森は困り果てたように訴える。その姿はまさしく優柔不断。

　しかし、この答えを選ぶまでに脳内では凄すさまじい量の情報が飛び交っていた。対外的な関係。本当の関係。夏川と砂川の特殊なプレイ。

　己の発言で傷付く人を出したくないという八方美人。

　そんな小森の弱々しい態度に、

（かっ、かかか……可愛い！　なに今の困り顔。尊過ぎて鼻血が溢あふれて……それに今カノだと即答できなかった辺り、それなりに響いたということよね!?　きゃー、やった、やった！　雫大金星ぃぃぃぃー！　苦手な化粧やオシャレを頑張って良かったわ！　作戦は順調。この恋が上手うまく行くか心配よね？　夏川動きます）

（くっ、くっ……くそったれが！　誰がどう見てもダメンズなのに、胸がポワポワしてやがる！　なにキュンとしてんだよ！　選べないなんてどう考えたって優柔不断だろうが！　けど、いざという時に立ち向かっていく勇姿も目撃しちまっている分、このギャップに見事にハマってやがる！　あーもうっ、こうなりゃ何が何でも小森を惚れさせて完膚なきまでに夏川を退けてやる！）

（うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！　出た、出たぞ必殺技が！　間違いねえ。今のはヒモ男が使いこなすスキル【優柔不断】！　私がそばにいなくちゃと母性をくすぐる高等テク！　自然にやってのけて来やがったぞ！　なんにせよ、最近の姉さんはどうやら一味違うようだし……これはもしかしてひょっとするか!?）

　不敵な笑みを浮かべる砂川。

　その光景を離れた先から覗のぞく泉は、

（夏川さんが翔太さんに抱きついているのに健吾さんが笑ってる……!?　まっ、まさかまさか本当に寝取らせに興味が……!?　うっ、嘘うそでしょ？　でも健吾さんすごく嬉しそうだし……）

　あらゆる危険を孕はらんだダブルデートが本格的に始まろうとしていた。




　　　　＊　占い師　＊




　修羅場を経た小森一行は占いコーナーに場所を移していた。

「ここの占い師、恋愛運がよく当たるらしいぜ？」

「「えっ!?」」

　砂川の発言に魚を前にした猫のように食いつく夏川と高嶺。

　尾行している泉も興味津々である。姿を隠している手前、乱入するわけにはいかないようだが。

「いらっしゃい。学生さんね？　何を占いましょうか？」

「「「恋愛運!!」」」

　食い気味で即答したのは、砂川、夏川、高嶺の三人。

　想像だにしていない反応に焦ったのは小森である。

（ちょっ！　なんかめちゃくちゃ積極的なんですけど!?　えっ、なに、もしかして今日のお目当てって占いだったりするのかな!?　ちょっと引いちゃうぐらい食い気味だったよ!?）

（占いってのは人を導くもの。全てを信用するわけじゃねえが、俺が天使と上手く行くためにはどうすればいいのか、アテにさせてもらうぜ？　それと気になるのが姉さんと小森の相性だ。もう俺は光の見えない暗闇をずっと走っている気分なんだよ。一筋の光明ぐらい差してもらわねえと！）

　砂川はいよいよ占いに心の拠より所どころを求め始めていた。

（ふふ。遂ついにこのときが来たわね。高嶺さんの前で私と翔太くんの相性を突きつける絶好のチャンス。きっと私たちは前世から結ばれているに違いないわ……ふふっ）

　気持ち悪い笑みを浮かべる夏川。

（それじゃ私は告白が今日で大丈夫か聞いておこうかな）

　成功率を一パーセントでも上げておきたい高嶺。

　この異様な雰囲気を察知したのは恋愛運をズバリ的中させる女性占い師。

　霊感が強い彼女は小森一行の思惑を薄うつすら感じ取っていた。

（……何この子たち。悪いことは言わないからすぐにお祓はらいに行った方がいいんじゃないの？　背後にドス黒いものが蠢うごめいているわよ？）

「君は何運が知りたいの？」

「ええっと……僕は──」

　占い師の問いに小森は戸惑いながら思考する。

（うーん、何がいいかな？　泉さんに超特大デラツクスパフェをよく奢おごらされるから金運？　恋愛運はさほどだし、あっ、そうだ！）

「健康運でお願いします！」

「「「はあっ!?」」」

　小森の返答に凄すごみを利かせた声音と視線が集中する。

「アホか！　恋愛運がよく当たる占い師に見てもらうんだぞ!?　なんでそこで健康運なんてズレた答えが出てくんだよ!?」

「そうだよ何考えているの翔ちゃん！　私との相性を知りたくないの!?」

「そうよ！　貴方あなたが参加しないと前世からの付き合いか分からないじゃない！」

（ええっ!?　なんか必死だね!?　占いに対する熱量が僕だけ浮いてない？　そんなに恋愛運が気になるの？　というか、前世って何!?　夏川さんに関してはちょっと何言っているかわかりませんよ！）

　結局、胃に穴が開きそうなプレッシャーに耐えられなかった小森は、

「えっと、あの……僕も恋愛運でお願いします。はい」

　虚うつろな瞳でそう答える他なかった。

　その光景を目の当たりにした女性占い師は何か思うところがあったのだろう。すぐに小森の手相を確認するや否や、

「……君、千年に一人レベルの女難が出てるよ？」

「「はああああっ!?」」

　夏川と高嶺は納得がいかず立ち上がる。

（ひぃっ……今日の夏川さんと繭姉、ちょっとテンションおかしくない!?）

「小森くんに女難の相？　いい加減なことを抜かすのはやめなさい！　何を根拠にそんなことを言っているのかしら」

「翔ちゃんに女難の相ってどういうことですか？」

　バンッと両手で机を叩たたき、前のめりで質問する二人。

　その光景に占い師は驚きを隠せない！

（いやもうこの状況が女難よね!?　というか、占いに根拠なんて求めちゃダメじゃない!?　ちょっと私の手相占い的中率エグいわね。色んな意味で怖いわ！）

「ああ……なるほど。そういうこと」

　何やら納得した様子の夏川。

（あれ？　なんか夏川さんがとんでもない発言をしそうな気がする！）

　小森の予想はよく的中する。それは目の前の占い師よりも。

　ただし、悪いことに限ってというオチ付きだが。

「小森くんと高嶺さんの相性が良くないってことね？」

「「「「!?」」」」

　なんの前触れもなく投下される爆弾。それも核ミサイル並みの威力。

　それを浴びせられた小森から生気が失われていく。

「どっ、どういう意味かな、夏川さん」

　もはや殴りにかかる勢いで腹が立っている高嶺だが、日頃の鍛錬の成果だろう。顔の筋肉だけで笑みを作り出す。

　しかしそれは形だけ。笑顔と呼ぶにはあまりにもぎこちない。

「女難を示しているのは高嶺さんのことなんじゃないかしら」

「へっ、へぇ……じゃあ私も言わせてもらうけど元カノの夏川さんのことを指しているんじゃない？　事実、翔ちゃんとも終わったわけだし」

「はい？」

「なにかな？」

　バチバチと火花を散らし合う夏川と高嶺。

　余談だが、彼女たちは砂川、夏川、小森、高嶺の横一列に並んで着席している。

　すなわち小森を挟んでの応酬である。

　どこからか『[image: ][image: ]』と愉快な掛け声が聞こえてきそうだが、現状はまさしく『恋は渾沌カオスの隷也しもべなり』と言えよう。

　その光景を目の前で見せつけられている占い師は、

（ガチの女難じゃない！　私も長いこと占っているけど目の前で修羅場になったのは初めてよ？　というか、恋愛運が的中すると噂うわさの占いに元カノと今カノを連れて来てんの!?　えっ、ええっ、どういう神経してんのかしら!?　外見を見る限りふつうの少年よね？　端で意味不明な笑みを浮かべているイケメンならまだしも地味面君を巡っての修羅場って……!?）

　渾沌カオスになっていく状況に占い師は水晶玉を取り出してくる。

　小森翔太という男の全貌を暴きにかかる。

「……あれ？　もしかして一緒にいてすごく楽しい、気の置けない異性がいるんじゃない？　ここにはいないようだけど」

　水晶玉の中に金髪美少女と談笑している光景が見えた占い師がそう告げるや否や、

　──ガタガタガタッ!!

　砂川、夏川、高嶺が地面に転がり落ちる。

　衝撃的な発言に三人は動揺を隠しきれない。

　急いで立ち上がり、これまで以上に強く机を叩く。

「どういうこと（だ）（かしら）、翔ちゃん／翔太／小森くん！」

　小森翔太の影に泉天使謎の美少女あり。

　占い師の衝撃的な発言に驚きを隠しきれない小森。

（うげっ……！　ちょっ、いきなり何を暴いているのさ！　たしかに占い師さんの言うとおり、一緒にいて楽しい、気の置けない女友達が一人いるよ？　泉さんのことでしょ？　けど、その発言はマズいって。両隣の女の子は一応元カノ、今カノってことになってるんだよ？　いや、僕もなんでそうなってるのか未いまだによく分かってないんだけど！　そんな状況でズバリ他に女友達がいることを的中させられましても！　それに泉さんは砂川くんの彼女。絶対に名前を出すことができない超危険人物だからね!?　控えめに言っていい迷惑だよ！　いや、別に不徳なことは何も致していないけどさ！）

「君が陰で仲良くしている女の子の生年月日ってわかる？」

[image: ]

「「「「君が陰で仲良くしている女の子！」」」」

　ここ一番の強ワードに全員が異口同音で驚きを示す。四人とも目玉がこぼれ落ちそうになっていた。

（油断していたわ！　でも考えてみれば当然かしら。恋敵が高嶺さんだけだなんて勘違いもいいところよね。たしかに彼の魅力を語り出したら止まらないし……ちょっ、ちょっと待って！　そう言えば健吾の指示で翔太くんをショッピングに誘ったとき──）

　どうやら夏川は何かを思い出した様子。

『夏川さん以外の女の子もいた方が良いと思うんですけど』

『えっと……それじゃあ僕の方で見繕いましょうか』

『遊びに誘える女の子がたくさんいるってことかしら!?　とんだ女たらしね！』

（──というやり取りがあったわ。署で取り調べを受けていたときもね！　女なら翔太くんはすぐにペイされるほど魅力的な男の子。彼の隣を虎こ視し眈たん々たんと狙っている女め豹ひようなんてたくさんいるはず！　なんという盲点、未熟！　高嶺さんしか見えていなかった自分が憎いわ！　これからはもっと気を引き締めないと！）

　案の定、安定の恋愛偏差値である夏川。やはり思考がズレていた。

（ふざけんじゃねえぞ!?　私というものがありながら……しかも夏川にも言い寄られておきながら気の置けない女が他にいる!?　マジでふざけんな！）

　高嶺はあくまで占いであることを完全に忘れてしまっていた。

（ふざけんじゃねええええええええええええええええええ!!　天使か？　天使のことか？　一緒にいて楽しい、気の置けない女友達って誰だよ!?　なんでこいつ、こんだけモテてんだよ！　ヒモ男適性あり過ぎんだろ！　もしかして俺は本当にとんでもないやつを相手にしちまったのか!?）

　未だに小森翔太という人間像を把握しきれていない砂川。

（ええっ!?　いやもう本当に占いに来てからの三人のテンションに追いつけないんだけど！　なんで占い師さんの一言で『ゴゴゴ……！』みたいなドス黒いオーラで睨にらまれなくちゃならないのさ!?　みんなの内心が謎過ぎるんだけど!?　おっ、落ち着け僕！　一人ずつ考えてみるんだ）

　足りない脳みそを振り絞りながら、小森はシンキングタイムに入る。

（一番分かりやすいのは繭姉だよね。一応は恋人関係だしここで冷静だと、偽装カップルフエイクであることを夏川さんたちに勘付かれてしまうかもしれない。演技に熱が入ってもおかしくない気はする。男の子の件もあるし……釈然とはしないけど！）

（夏川さんは寝取らせがある手前、僕に仲の良い女友達がいることはやっぱり都合が悪いのかもしれない。なにせ砂川くんは寝取られるかもしれないスリルで興奮する変態。なのに間男役の僕が別の女の子にうつつを抜かしていたら、プレイどころじゃないよね。砂川くんと終わりかけていた夏川さんからすれば、ようやく見つけた一筋の光明が消えるようなもんだし）

（砂川くんは目覚めた性癖があるから、責任を取って寝取らせに付き合えってことかな？　おっと、突然鳥肌が。おもわず悪寒が走ったよ。意識を保てていることが奇跡だ。いずれにせよ僕が取るべき行動は──）

　瞳を閉じて演技のスイッチを入れる小森。

　机をドンッと叩き、

「黙れ」

　なんとまさかの命令！　強硬手段を取っていた。

　これにはさすがの占い師も理解が追いつかない！

（なんか突然口調が荒くなったんだけど!?　それも一番無害そうな男の子が！　えっ、何このカップルたち！　なんかもうこれ以上占うのが怖くなってきたんだけど!?）

（（（キレた!?　もしかして逆げき鱗りんに触れた!?）））

　温厚な彼が示した強い感情に夏川たちは戸惑いを隠せない。

（あの翔太くんがマジ切れ!?　楽しいデートにするはずが不快にさせてどうするのよ！　深呼吸、深呼吸よ。大丈夫。呼吸が整えば翔太くんが陰で仲良くしている女の子なんて気にならな──やっぱり気になるうううううううううううう！　いや、言われてみたら当然なのよ？　翔太くんはモテる。ええ、ええ、分かっていましたとも！　けどこうして目の前で告げられると想像以上に胸に刺さるものがあるわね！　しかもその存在を隠し通そうとしているところがリアルというか……泣いちゃダメ！　雫は強い子、泣かない子！）

　涙は見せまいと、目をつり上げて小森を睨む夏川。

（なんかめちゃくちゃ恨めしそうに睨まれてるんですけど!?　いやいやいや！　なんでですか!?　言っておきますけど僕はまだ夏川さんたちのプレイに付き合うとは言ってませんからね!?　そちらさんはもうアクセル全開か知りませんけど、寝取らせなんて特殊な性癖、平凡な僕には荷が重た過ぎるんですって！　そんな『小森くんの裏切り者』みたいに潤んだ瞳で見られましても！）

（まさかの「黙れ」だと!?　やっぱり小森の正体は肉食系だったのか!?　だったらなんでラブホテルで姉さんに手を出さなかったんだよ!?　やっぱり好みじゃなかったってことなのか？　それともウチのバカ姉がお前を萎えさせる言動を取っちまったか!?　そこんとこあとで詳しく聞かせてもらおうじゃねえか！　もちろん二人きりでな！　絶対に天使は渡さねえぞ！）

（なっ、なんか砂川くんまで睨んでくるんだけど！　しかも敵意剥むき出しじゃないか。僕に仲の良い女友達が一人いたぐらいでどうしてそんな感情を向けられなくちゃいけないのさ！　あっ、あんまりこんなことは思いたくないけど、砂川くんは夏川さんと泉さんと二股してるよね!?　自分だけ棚に上げてない？）

　むすっ、と擬音が聞こえてきそうな表情で小森は砂川に応える。

（なっ……！　あの小森が不満げな表情で俺を見返して来やがった！　占い師が告げた女友達は実在するってことか？　まっ、まさか本当に天使じゃねえだろうな？　あれ……ちょっと待てよ。今まで考えたこともなかったが俺が天使と付き合っていることを小森がもしも知っていたらどうなるんだ!?　その可能性も当然あるじゃねえか。喫茶店から仲なか睦むつまじく出てくるような関係なんだしよ）

　突然、衝撃的な疑惑がよぎったことにより砂川の脳がフル回転する。

　深い思考世界へと潜水ダイブ。

　辿たどり着いた答えは、

（二股のクズ男じゃねえかああああああああああああああああああ!!　えっ、嘘うそだろ！　ありえるかそんなこと!?　まさか小森は俺が姉さんと天使に二股をかけているクズ男だと思ってんのか!?　しまった！　実姉と偽装恋人フエイクを演じた弊害がこんなところで現れやがったか!?　そうなってくると複雑さもヤバくねえか!?　どういう心境でこのダブルデートに挑んでんだよ!?　そもそも小森は俺の言動をどう解釈している？　まさか「砂川くんは夏川さんと二股しているから僕に乗り換えなよ」みたいな感じで天使に迫ってやがるとかか？　だとしたらこのダブルデートは浮気している証拠集め……？　いや、落ち着け、落ち着くんだッ……！　俺なら……俺ならこの沼を攻略できる！）

　ざわざわざわざわ……ざわざわざわざわ。

　髪を掻かきむしりながら苦悩する砂川。

　彼はいつの間にか賭博黙示録の世界に紛れ込んでしまっていた。

（勝手な憶測で平常心を削られている場合じゃねえだろ。これはただの占い。小森が陰で仲良くしている女が天使だと決まったわけじゃない。推理がブッ飛び過ぎだ。俺が二股野郎だと思われている確証もねえだろうが！　裏付けはあとで二人きりになったときに取ればいい！　そのための細工は済ませてある。頭を冷やせ！）

　砂川はクールになるため机に頭をぶつける。額から血が流れ出していた。

「～～～～くぅっ！　キンキンに冷えてやがる……!!」

　逆に興奮状態になった砂川は意味のわからない言動をしてしまう。

（（（（突然どうした!?））））

　その光景を目にした全員の目が丸くなる。

　中でも占い師は手に負えないと感じたようで、タロットカードを取り出す。恋愛運を占ってさっさとお引き取り願おうという魂胆だろう。

　砂川はタロットカードを視認するや否いなや、

「Ｅカード……！」

（（（（Ｅカードって何!?））））

「いや、あの、ただのタロットカードなんだけど……とりあえず一枚ずつ選んでもらえるかしら？」

　砂川の異変に戸惑いながらも占い師は無視スルーを決め込む。

　四人は言われるがままタロットカードを引いていく。

　裏向きのカードを捲めくり、占い師が解説していく形式のようである。

「これは……嵐かしら？」

　まずは夏川。表面のイラストを見て訝いぶかしげに言う。

「貴女あなたのカードは台風ストーム。恋愛に関してとてつもないエネルギーを持っているわ。けれどあまりに強いせいか、ずっと空回りが続いているってところかしら。台風ストームが通過した場所を荒らしながら去っていくように貴女もそういう振る舞いをしているんじゃない？」

（（さすがよく的中すると噂うわさの占い師！　ドンピシャじゃねえか！））

　この場で夏川の被害を最も受けている砂川と高嶺の心の声が一致する。

　見事に意見が一致した二人だが、彼らが気になっていることは真逆だった。

「どうすれば上手うまく行くのか教えてくれ！」

「台風ストームはこれからも続くの？」

　砂川にとって姉と小森のゴールインはもはや悲願である。

　当然、夏川という台風ストームの暴走を制御する術すべを聞きたい様子。

　一方、高嶺にとって夏川の暴風警報は発令され続けている方が都合が良い。

　天災となり場を荒らしている間に小森を攻略できるからである。

　砂川と高嶺、互いの視線がぶつかるや否や、

「「あっ？」」

　またしても不穏な空気になっていた。

（今度は夏川さんの恋愛運を巡って砂川くんと繭姉が睨にらみ合い始めた!?　……なんだこれ！　一体何が起きているんだ！　全く意味がわからない！）

　状況把握不足の小森をよそに、占い師がアドバイス。

「そうね。まず上手く行くためには正直になることかしら。くだらない見み栄えや羞恥心に負け続けているようじゃ本当の想おもいは伝わらないわ」

「本当の想いを……伝える」

　占い師の言葉を呟つぶやきながら反はん芻すうする夏川。

　恥ずかしそうな表情でチラチラと小森の様子を窺うかがってしまう。

（いや、だからなんでそんな表情を僕に向けてくるのさ！　占い師さんの助言、聞いてました!?　正直になること、くだらない見栄や羞恥心に打ち勝てって言ってたじゃないですか！　見るべき人は間男役の僕じゃなくて、本命の砂川くんでしょ!?　助言を聞いて寝取らせ継続とかどういう判断!?　まさに台風ストーム！　台風ストーム夏川だよ!!）

　正直であれ、という助言に対して素直に従った夏川だが、小森はこれまでの経緯や勘違いから恋愛ベクトルが己に向いているなど微み塵じんも想像していない。

　結果、意中の相手から《台風ストーム夏川》などという不名誉な二つ名まで付けられてしまう夏川。いたたまれない！

（本当の想いを伝える、か。俺を悪役にすることで姉さんの好意が小森に向かいつつあるアピールは進んでいるはず。だが、やっぱり今の関係がややこし過ぎる……姉さんに小森を攻略してもらうためには早いとこ偽装恋人フエイクを終わらせねえと。いずれにしても──）

　砂川カイジ。次なる一手に出ることを決意する。

　この判断が絶望という地下に連行される原因になるとも知らずに。

「ドが付くほどストレートに想いを伝えられない内はまだまだ上手く行かないでしょうね」

　と、律儀に高嶺の質問にも答える占い師。

（つまり恋愛偏差値を上げさせるなってことだな？　あの美貌と才能で男の扱いまで熟こなされたらたまったもんじゃねえからな！　私が上手く立ち回れってことだろう！　いずれにしても──）




（（──砂川／高嶺に探りを入れてえ！））




　ここへ来て砂川と高嶺の胸中がまたしても一致する。

　考えてみれば当然のことである。

　高嶺は砂川が偽装彼氏フエイクであることを夏川から聞かされている。

　一体どういう心境で偽装彼氏フエイクを演じているのか、そもそも夏川とどういう関係なのか、正体や思惑、その全てが謎に包まれていた。

　なにせ高嶺は最近転校してきたばかり。

　女の噂好きにより『砂川健吾』という名前が耳に入ってくることもあったが、やはりその全貌は闇に包まれている。

　一方、砂川にとって高嶺は姉が落とそうとしている男の恋人である。

　略奪愛を勧めておきながらも、どんな女なのかは把握できていない。今後の戦略を練る上でも高嶺の情報は是が非でも欲しかった。

　後にこの二人の邂かい逅こうが衝撃的結末を迎えるきっかけとなる。

「ちっ、ちなみに雫と翔太の相性って、どうなんだ？」

「「「!?」」」

　砂川の発言に小森、夏川、高嶺は驚きを隠しきれない。

（ええええええええええええええええええーっ!?　嘘でしょ砂川くん！　それを君が聞いちゃうの!?　いやもうそれって白状したのと同じじゃないか！　俺は寝取らせに興味があるって！　突然頭をガンガンぶつけ出すし、もうついていけないよ!?）

（健吾おおおおおおおおおおおおーっ！　ちょっ、愚弟！　私が怖くて聞けなかったことをそんなあっさりと……いや知りたいけれど！　喉から手が出るほど知りたいけれど！　でも私にだって心の準備ってものがあるのよ！）

（おいおいおい！　こいつが夏川の本命じゃないことは知っていたがそれを小森の前で聞くか!?　また勘違いしちまう愚問だぞ!?）

　当事者である彼らですら胸中が荒れる質問。言うまでもなく占い師も混乱していた。

　いまいち彼らの関係性を把握しきれていない様子。

「ごめんなさい。差し支えがなければ貴方あなたたちの名前と関係を教えてもらえるかしら」

　その質問に対外的な関係を返答する四人だったが、

（……ん？　んんん？　小森くんと雫ちゃんは元カレ・元カノの関係。けど現在は砂川くんと雫ちゃんが付き合っている、と──えっ、ちょっと待って。なんで砂川くんは恋敵である小森くんと今カノの相性を聞いたのかしら？）

　いまいち砂川の真意が読み取れない占い師。

　夏川は恥ずかしそうに両手で顔を隠し、湯気を放ち、高嶺は両目を剥むき、怒りと驚きを隠せない。

　小森は口から魂が抜けていた。

　質問した張本人に限っては緊張の面持ちで答えを待つ始末。

　茶番もいいところである。

「えっと……それじゃ小森くんのカードを表向きにしてもらえる？」

　一体、小森が選んだカードには何が描かれているのか。

　この場にいる全員の唾を飲み込む音が響く。

「「「「「ゴクリ」」」」」

　ゆっくりと捲られていくカードに描かれていたのは──、




　──逆位置の渦であった。




「こっ、これは！　さては貴方、優柔不断ね？　それが災い、修羅場を招くと言っていいわ。無自覚に女の子たちの心を掻かき乱しているのよ。心に決めた女の子を一人に決めきれず、まさしく渦のような目まぐるしい事態を招くかもしれないわ──女難の相も捉え方を変えれば色んな異性を引き寄せるということ。しかも異性の方がすさまじく濃いせいか──それこそカルピスの濃いアレよ。無味無臭の水である小森くんによってちょうどいい濃さになるから、もちろん夏川さんとの相性も抜群！　というより誰とでも合うタチが悪いタイプよ！　もちろん陰で仲良くしている女の子もその一人だわ！　ジミ面のくせに主人公補正バリバリじゃない！」

（なんかめちゃくちゃヤバいカードを引いちゃったんですけどおおおおおおおおおおおおおおおお!?　というか、急に饒じよう舌ぜつ!?　僕のターンだけ超具体的じゃない!?　何これ！　最後にはジミ面のくせに主人公補正バリバリとか言いたい放題だったけど、ディスられただけだよね!?）

　占い師の衝撃的な告白にこの場にいる全員が被弾する。

（翔太くんが女の子なら誰とでも仲良くなれるとか嫌すぎるんですけどおおおおおおおおおおおおおお!!　私だけでいいじゃない！　何が不満なのよ！）

　相性は抜群という鑑定に一瞬喜びを見せたものの、誰とでも馬が合うという点にショックを隠しきれない夏川。

　台風ストーム夏川の機嫌は山の天気よりもコロコロ変わる。もはや情緒が不安定になっていた。恋愛偏差値は幼稚園児まで低下中である。

（この占い師、マジで有能過ぎだろ！　さっきからバンバン的中させてねえか？　カルピス云うん々ぬんは気に入らないが反論の余地はねえしよ。私は猫を被かぶっている上に夏川に関しちゃ今さらだもんな！）

　納得の高嶺。驚異的な的中率に戦慄し始めていた。

「それじゃ次はえっと……砂川くんか繭まゆ香かちゃんのどっちにする？」

　津波のように次々と衝撃が襲ってくる鑑定結果。

　四人の気持ちの整理が追いつかないまま進行されていく。

　名指しされた砂川と高嶺は視線を合わせ、

「えっと……それじゃ俺からお願いします」

　と言いながら捲られたタロットカードに描かれていたのは見るからに軽薄そうな男。それが逆位置で出てしまう。

「……えっと、これは……その……」

　占い師はカードを見た途端、視線を右往左往させていた。

（（（（なんか気まずそう!?））））

　先ほどまでハキハキと答えていた占い師に異変を感じ取る四人。

「あの！　このカードは一体──」

「待つんだ健吾くん！」

　小森は無駄なポーズ付きで制止する。言語では表現できない何かで危険を察知した様子。砂川を諭すような優しい笑みで告げる。

「もう……十分じゃないかな？」

　まるでこれまでずっと精神が張り詰めていた人間に告げるような口調。

　もちろんこの言動に占い師を含めた彼らは、

（（（（いきなりどうした!?））））

「いや十分ってお前……」

「僕たちはもう十分過ぎるほど戦って来たじゃないか」

（（（いや、本当にどうした!?）））

「翔太──お前が言いたいことはわかった」

（（（わかったの!?）））

「健吾くん……」

「だがよ、団長も言ってたじゃねえか……止まるんじゃねえぞ……って」

（（（団長!?）））

「でも……」

「だから聞かせてくれ占い師さん。このカードが示す意味を！　俺はどうすればいいのかを教えてください！」

（（（なんだこれ!?　なんか突然くだらない茶番が始まった!?）））

　男であれば分かり合える悪ノリにドン引きの女子陣営。

　ある意味見ていられないその光景に占い師がトドメの一撃を放つ。

「それじゃ遠慮せずにズバッと言わせてもらうけれど──君、二股してるでしょ？　学生のうちから女遊びなんてダメよ？」

（（うぎゃああああああああああああああああああああああああああああ!!））

　胸中で叫ぶ小森と砂川。

（ほら、僕の忠告した通りになったじゃないか！　健吾ショックが起きるって！　なにやってんだよ砂川団長！　なにが止まるんじゃねえぞ、だよ!!）

「健吾……あなた最低ね」

　夏川は軽蔑の眼まな差ざしで弟を睨みつける。弟の不義理を責めるような目付きだった。

（ちょっ、てめっ……！　なんつう冷たい視線を送ってきやがる！　そもそも誰のせいでこんな目に遭っていると思ってんだ！　恋人がいる俺に偽装恋人フエイクをさせたのは姉さんだろうが！　それとも何か？　振って来てんのか？　不仲アピールをする絶好のタイミングだって。どちらにしたってこのダブルデートで破局できれば本望だ。ここで険悪なカップルを匂わせておくか）

「……なんか文句あんのか？」

（うぐっ、そんな!?　図星を突かれて砂川くんが開き直っちゃったよ！　まさか二股していることを夏川さんの前で認めるつもりなの!?　なんでだろう……すごく胸が痛いんだけど……）

（おいおい。砂川と夏川が険悪になってやがるな……ハッ！　まさかここで不仲アピールか!?　本物の恋人関係じゃない以上、夏川の「最低ね」は「私という女がありながら」という意味じゃない。しかも砂川も「なんか文句あんのか？」だ。ここまで露骨にすりゃ、小森も険悪なカップルだと思うはず！　やべえ！　まさかこのダブルデート中に別れたりしねえだろうな!?　こうしちゃいられねえ！　一秒でも早く小森に想おもいを伝えねえと……！）

　夏川から砂川との不仲アピール作戦を直接聞かされていた高嶺は焦燥に駆られ始めていた。

「それじゃ最後は私だね」

　高嶺の発言で再び占いコーナーに緊張が走る。

　彼女が抜き取ったカードは──、




　──逆位置の、尻尾を巻いた犬。




「えっ、あの、その……これは、その──あばばばばばばばばばば！」

（（（（占い師がフリーズした!?　一体何のカード!?））））

「えっと……このカードが示す意味を教えてもらえますか？」

「……正直に告げていいのね？」

「はい」

　占い師と高嶺の間で視線の応酬が繰り広げられたあと、

「このカードが示す意味は『負け犬』よ」




　──ピキピキピキッ……パリーンッッ！




（（（（水晶玉が割れた!?））））

　なんと突然、水晶玉に亀裂が入り、真っ二つに割れてしまう。

　それはまさしく不吉の前触れ。実に縁起が悪かった。

「まっ、負け犬ってどういうことでしょうか？」

　高嶺の形相はまさしく赤鬼そのもの。

「本当に申し訳ないけれどそのままの意味よ。恋愛における負け犬。どうやら意中の相手に惚ほれ込むのが遅かったようだわ……」

「……巻き返す方法はないんですか？」

「えっと、これは私もはっきり視みえてないんだけど」

「なんでもいいので聞かせてください」

「どうやら全てが白紙──リセットされたような状況が訪れるらしいの。そのとき繭香ちゃんがなりふり構わず勝負に出られるかどうかが鍵になるわね」

「はっ、はぁ……」

　抽象的な助言に首を傾かしげる高嶺。いまいちピンと来ていない様子。

　しかし、この予言が後に小森、夏川、高嶺、砂川、泉を大きく揺るがすことになる。

　誰も見たことのない──誰も想像していなかった青春が待っているなど、このときの彼らは知るよしもない。

「というわけで全員の鑑定が終わったから占い師としてじゃなくて、大人として助言を伝えておくわね──占いなんてしょせんただの遊びよ？」

（（（（ええ!?　散々振り回した後で貴女あなたがそれを言いますか!?））））

　小森たちは突然の切り出しに驚きを隠せない。

「本当はこういうことを伝えるのはあまり良くないんだけど……学生の恋愛なんて大人に比べたらおままごとみたいなものよ」

（（（（むっ））））

　今度は四人の顔に不満の色が強く出る。

　たしかに学生の恋愛は大人と比べて楽しい一面だけが強調されている。

　言わば良いとこ取りである。

「ただ全てを捧ささげてでも添い遂げたいと想う気持ちは大人になってからのそれと比べても引けを取らないどころか優まさっているぐらいなの。だから悩んじゃダメよ。好きなら真まっ直すぐその想いを貫けばいいの。周囲がどう思おうが、どんなに批判されても自分の気持ちを優先しなさい。学生の貴方あなたたちにはその資格があるんだから」

　こうして人生の先輩としての助言を最後に波乱の占いは幕を閉じた。




　　　　＊　小森翔太　＊




　占いコーナーを後にした僕たちはトイレ休憩を挟むことになった。

　用を足しに向かうみんなの目を盗んで、僕は飲食コーナーに足を運ぶ。

　目的は泉さんからの招集に応じるためだ。

　僕の胸ポケットに収められているスマホには音を拾うためのマイクがはめ込まれている。

　そう。以前のオペレートと同じだ。

　ダブルデート開幕から占いまでの会話が全て泉さんに伝達されていた。

　合流後の空気はやっぱりお通夜だった。

「はぁ～あ！」

「!?」

　盛大なため息をこぼしたかと思いきや、泉さんは机に突っ伏す。

　変装によって完全に不審者な上に行動まで怪しいと、見てはいけないものと周囲は認知するわけで。

　さっきまで注目していた視線が霧散する。

　いやもう本当になんて声をかけていいかわからない！

　というか、状況が謎すぎる。

　彼氏がダブルデート中にも拘かかわらず、本命の彼女は裏でコソコソ監視中。

　えっ、とんちかな？

「どうやら翔太さんの推理を認めざるを得ないようです」

「えっ？」

「ほら、健吾さんのその……特殊な癖のことですよ」

「……あっ、あー」

「夏川さんの私服を翔太さんに褒めさせようとするって……もうガチじゃないですか！　マジの変態、ド変態じゃないですか！」

　机をドンッと叩いて叫ぶ泉さん。

　ああっ、散っていた視線がまた僕たちに集中して……！　もはや蜂の巣だよ！

「極め付けは占いですよね？　夏川さんと翔太さんの相性を聞いてましたし」

「ええ、まあ……さすがの僕も驚きを隠せませんでしたよ」

　まさか泉さんの存在まで嗅ぎつけられるとは思いませんでしたね、と付け加える僕。

　泉さんは「……はぁ」と再びため息を漏らしたかと思いきや、

「いきなりですけどね」と話しかけて来た。

　これまでの経験から、これがかけ合いの振りであることを瞬間的に察知する僕。

　きっと、ふざけ倒していないと精神が保もたないんだろう。

　僕は応じるかどうか悩んだ結果、「はいはいはい」と応えてしまっていた。

　やめておけばいいのに。そんな裏の声が聞こえてきそうだ。

　けれど、この場で彼女の振りに応じないなら、僕がここにいる必要はなくて。

　泉さんの砂川くんと直接話し合う決意が固まるまで、とことん付き合うのが僕に与えられた役目だ。

　泉：「うちのオカンがね、娘の彼氏の名前を忘れたらしくてね」

　僕：「娘の彼氏を忘れてもうて、どうなってんねんそれ。ほな僕がね、ちょっと一緒に考えてあげるから、どんな特徴かを教えてよ」

　泉：「あのー容姿が整ってて、長身で何をやっても完璧やって言うねんな」

　僕：「おー──健吾くんやないかい。その特徴はもう完全に健吾くんやがな。すぐ分かったやんこんなんもう」

　泉：「いや私も健吾さんと思うてんけどな。オカンが言うには恋人のことを一途に愛しているって言うねんな」

「ぶふっ!!」

　おもわずツバを吐き出してしまった。

　漫才の流れ的に来るだろうとは思っていたけど、泉さんがそれを振ってくるんだ……色んな意味で大丈夫なの？

　続けるべきかどうか逡しゆん巡じゆんする僕。

　泉さんは「乗りかかった船でしょう？　最後まで付き合ってください」と視線で訴えかけてくる。

　あー、もうっ！　あとで傷付いても知りませんからね!?

　僕：「あー、ほな健吾くんと違うか。健吾くんが一途なわけないもんね」

「げふっ……！」

　今度は僕のツッコミに泉さんが吐血する！

　真っ白な机に不吉な血痕が飛び散っていた。

　泉：「……………………そやねん」

　なっ！　まさかあの一撃に耐えて来た!?

　確実に仕留めたと思ったんだけど！

　レフェリー！　レフェリーはいませんか！

　お願いですから試合を続行する気の泉さんを止めてください！

　間違いない。今の彼女は間違いなく変なテンションになっているんだ！

　なにせ別の女の子とデートしているところを目にしておきながら、寝取らせ説が濃厚になりつつあるんだ。

　一体誰が受け入れられるのさ！　精神が壊れかけていてもおかしくないよ！

　仕方ない。いま楽にしてあげるからね。

　僕：「健吾くんはね、泉さんというものがありながら夏川さんとダブルデートに来てんのよあれ」

　泉：「ぐはっ……！」

[image: ]

　僕：「しかもね、僕に腕を回しながら夏川さんを褒めて欲しいとか言う変態なのよあれ」

　泉：「そっ……そやねん、そや……ねん」

　なっ！　また耐えた!?

　いい加減、ノックアウトされてよ。僕だって辛つらいんですからね？

　どこの世界に友人をボコボコにして楽しむ趣味の人がいるのさ！

　僕：「健吾くんってそういうもんやから。ほな健吾くんちゃうがなこれ。あれほなもう一度詳しく教えてくれる？」

　泉：「……なんであんなにカッコいいか分からんらしいねん」

　僕：「健吾くんやないかい。男の僕でも腕を回されたときドキッとするぐらい、いい匂いやからあれ。でも僕はね、あれは女子受けもいいからやと睨にらんでんのよ」

　泉：「ぐはっ……！」

　僕：「僕の目は騙だまされへんよ、僕騙したらたいしたもんや」

　泉：「うっ、うっ……ぐすっ」

　僕：「ほんであれよ、すごい筋肉も持っとんねん。僕はなんでもお見通しやねん。健吾くんやそんなもんは」

　泉：「ぐすっ……ぐすっ……分からへんねんでも」

　ええっ!?　いやあのどういう心境でこの漫才に挑んでいるんです？

　いつの間にか鼻声になっているじゃないですか！　そんなにタフな精神力を持っているならもっと別のところで活用してくださいってば！

　チラリと視線をやるとパフェを頬ほお張ばる泉さんの姿が目に入る。

　ああ、もう焼けくそなんですね。わかりました。だったら最後まで付き合います。

　泉：「私も健吾さんや思うてんけどな。オカンが言うには生涯を誓い合えるって言うねんな」

　ええええええええええええええええええええええええ!?

　ここに来てとんでもないものをぶち込んできましたね！

　言っておきますけれど全部が全部僕の本音っていうわけじゃないですからね!?

　あくまで付き合わされている前提ということを忘れないでくださいよ！

　僕：「ほな健吾くんちゃうか」

　泉：「げふんげふんげふんっ……！」

　僕：「二股だけならいざ知らず寝取らせにまで手を出されたら安心して夜も寝てられへんもんね」

「うっ、うう……うわああああああああああああああーん!!」

　まるでダムが崩壊するように泣きじゃくる泉さん。

　やっ、やってしまった……！

　ツッコミの機微を調節しないといけないのに泉さんにトドメを刺してしまった！

「翔太さんが……うっ、ううっ……翔太さんがいじめるぅぅぅぅぅぅーっ！」

（（（（じーっ！））））

　これまで非リア充だった僕とは無縁のダブルデート。

　嫌よ、嫌よと言いながらもその実、楽しみにしていた時期が僕にもありました。

　けどそんな期待は塵ちりとなって吹き飛んじゃった。

　もう本音を叫んでおくね？

　今日のダブルデート全然楽しくない!!




　　　　＊　夏川雫＆高嶺繭香　＊




　姿見の前に立った夏川は身だしなみを確認していた。

（もう一度グロスを塗り直しておいた方がいいかしら？）

　小森の目からどう映っているのかを気にしている様子。

（チッ……さっきから鏡と睨めっこしやがって！　ポーズを決めたり、毛先をいじったり……マジで恋する乙女じゃねえか！）

　と不快そうに顔が歪ゆがませる高嶺だったが、

（ちょっ、ウェーブが取れかかってんじゃねえか！）

　パーマが取れかかっている毛先に慌てていた。

　高嶺もまた鏡と睨めっこせずにはいられないようである。

　女子トイレに無言のプレッシャーが漂う。

（（それにしても──））

　牽けん制せいし合う二人ではあるが、どうやら同じことが引っかかっていた。

　それは先ほどの占い。

（一緒にいてすごく楽しい、気の置けない異性って誰ええええええええええええええええええええええええええーっ!?）

（一緒にいてすごく楽しい、気の置けない異性って誰だよおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーっ!?）

　そう。小森の陰に潜む女である。

　むろん、ただの占い。彼から直接発せられた言葉ではない。

　占い師の戯たわ言ごと──当てずっぽうということも十分考えられる。

　しかし、二人が気になっているのは、

（（誰がどう見ても図星だっただろ／じゃない！））

　小森の過剰な反応。

　温和な彼が会話を中断し、話題を逸そらすためにわざわざ机を叩いて怒りを示したのである。

　意外な一面に恋する乙女たちが戸惑わずにいられるわけがない。

（（高嶺さんは／夏川の野郎は──））

（翔太くんのお気に入りを知っているのかしら？）

（小森のお気に入りを知ってんのか？）

　数秒前まで言葉さえ交えなかった二人の視線が合ってしまう。

　窺うかがうような素振り。互いが互いを意識するというラブコメの定番のような光景。

「「ごほん」」

　バツが悪くなった二人は咳せき払ばらいして視線を逸らす。

　身だしなみを気にする素振りをしながら思考を続ける。

（高嶺さんはきっと翔太くんを追及するはず。もしも交友を束縛するようなら関係が悪化するかもしれないわ。不謹慎ではあるけれど、私にとっては都合が良い。とはいえ、もしも──）

（小森に仲良くしている女がいる現実は、夏川にそれなりの衝撃を与えたはず。恋愛偏差値が幼稚園児の女だ。突飛な言動でまた空回りを見せてくれるだろう。それは別にいい。私にとっても有利に働く。とはいえ、もしも──）

（（──一緒にいてすごく楽しい、気の置けない異性とくっ付いてしまったら勝てる気がしない！））

　高嶺の思考がより深くなる。

（小森が怒りを示して有う耶や無む耶やにするぐらいの女だ。もしかしたら元カノ・今カノの存在を隠し通している可能性もある。気があるってんなら、わざわざ明かす必要はねえからな。遊んでいると誤解もさせたくねえだろう）

（いずれにしても焦っちゃダメよ。翔太くんに確認するチャンスならいくらでもあるんだから。なにせ、このあとは健吾が細工した──）

　何かを企たくらむ夏川。

　ダブルデートの結末は神にすら予想できなくなりつつあった。




　　　　＊　小森翔太　＊




「えっとその……泉さん？」

「──ずるずるずるっ！　なんですか？　好きな子をイジメるタイプの人」

　机に突っ伏したまま動かなくなった泉さんが心配になった僕は安否確認も含めて声をかけてみる。

　泉さんは泣き腫らした目でこちらを睨みつけながら鼻水をかんでいた。

　まさか顔を上げた第一声が「好きな子をイジメるタイプの人」とは思いもよらなかったよ。すごい言われようだ。

　掛け合いだって彼女から振ってきたくせに。濡ぬれ衣ぎぬにもほどがあるよ。

　まあ、この際八つ当たりは甘んじて受け入れようと思う。さすがに悪ノリし過ぎましたし。

　自分が砂川くんの本命だと信じて止やまない泉さんに「健吾くんが一途なわけないもんね」とツッコむ日が来ようなんて想像だにしていなかった。

　猛省だ。

「実はその……非常に申し上げにくいことなんですが」

「はっきり言えばいいじゃないですか。間抜けなピエロなんてもう見ていられないって……ぐすっ」

　目に涙を浮かべて鼻声で言う泉さん。

　僕は意を決して告げる。

「そろそろ戻りますね」

「いやああああああーっ！　行かないで翔太さん！　お願いです！　後生のお願いですから！」

「いや、あの、ちょっ……！」

　なんと泉さんは僕の足にしがみついてくる。

「私を（見）捨てるんですか!?　貴方あなた（とのふざけ合い）なしでは生きていけない身体からだにしておいて！」

「忠告はしましたよね!?　僕に近付いたら（ダブルデートに潜入したら）火傷やけどするって！」

「火傷!?　火傷で済むと思っているんですか！　こんなの生殺しですよ！　いっそ『別れよう』と告げられる方がよっぽどマシです！」

「じゃあはっきりと申し上げますが──今の泉さんは見ていられません」

「うぐっ……！」

　強い口調でそう告げた途端、まるで胸を撃たれたようになる泉さん。

　あれ、なんでだろう。周囲の視線が痛い。

　なんか僕、敵意を一身に集めてない？

「僕には（荷が）重た過ぎるんですよ。泉さんの（健吾くんへ向ける）愛が」

「うっ……うっ……そんな言い方しなくてもいいじゃないですか」

　ハンカチを口で咥くわえながら愛らしい瞳を向けてくる泉さん。

　保護欲を掻かき立てられるけれど、僕は心を鬼にする。

「もう帰った方がいいんじゃないですか？」

「はううっ……！」

「これ以上僕と一緒にいても傷付くだけですよ」

「……翔太さんにまでそんなことを言われたら私、私……！」

　なんてやり取りをしていたら突然、奥の席に座っていた女子大生らしき人が立ち上がり僕の方へズカズカ寄ってくる。

　どうしたんだろう？　もしかして泉さんの知り合いかな？

　なんて脳をかすめた次の瞬間、




　──パチンッッ！




　僕はぶたれていた。

「えっ、なんで!?」

　なんで見ず知らずの他人から頬ほおを平手打ちされなきゃいけないのさ！

　むしろ泉さんが傷付かないよう配慮したつもりなのに！

「女の子を泣かせてんじゃないわよ！」

「何するんですか!?　お父さんにもぶたれたことないのに！」




　──パチンッッ！




　今度はさっきと反対側。まさかのもう一発だ。

　何が起きたのか、本当に理解しきれていないんだけど、これだけは言っておかないと死んでも死にきれない気がした。

「二度もぶった！」

　泉さんは机に突っ伏し「ぷっ……ふふっ」と息を殺すように笑っていた。

　まったく意味が分からない僕はぶたれるまでの言動を思い返してみる。




　──ああ、そういうこと！　なんか知らないけどめちゃくちゃクズ男になってるじゃないですか!?




　今どき、近付いたら（恋愛面で）火傷するぜ、なんて口にする高校生がどこにいるのさ！

　結局、僕が泉さんを弄んだと信じて止まない女子大生への説明は長引くことに。

　泉さんが上手いこと誤解を解いてくれてからは、ひたすら頭を下げられていた。

　それにしたってひどいよ……あんまりだよ……。

　僕のソウルジェムがドス黒く染まりかけていた。

　全然楽しくないダブルデートと相まって本当に魔女に堕おちそうだよ。

　余談だけれど泉さんはまだ帰るつもりはないらしい。

　その選択はどう考えても修羅のような気がしてならないんだけど……悲しいかな僕の予想はよく的中する。

　悪いときだけ、という本気で笑えないオチ付きだけど。




　　　　☆




　というようなことがありまして。

　もはや当然の結果、

『どこにいるの翔ちゃん？』

『どこにいるのかしら小森くん？』

　夏川さんと繭姉からメッセで所在を問われていた。

　突然行方をくらましたんだから当然だよね。

　これ以上の長居は砂川くんたちが探し回る原因になる。

　そうなると泉さんと密会していることがバレてしまうかもしれない。

　それだけは絶対に回避だ。もはやそんな光景、想像すらしたくない！

　というわけで泉さんと別れて夏川さんたちと合流した僕だったのだけれど、

「遅いよ翔ちゃん！　どこ行ってたの？」

「遅いわよ小森くん！　どこに行っていたのかしら？」

「遅いぜ翔太！　どこに行ってんだよ！」

　その質問にどう答えるかは最初から決めていた。




「……ある意味迷子になった少女を介抱してました」

「「「!?」」」

　嘘うそはついていない回答になぜか驚く三人。

　よもやこの短い時間に僕がひと仕事終えていることなんて知るよしもないよね。

　いやもう本当に失礼を承知で胸中で叫ぶけど、早く帰りたい!!




　　　　☆




「えっと次はどこへ行くの健吾くん？」

「俺たちは遊園地に来てんだぜ？　そりゃ次は──」

　砂川はテーマパークの中でも最大規模のアトラクションを親指で差しながら、

「観覧車なんてどうだ？」

（ようやくこのときが来たぜ！　本当に待まち侘わびた！　遊園地と切っても切れねえアトラクション、観覧車！　ここなら二人きりになれる上に逃げ道もねえからな。追及や質問し放題ってわけだ!!）

　砂川は夏川と小森を一いち瞥べつしてから、さらに思案する。

（俺がダブルデートを計画した目的は四つ。一つ、小森の正体を暴くこと。二つ、高嶺の小森に対する本気度を確認すること。三つ、小森と天使の関係を探ること。四つ、姉さんとの不仲アピールをすることだ。それらを達成するためには小森と高嶺、それぞれと二人きりになる必要がある。そこで俺が仕掛けるのはこれだ──！）

「せっかくのダブルデートなんだ。交流や運試しも兼ねてこういうのでペアを決めるってのはどうだ？」

　そう言って砂川が取り出して来たのはスマホである。彼は徹夜でアプリを自作していた。

　その名も──、

「「『あみだくじ千手観音？』」」

　子犬のように首を傾かしげる小森と高嶺。

「そう。複数ある手から好きなものを選ぶことであみだくじが引けるようになってんだよ。これで観覧車に乗る相手を決めるってわけだ」

　言い淀よどむことなくスラスラと説明する砂川に対して真っ先に違和感を覚えたのは高嶺。持ち前の勘が働く。

（あん？　運試しでペアを決めるだと？　いやいやいや！　どうせ細工か何かされてんだろ？　砂川＆高嶺、小森＆夏川ペアになるようによ。バレバレだっての！）

「──へえ。千手観音の手をタップすると、あみだくじが引けるんだ。おっ、面白そうだね……」

（面白そうだと？　砂川の狙いは夏川と小森をペアにさせることなんだよ！　なに食いついてやがる！　ちょっと勘が働けば分かるってのにお前ってやつは……！）

　砂川の狙いに気が付いていない小森に静かな怒りを覚える高嶺。

　しかし、小森はこの違和感をきちんと感じ取っていた。

　高嶺とは違う方向で。

（ひいやああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!　砂川くんの考えが手に取るように分かっちゃったああああああああああああああああ！　偽装とはいえ、僕と夏川さんは仮にも恋人関係だったんだよ？　ましてラブホテルでのいざこざがあったばかり。どう考えたって僕と夏川さんがペアになるのは嫌なはず。逃げ場のない空間で間男と恋人が密閉だもん。拷問だよ！　なのにここに来て運要素を持ち出した。つまり運が悪かったことを言い訳にしてまた寝取らせプレイに付き合わせようとしているんだ！　すごいよ！　本当に天才だ！　提案こそ何気ないのに裏に隠されているのは禁断の性癖！　──ハッ、ちょっと待って！）

　小森の邪推は続く。

（もしも、もしもだよ？　間男と恋人が二人きりになることを想定してこの提案をしているのだとしたら……千手観音に細工がされているんじゃ!?）

　正解である。

　実は千手観音にはちょっとした仕掛けがあった。

　砂川はあみだくじを引くプレイヤー人数を設定。すると人数分の手が千手観音に生えてくる。

　くじを引く人間が手をタップすることで数字が表示されて、画面下のあみだくじ（上下に数字が振られる）がスタートする仕組み。

　はしごのように引かれた青線を上下から辿たどる赤線が合流したときにペアが分かるというわけだ。

（というのが表向きの説明。この俺が高嶺と小森とそれぞれ二人きりになるために運だけに頼るわけがねえだろ。実はこのアプリ、タップした際に指紋が登録されて好きにペアを操作できるようになっている。もちろん俺と姉さんは登録済み。つまり俺たち姉弟きようだいがペアになることはない！　ふへはははは！　指紋認証を活用したアプリを自作できるとか自分で自分が恐ろしいね！　もちろん姉さんとも打ち合わせ済みだ。手段を選ぶつもりなんかねえっての！　このアプリを駆使して、今日こそ目的を果たす！）

（おそらく砂川は夏川の野郎に偽装恋人フエイクを付き合わされてんだろう。きっと早くお役ごめんになりてえはず。となれば、このアプリには当然細工がされている。問題はペアリングだな。もしも私が逆の立場なら多少強引でも小森と夏川を連続でペアにさせるが……）

　視線を光らせる高嶺。

　推測や経緯こそ違えど、このアプリに仕込みがあることを何かしら認知している四人。謎の探り合いが始まる。

　どこからともなく、ざわ……ざわ……と聞こえてくる。

（……夏川と小森を二人きりにさせるのは死んでも嫌な一方で、砂川と二人きりになれるのはありがたい。なにせ他人の目を気にせず探りを入れられるんだからな。劣勢になりつつある現状をひっくり返す意味でも何か武器が欲しい。砂川との接触が起死回生に繋つながる可能性は大いにある……やむを得ない、か。苦渋の選択ではあるが、本当に細工がされているかどうかを見極める意味でも一度だけ小森を譲ってやる。いいぜ。初回は騙だまされたふりをしてやろうじゃねえか）

　高嶺の選択はアプリの細工がされている裏付けと砂川との接触。
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　一方、夏川は、

（おばあちゃんが言っていたわ。私が望みさえすれば、運命は絶えず私に味方すると。翔太くんと観覧車で二人きりになるのは私よ！）

　胸中で語録を呟つぶやいていた。

　弟からアプリの仕組みや裏工作を聞いていた彼女は、世界は自分を中心に回っていると信じて止やまない様子である。

　約束された勝利に笑いを堪こらえるのが大変だった。

　各々の思惑が交錯する中、四人は千手観音の手をタップしていく。

　ごくりと、この場にいる全員が唾を飲み込む。

　アプリが示したペアはもちろん──、

「上下に数字が振られたぞ。上段に②番と④番。下段に①番と③番だ。補足しておくが上段同士、下段同士がペアになることはないからな」

　と補足するだけにも拘かかわらず砂川の声量が普段の二倍になっていた。

「ええっと……僕が②番で」

「俺が④番だな」

（チッ。ということは小森とのペアはお預けか。俺としては直接問い質ただしたかったんだが……まあいい。焦ることはねえ。次のアトラクションが控えていることだしな。となると今回は高嶺と観覧車で二人きりってわけか。ちょうどいい。高嶺がダブルデートを承諾した理由も気になっていたからな。小森にベタ惚ぼれなのはおそらく間違いないだろう。集合時に姉さんと張り合っていたあげく、隙あらば小森にベタベタベタベタと執しつ拗ようにボディタッチしてやがった。それも姉さんに見せつけるようにだ。恋愛ってのは女の戦。男がどれだけ鈍感だろうが、姉さんが小森に気があることは女なら一目瞭然。つまり高嶺はそれを知っている上でこの場に挑んだことになる。ましてや先日、姉さんと小森はラブホテルに足を踏み入れてんだ。その事実も他ならぬ愚姉から聞かされているはず……ということを踏まえると高嶺との接触はちょっと怖い気もするな。だって売られたケンカは買うタイプの女ってことだろう？　表向きこそ柔らかい言動だが、その実、裏ではドス黒いもんが渦巻いてそうだぜ。だが、俺は逃げない！　必ずや今日、この複雑怪奇な関係を前進させてみせる！　おばあちゃんも言っていたからな！　俺が望みさえすれば、運命は絶えず俺に味方するって！）

　胸中が騒がしい砂川。どうしても高嶺に視線が向かってしまう。

　それを視認した小森の疑念も濃くなっていく。

（いやいやいや！　まだ、あみだの途中じゃん！　気が早いよ砂川くん！　繭姉にチラチラ視線が行き過ぎだって!!　もうちょっと隠そうよ！　そんなあからさまに見られたら鈍感な僕でも気付かないわけにはいかないって！　砂川＆高嶺、小森＆夏川ペアが成立するってことをさ!?）

（おいおいおい、砂川の野郎、まだあみだの結果が出てもいない内からめちゃくちゃ見てくるじゃねえか！　ちったぁ隠せよ!!　ほら見やがれ！　さすがの小森も顔が引き攣つってんぞ!?　つーことは、あれか。やっぱり夏川も──）

「──おばあちゃんが言っていたわ。世界は自分を中心に回っている。そう思った方が楽しいって」

（さっきからおばあちゃん、おばあちゃんってぶつぶつ呟いてんじゃねえよ！　ああもう、ポンコツは無視スルーだ無視スルー！　砂川とペアになれば私がやるべきことは一つだけ。弱みを握れないかの詮索だ！　甘んじて結果を受け入れてやるよ！）

　と腹を括くくった高嶺は次の瞬間、目を見張ることになる。

（どうせ私は砂川とペアになるんだろ？　わかってんだよ。さっさと④番と合流しやがれ──って、ん？　んんん？）

　高嶺が千手観音に触れて提示された数字は③番。

　下段から上昇するように向かった線は②番とマッチング合流する。

「…………えっと、私って③番でいいんだよね、砂川くん？　翔ちゃんとペアだけど……？」

　と高嶺。確認自体がおかしいことではあるのだが聞かずにはいられない。

「嘘だッ！」

　ひぐらしの叫びを上げる小森。

　彼もまたこの結果に驚きを隠せない様子である。

「……いっ、①番だわ……やっ、やった……嬉うれしいわ健吾とペアで……おばあちゃんの嘘うそつき」

　側はたから見て全然嬉しくなさそうな夏川。恨めしそうに祖母を嘘つきに仕立てる。

　かくして、あみだくじにより観覧車に乗ることになったのは砂川＆夏川、小森＆高嶺になったわけだが──一体何が起きたのか。

　その真実はいたく単純だった。




　──アプリの誤作動。




　まさしく神のいたずらであった。

　プログラミングの才能はあれど、しょせんは素人。

　どうやら完全にバグを取り除くことはできていなかったようだ。

　この結果により、皮肉にも彼らの関係はアップデートされることになる。




　　　　＊　砂川健吾　＊




「「…………」」

　徹夜で作成したアプリ『あみだくじ千手観音』の誤作動により、俺は姉さんと二人きりで観覧車に乗ることに。

　もちろんやり直す選択も脳をよぎったぜ？

　だが、仮にも正式なカップリングになっておきながら「もう一回！」とねだるのは……やっぱ不自然だろ。

　運要素を持ち出しておいて、結果に納得できずに泣き頼み。見苦しいにもほどがある。

　そんなわけで高校生にもなって姉弟きようだいで観覧車という、いたたまれない状況にテンションだだ下がりの俺たち。

　あまりに意気消沈していたもんだから「別れ話かしら……」とスタッフも心配する始末。そういうのは聞こえないように口にしてくれ。

　言うまでもなくお通夜状態。

　対外的には彼氏彼女で観覧車つうリア充最強の組み合わせにも拘らず、静寂だけが場を支配していた。

「…………やってくれたわね健吾」

　目に涙をためてキッと睨にらんでくる姉さん。

「悪い。今回は俺が全面的に悪い」

「いまこうしている間にも翔太くんと高嶺さんが二人きりで観覧車に乗っているかと思うと……うっ、ううっ、うわああああぁぁぁぁーん!!　健吾のバカぁぁぁぁぁぁっ、役立たずぅぅぅぅぅぅっ!!」

「ガチ泣き!?　えっ、あの冷徹美人の姉さんがガチ泣き!?　いや、マジで申し訳ない！　まさか俺も誤作動を起こすなんて思ってもみなかったんだよ！」

　本当なら俺だって今ごろは高嶺に探りを入れることができてたんだ。

　むしろ泣きたいのは俺だっつうの！

　けどこぼしちまった水は元に戻らねえ。

　責めていたって何も始まらねえだろ。

　……とっ、とにかく姉さんを宥なだめたあとは作戦会議だ。

　早いとこ軌道修正しねえと！　ダブルデートを画策した目的と真逆の展開になってんじゃねえか！




　　　　＊　小森翔太　＊




　本音を言えばこの結果は予想外だった。

　てっきりアプリに細工がされていて、僕と夏川さんを二人きりにさせるプレイだと思っていたからだ。

　アプリは本当にただの運任せだったのかな……？

　もしかして僕と夏川さんを二人きりにさせるつもりだったけれど、その光景を妄想して最後の最後に砂川くんが思い直したとか？

　いや、寝取らせだってしょせん僕の疑念に過ぎないわけで思い違いの方がよっぽどありえるとは思うんだけどさ。

　釈然としないまま、砂川くんと夏川さんが乗車していくのを見届ける僕。

　あれ、なんかあの二人、あんまり楽しそうじゃないような？

　いやいや！　恋人と観覧車の組み合わせって最強のアオハルだよ？

　なのに乗る前からお通夜って……そんなことある!?

　結局終始笑顔を見せないまま、空中へ旅立つ二人。

　乗車口付近で乗客を誘導するスタッフがもう一人のスタッフに「たぶんあれ別れ話よ」なんて話しながら僕たちを案内する。

　えっと、そういうのはお客さんに聞こえちゃダメだと思うんですけど。

　なんて思いながらも僕たちも観覧車へ。

　レディファーストで繭姉が奥に詰めてくれたのを確認してから、いざ乗らんとした次の瞬間。

　ポケットに入れていたスマホが振動した。

　えっ……ええー？

　いくらなんでもタイミングが悪過ぎやしませんかね、泉さん。

　画面を確認するまでもなく送信元を特定しにかかる僕。

　仮にも繭姉とデート中なわけだし、スマホを取り出すのは躊躇ためらわれるんだけど、悲しいかな、確認せずにはいられないわけで。

　恐る恐るスマホを取り出し、画面を確認すると、




【泉さん】

『緊急招集！　最優先事項です！』




　まさかのお願い☆エンジェルである。

　メッセを視認した僕の脳内に様々な情報が忙せわしなく飛び回っていた。

　遠隔地から観覧車のペア分けを聞いていたわけだから、そりゃ気が気じゃないよね。

　どうして帰らないんですか、とツッコみたくなるものの、このまま一人にしていいものか悩んでしまう。

　かといって泉さんの元に駆けつけるということは、繭姉を放置するということ。

　本物のストーカーが近くにいるような状況ならもちろん却下なんだけど、相手は小学生だ。

　それも繭姉の口から「危険な子じゃない」と聞いている。

　さらに現在のタイミングなら、一人にしても景色は楽しめるだろうし。

　つまり、泉さんの元に再び駆けつけるにはこのタイミングしかないわけだ。

　逡しゆん巡じゆんした僕は、いよいよ決断を迫られる。

　スタッフから早く乗車しろや、という圧を感じ取ったからだ。

「ごめん繭姉！　なんか急にお腹なかが痛くなってきちゃった！　悪いけど一人でお願いしていいかな！」

「翔ちゃん!?」

　スタッフに扉を閉めるよう目配せし、驚く繭姉に合掌して頭を下げる。そうして観覧車を後にする。

　このダブルデートの結末が分かっていれば、このとき一緒に乗っておけば、と後悔することになるんだけど、未来は誰にも予測できないよね。




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　砂川の狙いが読めない私は観覧車に並んでいる間ずっと考えごとをしていた。

　砂川と夏川は小森の嫉妬を煽あおるために結成された仮の関係。わざわざダブルデートに誘っておきながら、二人きりになる必要性が分からない。

　もちろん観覧車内で秘密の打ち合わせという線もある。

　しかし、それにしたってわざわざダブルデート中にやるか？

　なにせここの観覧車は一周するのに二十分以上はかかる。

　作戦会議するにしても長過ぎるだろ。そもそもそれをしなければいけないだけの失態があったようには見えない。

　もしかして砂川に探りを入れるつもりだったことを勘ぐられたか……？

　いや、そんな様子は一ミリも感じなかったぞ。まだ本性を怪しまれるほどのボロを出した覚えはねえ。

　あーもう、クソッ！

　砂川の野郎の狙いがマジでわからねえ！

　普通ここは私と砂川、小森と夏川をペアにする流れだろうが！

　いや、もちろん小森と夏川を二人きりにさせるのはめちゃくちゃ嫌だけどよ！

　……まあいい。せっかく観覧車で二人きりなんだ。

　頂上あたりで告白して、いい雰囲気になれたらその……まっ、小森が望むならキスの一つや二つぐらいしてやっても──って、アホか！

　なに乙女の妄想をしてんだ私は！　末期じゃねえか！

　でもこれから二人きり……なんだよな？




　ドキッ！




　……ドキッ？　おいおいおい冗談じゃねえ。なんで鼓動が速まってんだ！

　まさか緊張してんのか。この私が？

　柄にもなく私は俯うつむき髪に指を絡めていたことを認識した。

　どうやら心のどこかで楽しみにしていたらしい。

　小森の野郎も少しは意識してくれてるだろうかと様子を窺うかがおうとした次の瞬間、

「ごめん繭姉！　なんか急にお腹が痛くなってきちゃった！　悪いけど一人でお願いしていいかな！」

「翔ちゃん!?」

　おもわず声が喉を突いて出てしまう。

　いやいやいや！　ここで便意を催すか!?　タイミング悪すぎだろ！

　小森はスタッフに扉を閉めるよう目配せする。

　奥に座りこんでいたこととギリギリまで考えごとをしていたせいで下車するタイミングを逃してしまう。

　小森は上昇していく私に合掌し、申し訳なさそうにしながら、血相を変えて走り去っていく。

　んだよ、そんなに痛いのか……。

　無性に腹が立ってはいたものの、なんとなく小森らしい言動に気が付けばニヤニヤしていた。

　……仕方ねえ、か。どっちにしろ私も心の準備をしないといけないみたいだしな。

　頭を切り替えて走り去っていく小森を見つめる。

　せめて慌てふためくあいつが見えなくなるまで眺めてやるか。

　私はバッグに入れていたスマホを取り出し、望遠鏡アプリで覗のぞくことにした。

　ははっ、慌ててやがる、慌ててやがる。

　もうちょっとの辛抱だ……って、え!?

　小森の行方を追う私の目に信じられない光景が飛び込んできた。

　トイレには目もくれず、一目散に走り去っていきやがったんだ。

　ん？　んん？　まさか混んでいたのか？　いやでも、トイレに視線を向けた素振りさえなかったような……。

　グングンと離れていく小森に望遠鏡アプリで追える限界が近付いてくる。

　これ以上は厳しいか、と思った次の瞬間だった。




　──小森の少し先に一人の女（少なくとも男の服装じゃない）が映り込む。




　やがて二人は合流すると、手招きした方が頭に手を乗せ、何かを取る仕草。

　それがカツラではないかと思い至ったのは地毛が金髪だったからだ。

　胸の中に泥のような冷たい感情が流れ込んでくる。

　鮮明に容姿を確認することができなかったにも拘かかわらず、何かが引っかかる私。

　顔を認識できなかったのに見覚えがあるってのも変な話なんだが、なぜか思い出せそうな気がしていた。

　どこだ、どこで見た？

　この妙な違和感はなんだ？　私は何に引っかかって──。

　記憶の糸を手繰り寄せていった次の瞬間。

　砂川が私たちの高校に現れた日のことを思い出す。

　あのとき、小森の野郎は注意がどこか別の方に向いていた。

　その視線の先には大木に寄り添うように座った他校の………金髪の女子高生がいなかったか!?

　もっと言えば金髪の女そいつを追いかけるように小森は学校を後にしなかったか!?

　分からないことだらけにも拘らず、なぜか本能が告げてくる。

　チャンスだ、と。何かすごいことに気が付いているぞ、と。

「……見つけた」

　このとき私はすでに確信していた。

　劣勢をひっくり返せるだけの情報を手に入れた、と。

　二十分。本気のシンキングタイムが始まった。




　　　　＊　小森翔太　＊




　緊急招集に応じるや否いなや泉さんはカツラを取り外し、

「遅いですよ翔太さん！」

「ごめんなさい！　でも急いだ方ですよ？　抜け出すのも大変なんですからね？」

「ごめんなさいで済めば警察は要りませんよ！」

「貴女あなたがそれを言いますか!?」

「それより健吾さんが夏川さんと観覧車で二人きり。寝取らせで興奮する説はどこに行ったんです！」

　やっぱり呼び出した目的はそれですね。

　それについては僕も驚きを隠せないわけで。

　二人でイチャイチャしたいならわざわざダブルデートなんて回りくどいことをしなくてもいいんだから。

「あの、それよりそんな大胆に変装を解いて大丈夫なんですか？」

「いいんです！」

「えっ、ええ……なんで即答なんですか」

「その理由を知りたい、と。いいでしょう。では女の子が浮気してしまうときの気持ちを教えて差し上げましょう。後ご生しようにも役に立つと思いますし」

「ちょっ、突然なんですか!?」

　突然の返しに僕は心臓が止まりそうになる。

「それはですね、恋人からさんざん弄ばれたあげく、大切に想おもわれていないことを確信したときです。はっきり申し上げます。この際、翔太さんと遊園地に来ている噂うわさが立ってもいいかな、と思っている自分がいます！」

「こっちが全力で遠慮したいんですけど!?」

　泉さんの衝撃的なカミングアウトに両目が落っこちそうだ。

　僕は自他ともに認める脇役モブだ。見た目は中の下。運動、学業、その他特筆する点がない一般人。

　間違っても主人公なんて名乗れないと思う。それゆえに雲の上の存在──それこそ砂川くんや夏川さんたちに翻弄される側の人間だ。

　でも、寝取らせプレイに付き合わされようとしている状況で倍プッシュはいくらなんでも手に余りますって！

　いや、わかってます。わかってますよ？

　たぶん泉さんも砂川くんと夏川さんの同乗が不安なんですよね？　ええ、ええ、わかりますとも。

　あの泉さんが笑えない冗談を口にするなんてよっぽどですもんね！

　だからこそ、恋人じゃない異性と遊園地に来ていた噂が立っても構わない発言。

　砂川くん……もしかしたら君はいつか刺されるかもしれない。

　そりゃ同性の僕でもドキッとしてしまうぐらいだからモテるんだろうけどさ。

　けど複数の女の子と付き合うならせめて隠し通さなきゃ。

　それがモテる男の責務ってやつでしょうが、このバカちんが！

　泉さんの精神的ダメージを目の前にしたからだろうか。

　友人を傷付けられていることをはっきり認識したことで怒りが込み上げていた。

　吐き出す先のない感情をグッと堪こらえて喫茶店へエスコートしようとしたのだけれど、

「……人間がどうしてお金を出してまでホラー映画を見るのか。その気持ちがようやく理解できたような気がします。翔太さんはどう思いますか？」

　またしても突飛な質問をしてくる泉さん。

　もうこの先を聞くのが本当に怖いんだけど！　このクエスチョンこそがホラーだよね!?

「わざわざ懐を痛めて恐怖を覚える映像を鑑賞する。考えてみれば愚行にもほどがあります」

　ひぃっ！　泉さんの瞳から光が消えた！

　これはもう天使じゃない。堕天使だ。堕天使になっちゃったよ！

「答えは恐怖心を煽られると好奇心がそそられるから、らしいですよ。ふふっ。さっきこの遊園地の案内パンフレットを眺めてたんですけど……展望台カフェがあるって知ってました？」

「……知りませんでしたし、知りたくもありませんでした」

「望遠鏡もあるらしいですよ？」

「いや、あの……」

　さっきからの言動で泉さんがやらんとしていることを察してしまう僕。

　二股されたあげく、恋人が浮気相手と観覧車に乗り込んだんだ。

　中の様子が気にならないわけがない。

　けれど、目の前で大切な人が自傷行為をしようとしているんだよ？

　さすがにそれは承諾しかねるってば！

「僕もパンフレットを確認したんですけど、どうやらこの遊園地限定のパフェを売っているお店があるらしくてですね。今回は十分時間も取れそうですし、良かったらそっちにしませんか？　もちろん僕の奢おごりでいいですから」

「この世知辛い社会を生き延びていくためにはチカラが必要だと思うんです」

「…………はい？　あの話を聞いてました？」

「心遣いには感謝します。ですが『最も親しい友を殺してください』、そうすれば翔太さんは強力な瞳を手に入れることができますから」

「僕は小森一族なので親友を犠牲にしても開眼しませんよ!?」

「私の屍しかばねを越えて行ってください」

「全力で結構なんですけど!?　というか、傷付くことを承知の上で覗こうとしているんですか!?　いやあの、もうこれ以上は本当に無理をしなくても……なんなら僕が友人として話し合いの場に同行しますから」

　さすがに見ていられなくなった僕はいよいよ同行を提案していた。

　また間男として砂川くんの前に立つことになってしまうかもしれない現実に戦慄するものの、これ以上大切な友人が傷付いていくのはやっぱり見過ごせない。

　今度は本当に砂川くんに殴られるかもしれないけど。

　まあ、そうなれば出るところに出よう。

「実はこのダブルデート中に偶然を装って遭遇しようと思っているんです。そこで一度話し合おうかなと」

「なっ……！」

　全く想像だにしていなかった爆弾発言に僕は呼吸が止まってしまう。

　このダブルデートに乱入!?

　僕にそれを制止する権利なんてありませんけど、いくらなんでもそれは──いや、泉さんの気持ちを考えればむしろ今日までよく我慢したと褒めてあげるべきなのかな？

　その場で何ができるか分かりませんけど、できる限りのサポートはさせてもらいます……僕に意識があれば、ですけど。

「ですからお願いします。私をあの高台まで連れて行ってもらえませんか……おぶって」

　泉さんは綺き麗れいな金髪を滝のように垂らしてお願いしてくる。

　心なしか髪の輝きが鈍っているように見えるのは気のせいだろうか。

「分かりましたそういうことなら一緒に……って、おぶって!?」

「見てくださいよこれを」

　泉さんは脚を指差して言う。

　脚が踊っていた。恐怖で足がすくんでいるんだろうね。

「……本当にいいんですね？」

「はい。覚悟はできています」

　真まっ直すぐ泉さんの目を見据える僕。

　彼女もまた決意が固まった強い眼まな差ざしを向けてきた。

　仕方ない……よね？

　勝手な想像だけど、泉さんは言い訳のしようもない決定的な瞬間を目にすることでこのダブルデートに乱入する覚悟を決める気なんだと思う。

　もしかしたら別れを告げる決意かもしれないね。

　友人が自ら傷付こうとしていることには最後まで納得できないけれど、女の子が前に進もうとしているんだ。

　ここで協力しないわけにはいかない。

　こうして僕は泉さんをおんぶして展望台カフェへと向かうこととなった。




　　　　☆




「ぜー、はー、ぜー、はー」

　泉さんを背負って展望台カフェまでの階段を登りきった僕は滝のように汗をかいていた。

　てっきりエスカレーターやエレベーターがあると思っていたんだけど……。

　まさかの階段オンリーに驚きを隠しきれないよ。

　おかげで女の子特有の甘い匂いや、柔らかい感触を役得で感じられたのは最初だけ。

　あとはひたすら地獄だった。

　さては泉さん……自分の足で階段を登りたくなかっただけなんじゃ!?

　こんなところを誰かに目撃されたら──、

「間違いなく修羅場でしょうね」

「当然のように僕の心を覗のぞかないでもらえます!?」

「翔太さんにしてみたら私って『僕の心のヤバイやつ』ですもんね」

「ただのヤバイやつなんですけど!?」

「健吾さんの『寝取られで興奮する説』も現実味を帯びてきましたし……なんならイチャイチャしてみますか？　柔らかいですよ私」

「病んでる！　間違いなく病んでるよ泉さん！　やっぱり帰った方がいいんじゃ……」

「私に帰る場所なんてありましたっけ……ああ、翔太さんの家ですね」

「ヘルプ・ミー！」

　このままじゃ砂川くんの寝取らせに泉さんまで参入しかねない！

　そんな僕の心配をよそにふらふらと展望台カフェに向かって歩を進める泉さん。

　この先僕たちに何が待ち受けているのか。

　やっぱり嫌な予感しかしない！




　　　　＊　泉天使　＊




　浮気三昧中の恋人をよそに私は展望台カフェに向かいます。

　浮気相手、それも市内で名を轟とどろかせる夏川さんと二人きりで観覧車。
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　これから私がしようとしていることはどんなホラー映画を鑑賞することよりも恐ろしいことだと思います。

　十代という色々と持て余す学生が雰囲気ある空間で密閉状態。

　むしろ、何もない方が相手に対して失礼ですし……。

　けれどもしも決定的な瞬間を目撃することができたら、新たな一歩を踏み出す覚悟を決めようと思っていて。

　このまま傍観者として終わるつもりなんて微み塵じんもありません。

　もしも勝ち目がなくても、逃した魚は大きかったって思い知らせてやりたい。

　恋人の浮気という──長い人生の中で一度は経験するであろう悲劇に翔太さんの存在は本当にありがたい限りでした。

　今思い返してみても彼が隣にいてくれたおかげでなんとか意識を保てていたんだと思います。

　だからこそ私は翔太さんに感謝しかなくて。願わくは彼には意中の相手と幸せになって欲しいと思わずにはいられなくて。

　この展望台カフェにわざわざ翔太さんを連れて来たのにはもう一つ理由がありました。

　それは翔太さんにとってはお節介かもしれない。けれど後悔はして欲しくないから。

　だから私は柄にもなく翔太さんと真面目な話をしようと思っていた。

　だけどそれが後に私たちの関係を大きく変えてしまうことになるなんて思いもよりませんでした。




　　　　＊　小森翔太　＊




「「…………」」

　きっ、気まずい……！

　着席するや否いなやお決まりのお通夜。もはや僕たちにとってお馴な染じみだ。

　いつかもうちょっとポップな感じになることを願って止やまないよ。

　仮にも可愛かわいい女の子と一緒にお茶をしているとは思えない重たい雰囲気。

　こういうときに切り出すのはもちろん僕の役目だ。

「えっと、どんなパフェが出て来るか楽しみですね」

「はっ？」

　ひぃぎゃああああああああああっ！　鬼のような眼めで睨にらまれたんですけど!?

　たしかに当たり障りのない話題でしたけど、そんな眼で睨みつけなくても……。

「そんな眼で睨みつけなくても……なんだ？　言ってみろ」

「！」

　そうだ！　泉さんは僕の心を読めるんだった！　まずい……！

「何がまずい？　言ってみろ」

　なんだこれ!?　いきなりパワハラ会議が始まったぞ!?

　気が付けば僕はカタカタと震えていた。

「違うんです泉さん！」と否定しかけた次の瞬間、

「デラックスパフェをお待ちのお客様」

　ウェイトレスがパフェを運んで来てくれた。

　まさしく間一髪。

　僕はなんとか九死に一生を得る。

　あと少しタイミングが遅れていたら頭と胴体が切り離されていたかもしれない。

「実は私ずっと気になっていたことがあるんですけど」

「あっ、はいなんでしょうか天使様！」

「……えっと、どうしたんですか翔太さん？　まるでパワハラ上司を前にしているような反応ですけど」

「ごめんなさい。なんか泉さんがすごく恐ろしい存在に見えて……」

「なんですかそれ……まあいいです。それよか翔太さんには気になる異性とかいないんですか？」

「……はい？」

　何の脈絡もない突然の質問に戸惑いを隠せない僕。

　気になる異性って……。

「いないんですか？」

「いないんですか……って、いくらなんでも脈絡がなさ過ぎませんか？」

「ご覧のとおり、私の彼氏さんは絶賛浮気三昧じゃないですか」

「うぐっ……！」

「今回のことで一つわかったことがあるんですよ。恋愛って人を幸せにする一方でその裏には失望や絶望が潜んでいるって」

「泉さん……」

　まるで悟りでも開いたように告げてくる。

　哀愁漂うその言動になんと言っていいかわからない。

「それでもやっぱり恋愛ってすごくエネルギーをもらえるというか、人生を色あざやかにしてくれるというか、とにかくモノクロだった視界に色が付くんですよ」

　恋愛には言葉で表現できない何かがある、とは僕も思う。

　いや、傍観者を決め込んで他人に踏み込まないお前に何が分かるんだって言われればそこまでなんだけど。

　でも砂川くんの言動で泉さんの感情がものすごく揺さぶられていることが何よりの証拠だと思う。

　最近こそ泉さんの身には悲劇しか起きていないけれど、夏川さんとの一件が露見されるまでは温かい感情で満たされていたときだってあったんじゃないかな？

　これだけ感情豊かな女の子なんだから間違いないと思う。

　だからこそいきなり泉さんが恋話を始めた意図にもうっすら勘が働き始めていて。

　たぶん、彼女が僕に伝えたいメッセージは──、

「自分を脇役モブだと、どうせ相手にされないからと傍観者を決め込んでいませんか？　もちろん無理に恋愛をさせるつもりはありません。ましてや私が乗り換えるつもりだなんて勘違いはやめてくださいね？　ただ……こんな目に遭っている状況で私から伝えるのも変ですけど、たぶん恋愛って自分から動かないと一生成立しないんじゃないかって思うんです。この展望台カフェに足を運んだのだって次のステージに立つためです。だからこれはお誘いです。そろそろ翔太さんも私と一緒に主人公になりませんか？」

　泉さんの提案に心臓を掴つかまれたような息苦しさを覚える。

　この人には本当に敵かなわないや。

　たぶんそう思ってしまうのは僕が見破られたくなかった一面を見事に言い当てられたからだ。

　泉さんと初めて出会った日のことを思い出す。

　彼女は潤んだ瞳で──けれど決意のこもった眼差しでこう告げた。

『私は最後まで抗あらがいます。だってこんなにも好きなんです。彼のたった一人になりたいんです。脇役モブのままじゃ終われない』と。

　間違いない。

　泉さんは二股されている彼女、という状況から脱しようとしているんだ。

　主人公になるために──その覚悟を確固たるものにするためにこの展望台カフェに来たんだ。

　それと同時に僕への叱責や激励も含まれていて。

　お前はいつまで傍観者を決め込んでいる、いつまで目を逸そらして脇役モブでい続けようとしているんだと。

　考えてみれば僕が夏川さんの偽装恋人フエイクに選ばれたのは無害認定されたからだ。

　無味無臭の、それこそどこにでもいる平凡な少年だったから。

　特筆すべき点もなく、かといって突き抜けるために努力してきたわけでもない。

　いつのまにか僕は『自分なんか……』と卑屈になっていた。だってその方が楽だから。

　本当はものすごく興味があるのに──好かれたいと思っているのに──でもそれが叶かなわなかったときにひどく傷付き、落ち込むから。

　なによりそれが嫌だったから。

　だから僕は気が付けば脇役モブになっていた。

　そうすれば何も手に入れられない代わりに失うこともないから。

　普通の少年だから仕方ないよね、という最強の盾で自分を守ることができたから。

　でも──、

「別にいますぐ主体的になれと言っているわけでも、無理に好きな異性を作ってくださいと言っているわけでもありません。ただ欲しなければ、手に入りません。後になってその人が自分にとってどれだけ一緒にいたかった人なのかと気付いても遅いんですよ？」

　僕は思い出してみる。夏川さんと偽装恋人フエイクをしていたときのことを。

　市内でも有名でとびきりの美少女。

　そしてその彼氏役。

　傍観者を決め込んでいたからこそ手に入れられた役得だったけれど、体験してみたら思っていたものと違っていて。

　異性の女の子と遊びに行くことがあんなに楽しいことだとは知らなくて。

　気が付けばメッセを受信していないかスマホに視線が吸い込まれていた。

　世の中には普通のことしか起こらないと思っていたのに、夏川さんと偽装恋人フエイクをしただけで視界に色がつき始めて。

　周囲からは羨望と嫉妬から来る露骨な嫌がらせを受けたり。

　地に足をつけない生き方なんて一生縁がないと思っていたのに。

　それはまるで登山に億おつ劫くうになっていた冒険者のようで。

　僕には絶対に登れない、とチカラ不足だと勝手に決めつけて。

　でも、つべこべ言わずに登ってみたら──這はいつくばってでも一歩ずつ進んでみたら。

　これまでの人生で見たこともない景色を一望することができて。

　これまでモノクロだった、心が弾むことなんて滅めつ多たになかった僕の心に「楽しい」という感情が芽生えて。

　もちろんこれが恋愛感情なのかどうかはまだ分からない。

　なんなら吊つり橋ばし効果のようなものかもしれない。

　けれど目を背けてきたことを泉さんに指摘されてようやく気が付いた。

　夏川さんとの偽装カップルフエイクが満更でもなかったんだ。ううん。むしろ楽しかったんだ。

「あの……これから口にすることは泉さんの胸に留とどめておいてもらえますか？」

「もちろんです」

「不釣り合いなことも承知してるんです」

「はい」

「ただ思い出してみたら楽しかったなって、また味わいたいな、って思う自分もたしかにいて」

「はい」

「恋愛感情かどうかも分からないんですけど僕は──」




　──また夏川さんの隣に立てることを望んでいるのかもしれません。




「なんかこうなるのを誘導したみたいに思われそうですけど、当面の方針が決まりましたね翔太さん。一緒に主人公になりましょう。私は健吾さん──」

「僕は夏川さんの──」

「「──たった一人に選ばれたいです」」

　見事に声がハモっていた。

「ふふっ。それじゃ『森泉』による略奪上等作戦開始ですね」

「言い方ってものがありませんかね!?」




　　　　＊　高嶺繭香　＊




　さて、金髪の正体だが──。

　観覧車に一人残された私は脳をフル回転させる。

　まずは脳内で情報を羅列していくことにした。

　・転校してきた高校で小森と親しげに話す金髪の女を目にしたことはない

　・砂川が夏川の彼氏役を宣言した日に大木に寄り添うように座っていた他校の女も金髪

　・そいつが退場するや否いなや、小森も追いかけるようにその場を後にした

　──イラッ！

　情報を整理するだけで無性に腹が立ってくる。

　夏川と私に迫られておきながら、別の女との蜜月。

　──ガンガンッ!!

　その光景を思い浮かべてしまった私は対面席を蹴り飛ばしていた。

　グラグラと観覧車が揺れる。

　あー、クソッ。落ち着けって。

　小森に親しい女友達がいたぐれえで嫉妬とか私も大概じゃねえか！

　深呼吸。

　乱れた息を整えてゆっくりと腰を下ろす。

　……それにしたって情報が少な過ぎるだろ。これだけじゃ今後の方針を立てるのに心こころ許もとない。

　よし。ここからは推理だ。

　どこかで矛盾すりゃ「あれれー？　おかしいよー？」とメガネが指摘してくれるだろうよ。

　なぜか私の脳内にはませガキが住み着いていやがるからな。

　まず、小森が現在会っているであろう金髪と砂川の恋人宣言時にいた金髪を同一人物だと仮定する。

[image: ]

　もしも違うってんなら小森には親しい金髪の女が二人いるってことになるからな。さすがにそこまで想像を膨らませると色々と収拾がつかなくなる。

　……いや、ねえよな？　さすがに私の与あずかり知らないところで複数の女と接触とかマジで不愉快だぞ!?

　私でさえこれなんだ。あの黒髪バグ野郎が知ったら気絶するんじゃねえのか？

　つーわけで、私の願望も含めて金髪は一人、同一人物だと仮定して考えてみる。

　特に気になるのが三点。

　・金髪の正体

　・いつ、どこで小森と知り合ったのか

　・小森との関係

　さらにここに砂川と金髪が偶然にも同じ学校に通う他校生という点を踏まえてシンキングしてみる。

　正体はぶっちゃけ分からねえ。これだけの情報で名前も知らない女の正体を暴くとか無理ゲーだろ。あまりにも全貌が見えな過ぎる。

　だが仮定はできるわけで。

　これはもうこじつけのレベルに足を踏み入れたことを認めるが、砂川の関係者だろう。そう考えりゃ推理も捗はかどる。

　砂川の恋人宣言時、大木に寄り添って座っていた金髪は誰がどう見てもショックを受けていた。それは間違いねえ。事実、この目で見たんだから。

　となるといくつか考えられるのは、

　・砂川に気があった女友達

　・砂川と恋仲である女

　痴情のもつれを想起させる現場だけにあながち間違ってはいないだろう。

　次に小森との接点だ。

　上記を踏まえて考えてみると、

　そもそもなぜ小森は夏川が恋人すながわに振られていたと勘違いしたか。

　そりゃもちろんそうとしか見えない現場に居合わせたからだ。

　恋人関係でないにも拘かかわらず、そう思わせるだけの言動があったと考えていいだろう。

　小森と夏川の偽装関係フエイクが終了し、幼おさな馴な染じみの私が転校してきたのもその頃だしな。

　幼馴染の転校という突然の恋の強敵ライバル出現に恋愛偏差値が底辺の夏川は焦ったはずだ。

　私に小森を掻かっ攫さらわれるかもしれない、と。

　取られたくない、離れ離れになりたくない、別れたくないといったことを言いながら、偽装恋人フエイクを承諾するだけの間柄である砂川に泣きすがっていれば──。

　そしてこの現場を小森以外の人間も見ていたと仮定してみるとどうだ？

　もちろんそれが誰かは言うまでもないよな。金髪（泥棒猫）野郎だよ。

　砂川に気のあった女友達、もしくは恋仲である女なら当然「は？」だろう。

　頭上にドでかいクエスチョンマークを浮かべたことだろう。

　失望と絶望、怒りと悔しさなんかもな。

　わかるぜ。今となっては私も恋する乙女だからな。悔しいがその気持ちは痛いほど理解できる。本当に悔しいけどな！

　手っ取り早いのは砂川や夏川本人を直接問い詰めることだろう。

　だが、あの二人は容姿という一点だけでも超絶お似合いのカップルだ。

　夏川の野郎が見てくれだけじゃなく、ズバ抜けた才能の持ち主だってことは、同じ教室にいれば嫌でも目に入ってくる。

　一方、砂川のこともよく知らないとはいえ、恋人宣言以後のクラスメイトの女子生徒たちの騒ぎっぷりから有名人だってことは容易に想像できる。

　ジャニーズ事務所にスカウトされても全然驚かないぐらいには整ってやがるしな。

　あれで本当に万能だとしたら美男美女、容姿端麗、文武両道カップルだ。

　砂川と夏川の痴情のもつれ（に見える現場）に居合わせておきながら、金髪は直接問い詰めることができず──というより足がすくんで動けなくなっていたとしても不思議な話じゃないわけだ。

　で、そこに夏川と同じ高校の制服の男子生徒、小森の野郎とばったり遭遇した、と。

　夏川は市内でも有名な美少女。もちろん金髪からすれば気が気じゃないだろう。

　砂川と夏川の関係は喉から手が出るほど知りたいはず。

　仮にも夏川と同じ高校の生徒と遭遇したんだ。聞きたいことは山のようにあるだろう。

　そこで小森と金髪の接点ができた、と。

　ここまでの推測や仮定、さらに話の流れに綻びがあるかどうかざっとおさらいしてみる。

　……いい線行っているんじゃねえか？

　脳内で待機しているメガネのガキも麻酔銃を向けてくる気配はない。

　それなりに筋は通っていると判断してもいいだろう。

　私はさらに深いところまで考えてみる。

　もしもこの推理が的中しているなら、金髪も相当の被害者、しかも迷走しているはず。

　正体が砂川の女友達だった場合は予期せぬところで失恋してしまい、恋人だった場合は彼氏が二股していたことを目の当たりにしたわけだ。

　小森の野郎は地味面のくせに、あれで面倒見が良いというか、少なくとも助けを求めてくる女を放置するような男じゃないことは私が一番よく知っている。

　どうせ親身になって金髪の相談に乗ったことだろうよ。

（……その光景を妄想）

　──ガンッ、ガンッ！

　再び観覧車が揺れる。

『お客様！　危険ですので車内ではお静かにしてくださいませ』

「なっ……！」

　嫉妬で暴れまくる私を監視カメラで捉えていたのか。スピーカーから注意が流れて来る。

　悪いのは私じゃない！　小森だろうが！

「とはいえ……ふぅ……」

　再び深呼吸。息を整えてシンキングタイムに戻る。海底に潜るような感覚。

　もし推理が的を射ているならば、本来は部外者である金髪がこのダブルデートに潜入しているのも頷うなずける。

　おそらく小森から情報が漏れたんだろう。

　あいつはすぐ顔に出るからな。

　隠し通さなければいけないこともすぐにバレちまう。

　なんにせよ金髪と砂川の関係は詰めていく必要がある。筋こそ通っているものの、無関係だってことも全然あり得るからな。

　だが、その一方でもしも砂川と金髪が恋人関係なら相当面白い状況が出来上がるわけで。

　なにせ金髪は二股をされている上でダブルデートを監視していることになる。

　気が付けば私は悪い笑みを浮かべていた。

　もしもここまでの推理が正しくて、砂川の弱みを握ることができれば。

　こいつを私サイドに引き摺ずり込めるんじゃねえか？

　もちろんそうなったところでどう動いてもらうかはまだまだ想像さえできねえけどよ。

　けど、あの台風なつかわを牽けん制せいする強力な抑止力にはなりそうな気がする。

　何より上手うまく立ち回れば小森を夏川から引き剥はがすことだって……！




　──私は新世界こもりの女神になる。




　　　　＊　小森翔太　＊




「やっ、ダメ……！　やっぱり挿いれるのは待ってください。こんなこと私初めてで……やっぱり怖いです」

　まるで小動物のようにぷるぷると震える泉さん。

　これから味わうであろう苦痛を僕の袖を掴つかんで制止してくる。

　本当は僕だって彼女に痛い思いをさせるのは嫌だよ？

　でも泉さんは前へ進みたいとそう言った。もっと深い関係になりたい、と。

　だったら僕ができることは一つだ。

　傍そばに寄り添い、彼女の恐怖をできる限り取り除いてあげること。

「怖い気持ちは理解しているつもりです。でもここで怖おじ気けづいていたらいつまで経たっても前に進めませんよ？　僕たちは主人公になるんですよね？　だったらこれはスタートです。ここから僕たちの新たな関係が始まるんです」

　それは僕らしくない強めの言葉だった。

　自分自身に向けたメッセージも含まれているのかもしれない。

　これまで傷付くことを恐れて心の深いところで繋つながることをずっと遠ざけてきた。

　でも勇気を振り絞り、ちゃんと現実に向き合って前に進みたいから。

　脇役モブじゃなくて主人公になりたいと、泉さんがそう思わせてくれたから。

　だから僕は柄にもなく、ちょっと前の自分ならできなかった──背中を押す、なんて似合わないことをしているんだと思う。

「……翔太さんも覚悟を決めたわけですか。ここで言い出しっぺの私が引き下がるのは女じゃありませんね。わかりました……挿れてください。翔太さんのそれを奥に」

「……ごくり。いきますよ泉さん。挿れますからね。心の準備は良いですね？」

「でもやっぱり怖くて……いけないことだって分かっているんですけど……手を繋いでもいいですか？」

「えっ、でもそれは……？」

「これは下心じゃなくて──鼓舞して欲しい一心からです。お願いします。私の手を握ってもらえないでしょうか……？」

　上目遣いで聞いてくる泉さん。

　浮ついた気持ちから来るものじゃないと彼女がそう断言したんだ。

　だったら親友である僕がやるべきことは──、

「わかりました。それじゃ僭せん越えつながら手を握らせてもらいますよ？」

「はい。来てください」

「いきますよ！」

「あっ！」

　中に入ったのを確認した泉さんが声を漏らした次の瞬間、

　──チャリン！

　僕が手に持っていた小銭がコイン投入口から吸い込まれるように挿入された。

　標準可視時間はたったの一分。

　望遠鏡で観覧車内を覗のぞく六十秒が僕たちを絶望の淵ふちに叩たたき落とすことになる。




　　　　＊　夏川雫　＊




「餓死、轢れき死し、焼死、窒息死、転落死、爆死……どれがいいかしら？」

「まさか自殺するつもりじゃねえだろうな!?」

　私の質問に両目を剥むく健吾。

　的外れな確認に眉が吊つり上がる。

「自殺？　何を言っているのかしら。愚弟がこれから辿たどる死因を聞いたのよ。どれか一つ好きなのを選ばせてあげるわ」

「小森とペアになれなかっただけで弟を殺す気かよ!?」

「おすすめは転落死ね。頂上に達したら突き落としてあげるわ」

「ひい！」

　私の言動に本気で怯おびえる健吾。

　……はぁ。馬鹿ね冗談に決まっているじゃない。

　愚弟を横目に怒りを鎮めるため、翔太くんと乗車していた場合の妄想を脳に浮かべる。

　……そうね。私の「景色が綺き麗れいね」に対して「夏川さんの方がよっぽど綺麗ですよ」なんて返事から視線が交差して。

　次第に顔と顔が近づいて──。

「──きゃああああ、もうっ！　何ハレンチなこと考えているのよ！　はしたない！」

「痛っ！　痛いって姉さん！　突然妄想し始めたかと思いきや照れ隠しで俺に当たるのはやめろ！　早く現実に戻って来やがれ！」

　弟の声で我に返るや否いなや、今度は小森くんと高嶺さんが二人きりで過ごしている現実を思い出してしまう。

「……はぁ……」

「今度は沈んだ!?　それもとてつもない落ち込みようだな！　ちょっと感情が不安定過ぎるだろ！」

「……恋というのは女を幸せにするものであると同時に不安にさせるものなのよ。覚えておきなさい」

「分かったようなこと言ってやがるが、姉さんはつい最近恋に落ちたばかりだからな!?　恋愛偏差値なんてそれこそ小学生じゃねえか！」

「大丈夫よ。顔面偏差値は全国レベルだから」

「急に強気!?　だったらその自慢の美貌でさっさと小森を落としやがれ！」

「その好機をポンコツアプリで捨てたのはどこの誰かしらね？」

「くっ……！」

　キッと睨にらみつけると健吾は唇を噛かみ締しめて俯うつむいてしまう。

「まあ、どちらにせよ翔太くんを前にすると素直になれないし……可愛かわいげのない女を演じてしまうから結果は変わっていなかったでしょうけれど。そういえば私が最近プレイしているギャルゲーだとこういうギャップが男の子の心をくすぐるらしいわ……健吾から私の魅力を翔太くんに伝えてもらえないかしら」

「はぁっ!?　できるわけねえだろ！　俺から姉さんの魅力を伝える!?　『俺の彼女は外ではツンツンしてるが、実は恋愛にうぶで一いち途ずな女なんだぜ』ってか？　──アホか！　惚気のろけじゃねえか！」

「どうして興味がない男は近寄って来るのに、肝心の意中の相手には響かないのかしら。翔太くんに気に入ってもらえないなら、こんな顔あってもなくても同じだわ」

「いやだからそういう言動は弟じゃなくて小森の前でやってもらえるか!?　姉さんがこじらせているせいでこっちは大変なことになってんだぞ！」

　と不満げな健吾。

　……はぁ。それができたら苦労しないわよ。

「弟を振り回せるのは姉の特権よ」

「マジかこいつ！　とうとう開き直りやがった！」

「お役ごめんになりたければ早く私と翔太くんを恋人関係にすることね──って、きゃっ!?」

「危ない姉さん！」




　　　　＊　砂川健吾　＊




「危ない姉さん！」

　突然観覧車が揺れたせいで姉さんのバランスが崩れてしまう。

　どうやらさっきから観覧車の中で暴れ回っているやつがいるらしい。

　車内のスピーカーから何度も注意が流れていた。

　俺は無意識に姉さんが頭部を強打しないように腕を回していた。

　認めたくはないがバカな子ほど可愛かわいいってのは真実なわけで。

　不器用で、正直になれない姉のことが案外大切だったりする。

　あれは両親の離婚が決まったときだ。

　親父おやじとお袋は親権をめぐって言い争っていた。

　姉さんはお母さんっ子で、俺は親父が好きだった。

　だから離婚することになっちまったとき、もしお袋に引き取られたら、親父に会えなくなるかもしれないことにショックを隠しきれなかった。

　そんな俺を姉さんは見て見ぬふりをしなかった。

　必死に親権を主張するお袋を説得し、俺を親父に引き取らせることを承諾させてくれたんだ。

　もちろん俺はお袋が嫌いなわけじゃない。実の母親だ。嫌いなわけがねえ。

　けど、いつだって俺たち姉弟きようだいに愛情を向けてくれた親父が一人ぼっちになった光景を思い浮かべたとき。

　いつもは大きいと思っていた背中が小さく見えた気がした。

　そんな事情もあって。

　傍若無人で我わが儘ままな姉だが。

　やっぱり感謝もしていて。たぶん考えるより早く庇かばおうとしたのがその証拠だろう。

　俺は姉さんが倒れる方に駆け出し、押し倒すような格好で必死になっていた。




　──バタンッ！




　高校生とはいえ、大人が片方向に偏ったんだ。やはりその衝撃は大きかったらしく。

　観覧車が大きく揺れていることが感覚的にもすぐに分かった。

「大丈夫か……姉さん？　頭とかぶつけてねえか？」

「ええ大丈夫よ。健吾こそ私を庇って怪け我がとかしていないでしょうね？」

　心配そうな表情で質問してくる姉さん。きっと怖かっただろうに。

　こういうときに人間って素が出るよな。

　おそらく気の迷いなんだろうけどよ、小森にはもったいないような気がしちまったのはここだけの秘密だ。




　　　　＊　夏川雫　＊




　足を取られて後ろに倒れた私はすぐに弟が庇ってくれたことがわかった。

　馬鹿ね。こんな我儘な姉は放っておけばいいのに。そんなことを思いながらも私は健吾の優しさを受け入れるように手を回す。

　それはさながら恋人がハグをするように。

　結局私たちは姉弟きようだい仲良く観覧車で転倒。

　弟のおかげで頭こそ打たなかったものの、ヒリヒリと痛みが走るところがいくつかあるわね。

　でもそんなことはどうでもよくて。

　私はすぐに弟の安否を確認せずにはいられなかった。

「ええ大丈夫よ。健吾こそ私を庇って怪我とかしていないでしょうね？」




　　　　＊　小森翔太＆泉天使　＊




（（うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああーっ!!　やっぱり挿いれなければよかった！／止めていればよかった！　泉さんを／翔太さんを／受け入れなければよかったああああああああああああああああああああああああああーっ!!））




　小森翔太と泉天使がコイン投入口に小銭を挿入してすぐ。

　望遠鏡で目にしたのは砂川健吾が夏川雫を押し倒し、夏川も満更ではないとばかりに手を回した光景だった。

　観覧車の上半分は透明のガラス張りになっており、下半分が着色されている。

　倒れてしまった彼らの姿は見えなくなっていた。

　しかし、その光景は誰がどう見ても恋人たちの熱い抱擁。

　下手をすればそれ以上のことに及んでいるとも想像できるもの。

　むろんそんな光景を目にした彼らが冷静でいられるわけもなく。

　泉が手に持っていた望遠鏡が突然百キロになったがごとく手からこぼれ落ちる。

　勢いよく落下した望遠鏡。

　なぜかこのとき小森に視界エフェクトが働き、地面に亀裂を入れながらめり込んでいくように見えた。もちろん錯覚であるのだが。

「だっ、大丈夫ですか泉さ──って、石化している!?」

　泉天使はまるでゴーゴンの瞳に見られてしまったかのように石化していた。




　　　　＊　小森翔太　＊




　夏川さんと過ごした──あの地に足つけない非日常が楽しかったことを自覚してすぐのこと。

　僕と泉さんが目撃したのは観覧車で熱い抱擁をかわす恋人たち──砂川くんと夏川さんだった。

　あまりに早すぎる失恋（あえてそう表現させてもらう）に驚きを隠しきれない僕。

　希望を持った瞬間に絶望。

　ははっ、ウケる。

　とまあ、見事に道化ピエロとなってしまったわけだけど、隣にもっとすごい方がいらっしゃるわけで。

　悪霊を召喚しかねない禍まが々まがしい念を感じ取っていた。

　さらに言えば観覧車のペア決めは砂川くんからの提案であったわけで。

　まさか寝取らせの最中に我慢できなくなって夏川さんと二人きりになりたかったとか……？

　ダメだ。ちょっと次元が違いすぎる。

「──さて、私たちも逝きましょうか」

「どこに!?　えっ、いやどこに行く気!?　明らかに『行く』のニュアンスが違ってましたよね……!?」

「そんなこと言わずに逝きましょうよ。ほら見てください。この美しい金髪。名前のとおり天使でしょう？　美少女と二人きりになれるんですから翔太さんも悪い気はしないと思いますけど」

「逝くなら一人で──と突き放すのも酷だな。なんだこれ。どう対応すればいいんだ……！」

「……じゃあいいです。一人で乗りますから」

「待って泉さん！　早まるのは──って、乗る？　いま乗るって言いました？」

「はい。良かったら一緒にどうかと思ったんですけど」

　泉さんの言う『乗る』とは間違いなく観覧車のことを指している。

　それが意味することを受け止められない僕の脳は拒否反応を示してパロディに逃げてしまっていた。

「──僕はもうエヴァには乗りません」

「観覧車ですけど!?　なんで汎用ヒト型決戦兵器を拒絶するパイロットになってるんですか！」

「別れ際に、さよならなんて悲しいこと、云いうなよ」

「だから言ってませんけど!?　あの、現実逃避したくなるのはわかりますけど、いま私は漫才できるような心境じゃ──」

「笑えばいいと思うよ」

「笑えるか！　こっちは二股されたあげく、熱い抱擁をかわしているところを目撃したんですよ!?　サイコパスじゃないですか！」

「逃げちゃだめだ逃げちゃだめだ逃げちゃだめだ」

「翔太さん!?」

「……ごめんなさい。これから待ち受けているであろう修羅場を想像したら脳が軽く拒否反応を起こしてしまって」

「……ふざけるのも時と場合を考えてくださいよ……見てくださいよこれ」

　こちらに向けてくる泉さんの手は小刻みに震えていた。

　一番怖いのは彼女に決まっている。

　だって砂川くんたちが下車したタイミングで鉢合わせるつもりなんだから。

　間違いなく修羅場になるであろうその決断に僕は唾を飲み込む。

　なんかここ最近、激動が過ぎるような……そう言えば女難がどうとか占われていたし、冗談抜きでお祓はらいに行こうかな？

「──私は決着をつけに行きます。翔太さんはどうします？　夏川さんに思いの丈を一緒にぶつけますか？　それとも──」

　正直に言えば怖い。

　修羅場が待ち受けているだけじゃなく、初めて主体性を持って行動するからだ。

　これまでずっと、ずっっっっと傍観者を決め込んでいたこの僕が。

　けれど泉さんの一いち途ずな想おもいをずっと目の前で見て来たからかな。

　偽装恋人フエイクでも構わないからもう一度隣に立ちたいと思ったから。願ってしまったから。

　だから僕はその想いを柄にもなく観覧車から下車した夏川さんに伝えようと決心していた。








第四章【四歩進んで五歩下がる】

小こ森もり翔しよう太たを取り巻く関係が前に進んだものの、

なぜかマイナスになってしまうこと。









　　　　＊　砂すな川がわ健けん吾ご　＊




　観覧車を降りてすぐ。

　姉さんを庇ってからというもの俺たち姉弟きようだいの間になんともしがたい雰囲気が漂っていた。

　……きっ、気まずい！

　大事な家族だってことは互いに分かっていたんだが、なんつうか、いざそれを感じ取ってしまうと、気恥ずかしいつうか……とっ、とにかく姉さんと目を合わせづらかった。

「わっ、悪くはなかったな？」

「そっ、そうね。悪くは、なかったわ」

　姉さんも姉さんで弟に抱き寄せられたせいで、歯切れが悪くなっていた。

「「…………」」

　なんだこれ！

　姉さんもしきりに髪をいじって素っ気なさそうにしてやがるしよ！

　まるで家族で食卓を囲っているときに濡ぬれ場ばのシーンが放送されたような感じと言えばわかりやすいか？

　妙によそよそしくなっちまう。

　とっ、とにかく早いとこ小森と高たか嶺みねと合流してダブルデートに戻らねえと。

　そう思ったときだった。

「どういうことでしょうか？　納得のいく説明をしてもらえますか健吾さん」

　聞き覚えのある声。けれど最近はあまり聞けなくなったそれだった。

　俺は急いで声をかけられた方に注意を向ける。

　そこで視認したのは錯覚を疑う衝撃的な光景。

　なんと観覧車に乗っているはずの小森と決意のこもった表情の天てん使しがこっちを凝視していたんだ。

　……はっ、はああああああああああああああああああああああっ!?

　えっ、ちょっ、はああああああああああああああああっ!?

　いやいやいや！　なんでこんなところに天使がいるんだよ!?

　しかもなぜに小森と一緒!?

　俺たちより後に乗車したはずだろ！　なんで先に降りてんだよ！　もうわけが分からねえっての！

　しかも小森は小森で妙に緊張した面持ちだしよ。

　いやもう本当に何が起きて──急展開にもほどがあるだろうが!!　マジで理解が追いつかねえよ!!

「じっ、実は健吾くんと夏なつ川かわさんに話したいことがあって……！」

　満を持して口火を切る小森。

　おいおいおい、やめてくれってマジで！　俺はまだこの状況に至った経緯を把握しきれていないんだぞ!?

　これ以上事態を混こん沌とん化させるのは勘弁してくれ！

　そんな俺の願いは天に届くことはなく。

　ここから怒ど涛とうの展開が待っているなんざこのときの俺は知るよしもなかったんだ。




　　　　＊　小森翔太　＊




　観覧車に到着した僕は緊張でガチガチに震えていた。

　なにせ砂川くんが下車したタイミングで本命の恋人いずみさんを引き連れての突入だ。

　世紀末の予感しかしない。

　けれどようやく決心した泉いずみさんを一人で戦場に出向かせるわけにもいかないし。腹をくくるしかないよね。

　けれど僕はもう一つ別のことが気になっていた。

　それは砂川くんと夏川さんが観覧車で何ををしていたのか、だ。

　というのも、砂川くんたちは下車するや否いなや、妙な雰囲気に包まれていた。明らかに違和感がある。

　視線を合わせたがらないというか、砂川くんの言動に夏川さんがどこか照れているというか、やたらともじもじしている。

　……あの、非常に言語化しにくいんだけど、恋人たちが初めてＨしたときのような──視線を合わせることでそれを思い出してしまうような距離感とでも言うのかな？

　いやまあ、悲しいかな経験がないからなんとも言い難いんだけど、ただ、極め付けは──。

　僕は砂川くんのシャツの襟元に視線を配る。もちろん気付かれないように何気なく。慎重に。

　そこには薄うつすらと……、

　──口紅が残っていた。

　……。

　…………。

　………………。

　うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああーっ!!

　えっ、ちょっ、何!?　見間違い？　見間違いかな？

　いやでも誰がどう見てキスマークだよねアレ？

　まさかあのあと本当に!?　いやでもそんな露骨な場所につけるかな普通!?

　というか気付いてない？

　いやいやいや、そんなことある？　ってことはまさか見せつけられているってこと!?

　けれど僕も男だ。泉さんが恐怖に支配される中、決着をつけようと決死の覚悟でこの場に挑んだんだ。

　僕だけが尻尾を巻いて逃げるわけにはいかない。

　僕はカラカラになった喉を無理やり開くように声を絞り出す。

「じっ、実は健吾くんと夏川さんに話したいことがあって……！」




　　　　＊　高嶺繭まゆ香か　＊




　もう間もなく地上というところで。

　私は信じられない光景を目にしていた。

　先に下車した夏川たちの前に金髪と小森が立ち塞がってやがったんだ。

　全く予想していない展開に焦りが強くなる私。

　おいおいおい、なんで私が告白を決意したタイミングで全員集合してんだよ!?

　一体何がどうなって──！

　とっ、とにかく下車したらすぐに駆けつけねえと！

　合流したときには時すでに遅し、なんてことだけは絶対に許さねえからな!?




　　　　＊　なぜしゅら　＊




　観覧車を下車して砂川を待ち受けていたのは本命の恋人である泉天使から睨にらみつけられるという状況。

　しかも傍そばには小森もついている。

　当然理解が追いつかない様子で、

（うぎゃああああああああああああああああっ!?　ちょっ、なんでこんなところに天使が！　それも最悪のタイミングじゃねえか!?）

「えっと……誰かしら？　知り合いなの健吾」

　と夏川。この質問により小森と泉に緊張が走る。

（（砂川くん／健吾さんはどう答えるんだろう？））

　三人の追及の視線が砂川へと集中する。

（えっ、俺!?　もう俺のターンなのか!?　いやいやいや！　いくらなんでも責任重大すぎるだろ!!　とはいえ、このまま黙だんまりを決め込むのもマズい。なんとかして情報を引き出さねえと──！）

「いや、これはその……」

（（砂川くん／健吾さんがうろたえている!?　浮気がバレたときの反応じゃん／じゃないですか！））

（やっべ！　肝心なときに全然良い言葉が出てこねえ！　つーか、なんて言えばいいんだよ！　「実は隣の女は姉弟きようだいなんだ。だから勘違いするな」とでも言えってか？　いやいやいや！　なんで姉弟きようだいでダブルデートに来てんだよ！　しかも観覧車に同乗って……余計に闇が深ふけえわ！　姉弟きようだいによる禁断の恋愛じゃねえか！　とはいえ、対外的な関係を口にするのは修羅場しか待ってねえし？　どうする……なんて言えば……！）

「おっ、落ち着けよ天使。これには、その、深い事情わけがあってだな……」

（（宥なだめ方が露骨！））

「私は落ち着いています」

「ねっ、ねえ健吾。あの子とどういう関係なの？　いいかげん私にも教えなさいよ」

　袖を掴つかみ迫る夏川。

（ダメだ。どう考えても観念するしかねえぞこれは。説明に時間はかかるだろうが、これ以上隠し通しておくのは無理がある。すまん姉さん！）

　胸中で謝罪した砂川は全てを打ち明けることを決意する。

「実は夏川雫しずくと俺は姉弟きようだいなんだ」

「「「はぁっ!?」」」

　額に手を置きながら衝撃的な事実を打ち明けた砂川に小森、泉、夏川が驚きを隠しきれない。

「ちょっ、どういうことよ健吾……！」

　小森の前で突然カミングアウトしたことに怒り心頭の夏川。

　理解が追いついておらず、弟の身体からだを激しく揺らす。

「ちょっ、落ち着け！　落ち着けって！」

「落ち着け？　落ち着けですって！　私がどれだけ（偽装恋人フエイク作戦に）懸けていたと思っているのよ！」

　夏川のそれはまさしく悲痛の叫び。それはさながら砂川のために献身的であり続けた恋人のようであった。心なしか目が潤んでいた。

　そんな光景に胸を締めつけられるのは小森である。

（ああ……やっぱり夏川さんは砂川くんのことをずっと想おもい続けて来たんだ。それなのに二股がバレた途端、姉弟きようだいだなんて嘘うそをつかれたら……やっぱりショックだよね。ひどいよ砂川くん！）

「いい加減にしてください健吾さん！　これを見てもまだそんな言い逃れをするつもりですか!?」

　決定的現場に『姉弟きようだい』などと言い放つ砂川に泉の怒りも収まるどころか燃え上がってしまう。

　彼女が突き出すように取り出してきたのはラブホテルから小森と夏川が出てきたときの映像である。

　砂川が小森に殴りかかっていくところがバッチリ映り込んでいた。

　それを視認する砂川。内心で絶叫せずにはいられない。

（うぎゃああああああああああああああああああああああああああああああっ!?　決定的現場を目撃されていたああああああああああああああああああああああああああああっ!?　まっ、まさか俺が姉さんと偽装恋人フエイクをしていたところを天使に見られていた？　だとしたらいつからだ？　いや、待て、待て、待て！　待ってくれよ！　姉さんの恋人役を演じてからどんな発言をしてたよ俺は？）

　脳内でこれまでのことを振り返る砂川。泉が突き出したスマホから音声が流れ出す。

　──『人の女に手を出したんだ。覚悟はできてんだろうな？　歯をくいしばれ』

（そういえばそんな台詞せりふも言ってましたね！　よりによってあの現場を目撃されてんのかよ!?　なんつう神のいたずらだ！　偶然ってレベルじゃねえぞこれ！　というか──）

「なんでその映像を天使が持ってんだよ！」

「質問しているのは私です。健吾さんが先に答えてください。ここで何をしていたんですか？」

　さすがの夏川も痺しびれを切らす。

「ねっ、ねえ。どういうこと健吾？　ちゃんと説明しなさい」

　その光景はまさしく二股がバレたクズ男。誰の目から見ても修羅場である。

　そしてこの場には覚悟を決めた人間がもう一人いた。

　泉の恋愛に対する真剣な言動を一番近いところで見てきた小森である。

　彼はタイミングの悪いことにこの場で主人公になることを決意していた。

「健吾くん。この期に及んで誤ご魔ま化かそうなんてみっともないよ。あの場には僕もいたんだからさ。泉さんがどれだけ勇気を振り絞ってこの場に立っていると思っているのさ。ちゃんと汲くみ取ってあげてよ」

（（はー????????????））

　珍しく感情を表に出す小森に戸惑いを隠せない夏川姉弟きようだい。

　小森と泉が深い関係にあることを示唆するような言動に首を傾かしげずにはいられない。

（うおい！　なんだこれ！　なんで真相を告げているにも拘かかわらず、どんどん俺が不利な状況になってんだよ！　ハッ！　まさかこの状況──俺と天使こつちの仲を引き裂くために小森が仕組んだことじゃないだろうな!?　だとしたら相当の策士だぞ!?　全部あいつの筋書き通りじゃねえか！）

　砂川が邪推したちょうどそのとき。

　ドンピシャなタイミングで、

「ごめんね健吾くん。最初に謝っておく。これから僕はらしくないことをするかもしれない」

「おっ、おい……まさか本当に俺から天使を──」

「──こんなときにこんなことを打ち明けるのは卑ひ怯きようだって承知しているんですけど、もし良かったら僕の話を聞いてもらえませんか──夏川さん」

「えっ、私？」「えっ、姉さん？」

　突然の指名に素っ頓狂な声が漏れる夏川姉弟きようだい。

　状況を把握できないまま展開だけが二転、三転していく。

「突然何をって思われるでしょうけど、貴女あなたと偽装恋人フエイクをしていたときのことを思い出してみたんです。そしたらやっぱり楽しかったなって。あの地に足つけない、宙に浮いたような楽しかった時間をもう一度過ごしたいなって思うようになって。だからもし、いまの関係に不安や不満があるなら僕と友達から始めてもらえないでしょうか？　もちろん偽装恋人フエイクでも大丈夫です。お願いします！」

　羞恥に打ち震えながらも思いの丈をぶつける小森。

　頭こうべを垂れて手を差し出すその姿に再び緊張感が走る。

　これを観覧車の乗車口でやっているのだから周囲もいい迷惑である。しかし、スタッフを含めこの場にいる観客も目を離すことができないでいた。

（よっ、よく言えました翔太さん！　素晴らしいです！　たとえ告白の結果がどちらに転ぼうとも私は貴方あなたの告白を全力で褒めてあげます！）

　内心で小森を絶賛する泉。

（うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおーっ!!　なんかよくわからねえが逆転ホームランじゃねえか!!　なんだこれ、なんだこれ、なんだこれ！　ええい、なりふり構ってられるか！　俺と天使こつちのことは気にしなくていい。間違っても選択をミスんじゃねえぞ姉さん!!）

　小森の突然の告白に驚きを隠しきれない砂川は姉に目配せ。

　一方、夏川の心中は、

（ええええええええええええええええええええええええええええええええっ!?　翔太くんから……あの翔太くんから告白された!?　健吾と上手うまくいっていないアピールがもう効いていたのかしら!?　えっと、つまり私とお近付きになりたいってことよね？　だとしたら私の答えは一つしかないわ。友達？　偽装恋人フエイク？　そんなの──）

「──もちろんごめんだわ」

「「「えっ？」」」

　夏川の返答に三人の声が一致する。

「だって翔太くんには高嶺さんがいるじゃない」

「ちょっ、なに言ってんだよ姉さん！　せっかく小森が──」

「健吾は黙ってなさい」「健吾さんは黙っててください」

「──ええっ!?」

　夏川と泉から制止される砂川。

「繭姉？　ああっ！　そういうことですか！　違うんです繭姉とは──」

　高嶺のストーカーが小学生であることを他ならぬ彼女から聞いていた小森はその真相を打ち開けることに抵抗がなくなっていた。

　なぜなら逆上の恐れがないからである。

　小学生の淡い恋心を諦めさせるために恋人の振りをしていることが彼らにバレたところで被害を受ける人間はいない。

　だからこそ小森が高嶺と偽装恋人フエイクであることを告げようとした次の瞬間だった。

「──翔ちゃん!!!!」

　ようやく高嶺が遅れて合流する。

　まるでヒロインは遅れてやって来ると言わんばかりのタイミングで。

　心臓が早鐘を加速させる高嶺。

　不安、焦り、緊張が彼女の身に降りかかっていた。

（まずい、まずい、まずい……！　また除のけ者ものにされている間に状況が深刻化してるじゃねえか！　なんでもいい！　とにかく夏川と小森がくっ付いてしまいそうなこの空気を劇的に変えるだけの劇的な一手を──小森に本当の想いを今！　ここで！　伝えるんだ……！）

　このままでは恋の戦に敗れてしまう。女の勘がそう告げたのだろうか。

　彼女は息を切らして小森の元に駆けつける。

　勢いそのままに高嶺が取った行動は──、

「んむっ!?」

　──小森翔太に唇を重ねるというものだった。

「「「「なっ!?」」」」

　突然の乱入者による突飛な行動に観衆も含めた全員の思考が掻かき乱される。
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　怒ど涛とうに次ぐ怒涛の展開。

　しかし、小森翔太を取り巻く環境は確実に前進していた。

　二股している現場に乱入し、恋人を追及する泉天使。

　それを受け、夏川雫との関係を姉弟きようだいだと暴露する砂川健吾。

　夏川雫の偽装恋人フエイクとして過ごした三ヶ月を思い出し、泉天使の後押しで主人公になることを決意した小森翔太。

　その光景を目の当たりにしてしまったものの、本当の想いを伝えずにはいられない高嶺繭香。

　まさしく小森翔太を取り巻く環境は、今、この瞬間をもって四歩進んだといえよう。

　唇を奪った高嶺がゆっくりと小森の傍そばから離れると、

「まっ、ままま繭姉!?」

「そういう……こと、だから。私負けるつもりないよ？」

（（（（どういうこと!?））））

　勢い任せの行動に恥ずかしくなった高嶺はその場から逃げるように駆け出す。

（あーもうくそっ！　自分でやっておいてなんだが、めちゃくちゃ恥ずかしいじゃねえか！　失恋しちまうかもしれねえ恐怖と相まって、とてもじゃねえが、この場には留とどまれねえよ。けどこっちはファーストキスを捧ささげたんだ。これで後日「ごめん繭姉。夏川さんと付き合うことになったんだ」なんて報告に来たら絶対に、絶対に、許さねえからな!!）

　口付けの余韻が抜けきらない小森。

　夏川、砂川、泉も突然のことに呆ほうけてしまっていた。

　彼らが現実に引き戻されたのは、

「きゃっ！」

　という高嶺の短い悲鳴。

　出入り口の階段で足を踏み外してしまっていた。

　羞恥によって目が潤み、歩幅を見誤ったのだろう。穴があったら入りたいであろう彼女が慌ててしまうのも無理はなかった。

　高所から垂直に落下していく高嶺。

　それを視認した小森の脳に、

（翔ちゃんをイジメないでよ！）

　両手を広げて庇かばってくれた幼おさな馴な染じみの姿がフラッシュバックする。

　彼は考えるよりも早く爆はぜるように飛び出していた。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく高嶺を追うように階段から飛び降りる。

「繭姉!!!!」

　地面に落下する寸前で高嶺を抱き寄せる小森。

　彼女を庇うようにして背中から落下する。

　後先考えずに行動した対価は──。

　打ちどころが悪かった小森翔太の意識であった。

「翔……ちゃん？　翔ちゃん！　翔ちゃん！」

　高嶺が彼に助けられたことを認識したのは彼の腕の中から出てすぐのことだった。

　まるで眠っているかのように動かない小森を視認するや否いなや困惑を隠しきれない。

　周囲の観客やスタッフもようやく転落事故だと認識。

　すぐに救急車を手配し、現場を収拾するために大人が動き出す。

　ダブルデートの結末は小森翔太の意識消失という、誰も想像できなかった形で幕を閉じることになった。




　　　　＊　砂川健吾　＊




　──ダブルデートから三日後。

　小森が意識を失ってから丸三日が経過した。

　あれから緊急搬送された小森の意識はなかなか戻らなかった。

　その間に分かったことと言えば俺たち五人の関係が複雑に絡み合った糸のようになっていたということだ。

　まず姉さんが小森と偽装恋人フエイクを終えて俺に泣きすがったあの日。

　天使曰いわく、その現場を小森と一緒に目撃していたらしい。

　俺と姉さんが姉弟きようだい関係にあることを知らない二人は痴情のもつれだと判断。

　特に天使に関しては俺が二股をしていると勘違いしたとのことだった。

　天使が浮気している彼氏のことを小森に相談する、という関係性がそこで構築された。

　喫茶店から二人が仲なか睦むつまじく出てきたのはそういうことだったらしい。

　その後の展開は言うまでもない。俺と姉さんによる偽装恋人フエイクだ。

　これが小森を取り巻く環境をより複雑にしていた。

　今になって思えばやっぱり天使には真っ先に報告するべきだったと後悔している。

　ちなみに姉さんと偽装恋人フエイクすることになった経緯を説明するのには本当に骨が折れた。

　小森の気を引くための姉さんからの提案であったことを論理的に説明しなくちゃいけなかったからな。

　最初は怪け訝げんだった天使も戸籍謄本＋姉さんが直々に姉弟きようだい関係であること、そして俺に恋慕のれの文字もないことを説いてくれたおかげでひとまず事態は収拾。

　本物の親類かつ姉弟きようだいによる禁断の恋愛じゃないことを分かってくれた。

　衝撃的だったのは姉さんと俺が偽装恋人フエイクを演じているところを天使に目撃されていたこととそれを小森に相談していたことだ。

　なにより天使が俺と小森と二股していないことが分かって本当にホッとした。俺ってやつは本当に情けない男だ。

　そんな俺は姉さんと天使を引き連れて病院に来ていた。

　高嶺から小森の意識が戻ったと連絡をもらったからだ。

　先に病室の前で待っていた高嶺と合流する。

「小森の意識が戻ったんだって？」

「うん。今は先生が診断してる」

　どうやら小森の意識が戻ったのはついさっきのことだった。高嶺もまだ小森とは直接話してはいないらしい。

　俺たち姉弟きようだいのせいで本当にあいつを振り回しちまったからな。

　ちゃんと顔を合わして頭を下げねえと。なにせ俺のせいで天使までずいぶんと世話になっちまったみたいだしよ。

　やがて目を覚ました小森の診察が終わったのか、病室から医者の先生が出てくる。

「翔太は無事なんですか!?」「翔ちゃんは無事なんですか!?」「翔太くんは大丈夫なの!?」「翔太さんは大丈夫なんですか!?」

　先生を視認するや否や食いつくように安否を確認する俺たち。

　これもきっと小森の人柄の良さが致す結果だろう。この場にいる全員からの人望が厚いことを示していた。

「ええ。命に別状はありません。あの様子ならすぐに日常生活に戻ることができるでしょう」

「「「「本当ですか!?」」」」

　俺たちの胸に安あん堵どが広がっていく。

「ただ──」

　小森の無事を聞いて明るい笑みを浮かべる俺たちとは対照的に表情に暗い影を落とす先生。

「ただ、なにかしら？」

　不穏な切り出しに姉さんが真っ先に聞き返す。高嶺も天使も胸に手を置いて不安を抱いていた。

「まずは自分たちの目で確認してください。それから詳細を説明します。それでは」

　頭を軽く下げてからその場を後にする先生。

　まずは自分たちの目で確認してくださいだと？

　なんだその不安を煽あおるような言葉はよ。

　それならいっそここでズバッと言ってくれた方が……なんて思ったが、待ち受けている何かを先に聞こうが後に聞こうが、直面しなければいけないのは一緒か。

　俺は意を決して説得するように声をかける。

「とっ、とりあえず先生の言うとおりみんなで入ってみよう」




　　　　☆




　緊張の面持ちで小森のいる病室に足を踏み入れる俺たち。

　外見に異変が出てしまったんじゃないかと不安になっていたが、そんなこともなく。

　病院服こそ身に纏まとっているものの、見た目はむしろ元気そうだった。

　よう、気分どうだ？　なんて軽口を叩たたこうと思った次の瞬間だった。

　俺は両目を点にしてしまう。

「えっ、ええっ!?　夏川さん!?　わざわざお見舞いに来てくれたの!?」

　小森の驚きよう愕がくに満ちた表情を見た俺の胸に強烈な違和感。

　まるで遠い雲の上の存在に──それこそ会話さえまともにしたことのない人間に話しかけるかのような反応。

　なぜだか俺にはそう感じ取れるものだった。

「あの……翔ちゃん？」

　その違和感を高嶺も嗅ぎ取ったんだろう。困惑を隠しきれない表情で名前を呼ぶ。

「えっ、ええええええ!?　まっ、繭姉だよね!?　うわあ久しぶり！　ごめんね、久しぶりの再会がこんな場所と格好で。それよりどうしてここに!?　もしかして事故を聞いて駆けつけてくれたの!?」

　それはまるで久しく顔を合わせていなかった幼馴染にでも再会したときの反応だった。

　たしかに小森からすれば三日三晩眠りつづけていたわけだから、一応は久しぶりにはなるだろう。だが、それにしたって反応が大げさ過ぎる。

　もしかして──。

　俺の脳内によぎる一つの疑惑。

　そしてそれは小森の視線が俺と天使こつちに向き、次の一言を耳にしたことで確信に変わる。

「えっと……そちらのお二人はどなたでしょうか？　制服からすると他校生……ですよね？　もしかして夏川さんか繭姉のお友達？」

「翔太さん……？」「翔太お前──」

　そこで俺は先生の言葉を思い出す。

『まずは自分たちの目で確認してください。それから詳細を説明します』

　結論から言う。

　小森は姉さんと偽装恋人をすることになった三ヶ月余りの記憶がごっそりなくなっていた。


（了）










あとがき









　初めまして、もしくはご無沙汰しております。急イソ川ガワ回マワレです。

　毎度のことながらあとがきが苦手ですので、magako 様が描いてくださった表紙絵の高たか嶺みね繭まゆ香かの魅力から説明申し上げます。




　ただし、今回のあとがきは過分にネタバレを含みますので、ここから読み始めた読者様は今すぐ本編をお楽しみいただければと存じます。




　では。

　表紙絵のイラスト一枚で脳に訴えかけてくる情報は無限にありますが、勝気な表情と唇、そしてゆるふわの毛先に注目してください。




　おそらく皆様の胸中と私のそれは一致するはずです。

　いや、神か！　と。

　天才か！　と。




　これは完全なる偏見ですが、髪型がゆるふわの女の子は腹に一物があると思うわけですよ、ええ。

（本当に偏見もいいところ！）




　高嶺繭香というヒロインは当初、主人公に恋愛的な好意を抱いておらず、己の目的のために攻略することを決意していたわけです。




　それが気がつけばミイラ取りがミイラになり、幼おさな馴な染じみの小こ森もり翔しよう太たに惚ほれてしまったわけですが──どうでしょう？

　お腹なかの中がちょっぴり黒いヒロインという印象を見事に表現されていると思いませんか？




　これはですね、憶測ではあるんですが、magako 様と担当編集者様が高嶺繭香というヒロインをすごく理解してくれているからだと思うわけですよ。




　でなければこの勝気な表情、雰囲気は絶対に出ないと思うのです。

　いや、マジで。

　本当に脱帽いたしました。




　続いてネタバレが含む話題へ。

　再忠告です皆様。

　冒頭で注意したにも拘かかわらず、ここまで読み進めた読者様──今ならまだ間に合う！

　引き返すんだ！

　ネタバレは禁断の果実。面白さが半減してしまうぞ！




　……ごほん。

　今巻の是非の判断が分かれるところは間違いなく終盤だったかと思います。

　なぜ、あの終わり方にたどり着いたのか、補足しておきます。




　本作はラブコメです。

　ラブ０・１、コメ９・９だろう！　と叫びたくなる読者様もおられるかと存じますが、誰が何と言おうとラブコメです!!




　むしろ私からすればコーヒーはブラックにしたくなるほど、砂糖ドバドバ作品だと信じてやみません……それはさすがに言い過ぎでしょうか。

　自分で言っておいて苦しいな。




　これまた、私の偏見・暴論になりますが、このジャンルって主人公とヒロインがくっ付いたら終わりじゃないですか。

（いや、カップリングが確定、常時イチャイチャしているラブコメ大好物ですよ私）




　ただ、学生時代を思い返してみても、くっ付きそうでなかなかくっ付かない光景というのは見ている側としても微笑ほほえましいものでして。

　むしろ付き合うまでが一番楽しいんじゃないかと思ったり思わなかったり。

　ちなみに作者の学生時代は彼女はおろか、くっ付きそうという雰囲気も皆無。

　それどころか会話したことも両手の指の数ほどしかないような──脱線したので思い返すのはやめよう。




　本作は勘違い、すれ違い、錯さく綜そうがメイン。

　そこに恋愛要素を絡めているので、くっ付いたら終わり、という運命からは逃れられないわけです。

　書き手側になって思いますが、これが結構頭を悩ませるタネだったりします。




　衝撃的な告白を一つ申し上げておきますと、『僕に興味をなくした元カノと幼馴染な今カノがなぜか修羅場ってる』は４巻で綺き麗れいな着地ができる（はず）構成です。

　そして１～２巻はなんとプロローグ、お祭り騒ぎに当たる部分。

　作者が一番書きたいシーンや描写は３巻以降になるわけです！

（なのでよかったら布教してくださいまし。続刊は１、２巻の売れ行き次第なのですよ？）




　ここでようやく白状しますが、

　小森翔太の記憶が一部喪失するという今巻ラストを思い浮かんだのは韓国ドラマの影響なのです！

　みなさま韓国ドラマを見たことありますか？

　いや、もう本当にすごいんですよ。




　なにがすごいのか、あるあるをいくつか紹介しておきます。




　突然、登場人物が倒れてしまう！

　突然、交通事故に遭う！

　突然、登場人物が記憶喪失に!!

　なぜか赤ん坊が入れ替わってしまう

　双子のうち一人が養子に出される

　出生後、すぐに捨てられる

　シャワーシーンは悩むか泣くかの二択

　老人何者ですか？

　キスシーン濃厚すぎません？

　謎の病！　それも絶妙なタイミング！

　陰謀が見え見え！

　女性同士のケンカはなぜか髪の毛を引っ張りたがる




　──いや、なんでだよ!!!!

　なんていつもツッコみながら楽しませてもらっているわけです。




　……言っておきますがバカにしているわけじゃありませんよ？

　むしろその面白さに取り憑つかれている側ですから。




　ドラマも娯楽ですから現実離れした、ダイナミックなものが好まれるのかもしれません。

　また、私自身、書き手となって記憶喪失がどれだけ優れているかをしみじみ痛感している次第です。




　なにせこれによって読者様も目にしたいであろう、高嶺繭香ＶＳ泉いずみ天てん使しなんてエピソードまで脳内で出来上がったんですから。




　色んな意味で恐るべし、韓国ドラマ！




　最後に本作をここまでお読みになってくださった読者様へ。

　本当にありがとうございます。

　これは私の作品に限らずですが、ライトノベルは是非、発売後すぐにお手に取ってください。

　もし続刊があれば主人公にはさらなる困難が待っております。

　本作らしいわちゃわちゃした展開になります。楽しんでいただけるかと。




　では、謝辞です。

　イラストを担当してくだったmagako 様。

　今巻も本当に素晴らしいイラストをありがとうございます。

　透明感のあるイラストを拝見した瞬間、過労が吹き飛びました。

　本業が繁忙期を迎えて睡眠時間が２時間を切る修羅場がここずっと続いておりましたが、それを乗り切るエネルギーを他ならぬ貴女あなた様からいただきました。

　この場をお借りしまして厚くお礼申し上げます。

　担当編集者のＨ様。いつも本当にありがとうございます。

　いつか氏に恩返しできるようこれからも楽しい作品を作り続けていきたいと思います。

　そして、刊行に携わっていただいた全ての方に心から感謝いたします。

　深く、深く、お礼申し上げます。

　それでは、近いうちに皆様と再会できることを願いながら。





２０２１年３月　急川　回レ
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